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　かつて、西方より訪おとずれし使者は言った。

「我ら、神の言葉を操あやつりし民。元始からの全ての事象、世界の理ことわりを悟さとり、得る為ために来た」と。

　使者は翼つばさと杖つえを持ち、世界に『形』を与あたえた。

　沼ぬま地ちは大地となり、ヒノムの谷は緑豊かな山となった。

　かくしてこの地は平和となり、民は叡えい智ちの光を得て平へい穏おんをものとした。

　かたや、悪あしき支配者たちは更さらに深き火の炉ろへ放り込まれ、この地へ戻もどることはなかった。




アカシア年代記第七の書『アストラル人の手紙』より










Process 0/6







　――唸うなるような咆ほう哮こうが、死の宣告のように響ひびき渡わたった。

「急げ！　こっちだ！」

　振ふり下ろされた鋭するどい爪つめを後ろに大きく跳んで避さけながら、ハルトは傍かたわらの少女へ視線を送った。

　ハルトの声に頷うなずき、少女が狭せまく湿しめっぽい洞どう窟くつの奥おくへと駆かけていく。

　翻ひるがえった柔やわらかな金の髪かみの流れに、獣けものは再び唾つばを飛ばしながら咆哮を上げた。

　牙きばと鋭い爪を持つ、熊とも猪いのししともつかない二足歩行の巨きよ大だいな獣。それは、ハルトの身長の倍以上ある。

　素す手でで戦えば、命はない。

　だが今のハルトたちには、肉体以外で戦う手段がある。

　獣の爪をもう一度横に跳んで避けると、ハルトは地面を蹴けって少女を追った。

　目指すは洞窟の奥、天てん井じようが低くなった場所だ。

　背後から、苛いら立だった唸り声が聞こえる。地面を蹴る音がして、背後から追われる気配を察知した。

　――付いてきている。

　視界の端はしにそれを捉とらえながら、ハルトは少女の後ろ姿に声をかけた。

「作戦通り、隣となりの空くう洞どうまで誘さそい込めそうだ。入ったら、詠えい唱しようを頼たのむ！」

「分かってるわ！」

　勇ましく言った少女と共に、狭い入り口をくぐって開けた空洞へと出る。

　そこでハルトは振り返り、追ってくる獣に向き直った。

「UniteProject　SquareCollider!　Call ヘヴン TRIGGER　HUMMER is True!」

　呪文スクリプトを唱えて障壁コライダーを展開し、今通ってきた狭い通路に向けて放つ。するとキューブ型の障しよう壁へきが通路を封ふう鎖さし、獣とハルトらを分断した。

　だが、予断は許さない。障壁コライダーには耐たい久きゆう値ちがあり、攻こう撃げきを受け続ければすぐに崩ほう壊かいする。

　それでも、時間稼かせぎにはなる。

　立てた作戦を遂すい行こうするために、ハルトは少女を振り返った。

「アイリ、頼む！」

「ええ！」

　アイリと呼ばれた少女が頷き、そして息を吸った。




De particularum ARIETATIO vacui (Object Ludus aliis)

{

Vices part.Get Collision count = var eventus (alterius occursu Events)

i = 0,




　凛りんとした歌声が、岩がん壁ぺきに反はん響きようし波は紋もんを広げて行く。

　少女の歌声に呼応するように、青白い光が舞まっていった。

　呪文スクリプトが起動され、世界が組み変えられていく。




dum (i <eventu comes)

{

Pars Object = var puer instantiate (_particle);

puer partem ictus Events Object.pos = [i] .intersection;




　彼かの女じよは歌う。その声に宿る力が、現実世界に粒りゆう子しを呼び起こす。

　まるで蝶ちようのように。

　まるで雪のように。

　まるで星のように。

　集まっては霧む散さんし、うねって、奔ほん流りゆうを作り粒子を形作っていく。

　獣の唸る声が響き、ギチギチと障壁コライダーの軋きしむ耳みみ障ざわりな音がした。ヒビが入り、パラパラと破は片へんが落ちてくる。

　あと少し。あと少しだ。




Pars puer = var particula Object.Get Language <particula Ratio> ();

particle.Emit ((int) occursum Events [i] .velocity);

ego ++;

 }

}




　しかし少女が歌い終えるよりも先に、ついに障壁コライダーが破は壊かいされた。

　唾を吐はき散らしながら、獣が唸り声と共に躍おどり出る。

　生なま臭ぐさい獣の息が迫せまる。

　爪が、牙が、粒子に反射して鈍にぶく光った。

　あの凶きよう悪あくな牙が肉体を食い破るのと、少女が歌を紡つむぎあげるのはどちらが先か。

　冷ひや汗あせが額を滑すべり落ちるのを感じながら、ハルトは必死に少女の前へ出て剣けんで獣の爪を弾はじきあげた。

　偽にせ物ものじゃない重みに肩かたが軋み、意図せずうめき声が口から漏もれる。

（頼む、持ってくれ……）

　ここで持ちこたえなければ、凶きよう暴ぼうで執しゆう念ねん深ぶかいあの獣に食い殺されるだろう。

　そうすれば自分たちを待っているのは、本物の死だ。

（死んで、たまるか）

　――ハルトは、少女の歌声に重ね合わせるように呪文スクリプトを唱え始めた。粒子が湧わき上がり、ハルトの剣が光こう彩さいを放つ。

　炎ほのおが燃え上がるように刀身が赤く染まり、呪文スクリプトにより熱せられた剣が容よう赦しやなく獣の腕うでを焼き尽つくした。

　突とつ然ぜん襲おそった痛みに獣が戸と惑まどいの咆哮を上げ、一いつ瞬しゆん隙すきが生まれる。それを逃のがさず、ハルトは次の呪文スクリプトを畳たたみ掛かけた。

「AnimationOverride!　Call HEAVEN TRIGGER　HUMMER is True!　ソードスキル『セブンコンセクティブ・ソード』」

　叫さけんだ瞬間、ハルトの腕は本人の限界値を上回って剣を操り始めた。彼かれが呪文スクリプトで作り上げた特とく殊しゆ七連続剣技《セブンコンセクティブ・ソード》が始まり、世界を切り裂さいていく。

　一いち撃げき目が獣の顎あごに入り、二撃目が目元を掠かすめる。

　三撃目が足の皮ひ膚ふを切り裂き、四撃目が鋭い爪を折れ曲げさせる。

　五撃目が胸むな元もとに傷きず跡あとを作り、六撃目は獣が振り上げた腕とぶつかり、反動でハルトの身から体だが真上へ飛んだ。

　けれど、ハルトは身体を捻ねじり滞空の姿勢のまま七撃目の態勢に入る。

　すでに走り始めた呪文スクリプトは終わらない。

　――七撃目の構えが、始まる。

「うおおおおおおおお!!」

　絶ぜつ叫きようしながら、ハルトは剣を振り上げ落下する。剣が粒子を放ち、獣が血に塗まみれた目を見開く。

　必ず帰ると、約束した。

　必ず助けると、心に決めた。

　その為には戦いに勝ち、生き延びなければならない。

　これは、ゲームではないのだから。
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　西せい暦れき２０３５年　11月　２日




　街頭モニターが、新たなＶＲヘッドマウントディスプレイ〝アストラルＨＭＤ〟のニュースを映している。

　それをぼんやりと眺ながめながら、鴻こう上がみ遥はる人とは秋葉原の駅前で待ち合わせの相手を待っていた。

　――アストラルＨＭＤ。

　それは、つい一週間前に発売されたばかりの新型ヘッドマウントディスプレイの名めい称しようだ。

　今の世界での主流はＡＲだ。

　今やＡＲは日常生活には欠かせない機材となっており、買い物もスポーツも全てＡＲのアシスト無しでは成り立たなくなった。かつてスマートフォンを使って行われていた全ての事が、ＡＲに置き換かわっていったのだ。

　国民の大多数がＡＲグラス、もしくはＡＲコンタクトレンズを装着しており、その結果ＶＲの発展は停滞した――かのように思えていた。

　だがその沈ちん黙もくを破って発売されたのが、〝アストラルＨＭＤ〟。

　医い療りよう用ように開発されていたというヘッドマウントディスプレイは脳波をスキャンする為、今までのようにトラッキング用機材を使う必要がない。

　手足を動かすこともなく、また映像データも網もう膜まくに直接投とう影えいする、今までにない没ぼつ入にゆう感かんを提供したアストラルＨＭＤ。

　それは、ＡＲ《現実世界への投影》だけではけして表現しえない世界を、人類にもたらした。

　ＶＲなら、異世界へも行ける。

　――ＶＲなら、男にも女にもなれる。

　ベースが現実世界であるＡＲと違ちがって、ＶＲは全てデータで出来上がった世界だ。

　だから本当の意味で限界がなく、一部のハイエンドユーザーによってアストラルＨＭＤは爆ばく発はつ的てきヒットの兆きざしを見せていた。

（といっても、一いつ般ぱん人じんにはＡＲグラスで十分だろうけど）

　今も、街頭モニターにはニュースが流れている。今は、新しん進しん気き鋭えいの歌手 AILI が行ゆく方え不明になった、というニュースだ。

　これも、ＡＲグラスを通して流されている。見る人の年代、性別、趣しゆ味み嗜し好こうによって流れるニュースが変わるように出来ているのだ。

　そこまで、この世界にはＡＲグラスが普ふ及きゆうしている。

　アストラルＨＭＤも圧あつ倒とう的てきシェアを誇ほこるまではいかないだろう。でも、ＶＲには恐おそろしいまでの可能性がある。

　そして人々は、その可能性に少しずつ気づきはじめている。

　三年ほど連れん絡らくを取っていなかった幼おさな馴な染じみが、わざわざ『自分も欲ほしいから、何を買えばいいのか教えて欲しい』と連絡してくるぐらいに。

（……相変わらず俺おれは、あいつにとってパソコンに詳くわしいハルト兄ちゃんのまま、か……）

　二歳さい年下の幼馴染は、それこそ幼よう稚ち園えんからの付き合いだ。

　だが、向こうの引っ越こしから全く連絡を取らなくなっていた。会うのは久しぶりだが、特に緊きん張ちようはない。

　相手はただの、高校二年生になったはずの男だ。

「ごめんね、おまたせ。ハルト君」

　その時、囁ささやくような声が背後から聞こえてきた。振り返って、遥人は一いつ瞬しゆん面食らう。

　そこには、女性的な雰ふん囲い気きを漂ただよわせている少年とも青年ともつかない人が立っていたのだ。

「……久しぶり。三年ぶり、だよね」

　はにかんで遥人を見上げるその顔は、幼い頃ころ自分の後ろを必死についてきていた少年のものを思わせる。

　だが、青年とは言えない。より適した表現は、『少女』だ。

　男にしては長いまつ毛と透すき通るように白い肌はだが目立つその容よう貌ぼうは、恐らくよく見なければ男とは気づかない。髪も伸のばしたらしく、ぱっと見ではショートカットの少女、といったところだ。それでも一応着ている服は男物だった。長めのＴシャツに、ユニセックスのジーンズ。確かに男が着ていてもおかしくない服装のはずなのに、やけにその線の細さが際きわ立だって見えた。

「お前……ミカか？」

　辛かろうじて幼馴染の名前を呼ぶと、彼はぱっと嬉うれしそうに喜びを浮うかべた。

「うん。……僕ぼくも、背が伸びたんだ」

（いや、驚おどろいてるのはそこじゃないんだが）
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　なんて心の中で遥人が突っ込んでいると、ミカは遥人の手を取って微笑ほほえんだ。

「僕、ＶＲは初めてで……。ハルト君はずっとパソコンとか、ＶＲとか好きだったよね？」

「ああ……そうだな。中高ずっとｘＲ研究会だったし」

　そもそも、アストラルＨＭＤ自体も発売日に購こう入にゆう済みだ。すでに自分が使いやすいように完かん璧ぺきにシステムをカスタマイズしてある。

「だよね！　じゃあ今日は、よろしくお願いします」

　控ひかえめに唇くちびるだけで微笑んで、ミカが頭を下げる。

　その仕草は、遥人のよく知る育そだち盛ざかりの男子高生のそれとは、あまりにも異なっていた。




＊＊＊




　必要な機材全てを買ってミカの家まで来ると、早さつ速そく遥人はセットアップに取り掛かった。

　買ってきた機材を並べ、次に玄げん関かん横にあるネジ留めされたボックスをドライバーでこじ開ける。中には、家中のネット回線のつながるルータが入っていた。

　――最近の物件はどこも、こうしてネット回線を弄いじれないようにしてある。家全体がシステムに守られ、管理されているのだ。

　だがアストラルＨＭＤは、そこに踏ふみ込んだ。かつて自作ＰＣを作っていたようなギークたちのみが遊べる、新型のおもちゃ。

　家のネットワーク回線をいじって初めて完成するような、ヘッドマウントディスプレイなのだ。

　家から持って来た工具の中からペンチを取り出して、ネットケーブルを挟はさむ。そして一息に切ろうとしたその時、ミカが横から飛び出して来た。

「わーっ！　待ってハルト君！　何しようとしてるの!?」

「ん？　勿もち論ろん、アストラルＨＭＤのセッティングのつもりだけど」

「セッティングに家の回線切る必要ある!?」

「あれ……、何だミカ。知っててアストラルＨＭＤ買ったんじゃなかったのか。てっきり俺に頼むからには、了りよう承しよう済みだと思ったんだが……」

　ついさっき、秋葉原のジャンク街で買って来たパーツを手に、遥人は首をかしげる。買った時にもミカは目を輝かがやかせていたので、これからする事も知っているのだろうと思っていた。

「ごめん、僕全然分からなくて……。アストラルＨＭＤに何の機材が必要かも分からないから、ハルト君に連絡したんだ。もしかしたらパソコンとかも必要なのかなあって……」

「なんだ、そうだったのか」

　アストラルＨＭＤを買おうとする人間なら必ず初期起動に必要な工程をやっているつもりだったので、予想外の反応だ。

　遥人は、こほんと咳せき払ばらいをすると、これからする事の説明をする為にミカに向き直った。

「まあ、今何しようとしているのか端たん的てきに説明すると……家中のネットワーク回線を遮しや断だんするシステムを作ってるんだ。つまり、自己ハッキングだな」

「ハ、ハッキング!?」

「ああ。家中の回線を専有する」

　ペンチを持ったまま遥人がにやりと笑うと、ミカは目を丸くして両手を左右に慌あわてて振った。

「そこまでしなくていいよ！」

「え」

「え？」

「……でも、これやらないとアストラルＨＭＤ買った意味ないぞ？」

「そうなの……？」

「ああ、それなら廉れん価か版ばんの oQulus で十分だ」

　アストラルＨＭＤが発売される前の主流は、oQulus という名前のヘッドマウントディスプレイだった。

　oQulus は被かぶればすぐに起動出来る自立型デバイスだ。何のセッティングもせずに使う事も出来る。

　だが、アストラルＨＭＤは違う。

　今までのヘッドマウントディスプレイでは出来ない、ラグのない究極のＶＲ体験をする為には設定が必要だった。具体的には、回線をより強力にする為に家中の回線を専有する必要がある。

　２０３５年において、大たい抵ていの家電は全てクラウドに繋つながっている。十年前の言葉を使うと、いわゆるスマート家電という物だ。

　一声で電気をつけたり、テレビをつけたりする為にどの家電もクラウドとの通信が不可欠だ。一つ一つは僅わずかな通信だが、その通信が合間合間に入ってくる事でＶＲ通信においてもラグが発生してしまう。

　わずか０・１フレームの遅ち延えん。だが、それは大きな差だ。

　快適な、遅延もない没入感を得る為には２４０ＦＰＳが必要だった。

　だから、家中の家電がクラウドネットワークからの通信を送受信が出来ない状態に細工する必要があったのだ。

「――というわけで、ここ回線を一いつ旦たん切断して、間にさっき買って来たこの機材を噛かませる。そうすれば家中のネット回線を、アストラルＨＭＤが専有出来るようになるんだ」

「でも、その間うちの家電たちは……？」

「ネットから遮断されるから、外から操作出来なくはなるが……。ま、別に止まるわけじゃないから平気だろ」

「警備会社から、怒おこられたりしないかな……？」

「俺はもうやったけど、特になにもなかったな」

「……お父さんや、お母さんに怒られるかも」

「黙だまってりゃバレない。アストラルＨＭＤに入るのを深夜とか、留守の最中にすればまあバレることもないだろ。使わない時はここのスイッチを押おして切り替かえておけば、元通りになるしな」

　間に挟む機材についた、旧式のアナログスイッチを指差すと、ミカがごくりと喉のどを鳴らしてつばを飲み込む。

「oQulus とアストラルＨＭＤ、そんなに違う？」

「ああ、違うな。全然違う。oQulus はゲームをしてるって感覚になるだけだけど、アストラルＨＭＤはマジでリアルだ。……本当に自分が、そこにいると感じられる」

　だから遥人は、ここのところ毎日ＶＲ世界に入り浸びたっているのだ。あそこにいれば、現実を直視しないで済むから。

　ミカはしばらくじっと悩なやんで、それからスマホを見る。さっきパーツを買っている間、両親は今日は17時まで帰って来ないと言っていたからその時間を確かく認にんしているのだろう。

　硬かたい表情で、ミカがしばし黙り込む。

　やがて、決心して頷いた。

「分かった。お願い、ハルト君」

「了りよう解かい」

　ミカの目を見ていたずらっぽく笑うと、遥人は一息に回線を切断した。

　それからしばらく遥人は無言で、工具で回線を弄っていた。

　鮮あざやかなその手並みに、ミカがふふっと笑う。

「相変わらず、機械いじりが得意なんだね。やっぱり、大学もそっち方面に進んだの？」

「あー……。そのつもり、だったんだけどな」

　そういえば言っていなかった、と遥人は思い出して頬ほおを指先で掻かく。

「実は浪ろう人にんしたんだ、俺」

「えっ……、あ……ごめん」

「いや、いいよ」

　なんてことはないんだって言うように、遥人は首を横に振る。

　だが、胸が痛みに疼うずくのだけは抑おさえようもなかった。

（好きだから、ってだけじゃ駄だ目めなんだよな……）

　高校時代からｘＲ業界が好きだった。

　専門の雑誌も毎号楽しみに読んでいたし、スクリプトを自分で組んでゲームを作ったりもした。

　高校の文化祭で作ったゲームを、一人の少女に喜んで貰もらえて嬉しかったのを昨日のように覚えている。

　また、あんな風に誰だれかを喜ばせたい。だからハルトは、進路を絞しぼった。

　そして希望のｘＲ系の研究を行う研究室のある大学に入る為に滑り止どめも受けずに受験に挑いどんで――失敗した。

　ならもう一度頑がん張ばればいいと、分かっているのに。

　何な故ぜか今、遥人の気持ちは受験勉強に向かう事が出来ないでいた。

　これも勉強だ、なんて言いながら現実逃とう避ひみたいにアストラルＨＭＤに入り浸って。

　時折、冷えた受験会場の教室を思い出す。

　カンニング防止の為にＡＲグラスを外したあの時、遥人はまるで宇宙に放り出されたような感覚を味わった。

　虚きよ無む感かんとも、恐きよう怖ふとも違う。

　ただ、ぽっかりと白紙になってしまったような感覚。

　子供の頃からつけていたＡＲグラスを外すだけで、世界はこんなにも変わってしまう。

　だから遥人は心もとなさと同時に、受験の持つ意味さえ分からなくなった。

　ＡＲグラスがこんなにも普及しているなら、付けたままでも各おの々おのの能力を測れる受験方式に変わればよかったのに。

　今も旧時代的な学力の測り方をして、そんな人たちが未来を作っている。

　何故――人は進化したのに、人の評価の仕方は変わらないんだろう。

　何故、と。あの日からずっと問い続けている。それが、遥人が今浪ろう人にん生せいでいるわけだった。

「……よしっ、完成だ」

　鬱うつ々うつとした思考を断たち切るように、遥人はわざと明るい声を出してミカを振り返った。

「どうする、今すぐ入ってみるか？　つっても色々出来るから、まず何をやるか決める必要があるけど」

「色々って？」

「ＶＲでは何でも出来るからな。一人で遊ぶゲームもあるし、『ヘヴン』っていう他人と交流出来るＳＮＳとか色々あるんだよ」

「『ヘヴン』って何？」

「まあ……特にアストラルＨＭＤユーザーが集まってるコアなＳＮＳかな。自分で世界を作れるＳＮＳなんだけど、ヘビーユーザーが多いから完成度が高い世界が多いんだよ。空の上に行けたり、海に潜もぐれたり、なんなら宇宙にも行けるな」

　更に言えば銃じゆうで人と撃うち合える世界もあるが、それはまだミカには言わなくていいだろう。ハルトが一人そう考えていると、ミカはパッと目を輝かせた。

「宇宙があるの？　行ってみたい！」

「じゃあ、最初は『ヘヴン』に一いつ緒しよに行くか。その前にオリジナルのアバター作らないとな」

「オリジナルのアバター……？」

「ＡＲグラスで現実の肉体をスキャンすれば一瞬でアバターが作れるんだけど、BlendAR っていうツールを使えば、好きなアバターが作れるんだ。多少絵心が必要になるけれど、お前絵描かくの得意だったろ？」

　BlendAR とは、ペイントツールの名前だ。かつてはＰＣがなければそのツールは使えなかったそうだが、今ではＡＲグラス上で起動出来る。

　つまりＡＲグラスを付けていれば、人は誰でも目の前の空間に３Ｄイラストを描く事ができるようになったのだ。

　そして Blend ＡＲで作成した３Ｄオブジェクトは簡単に読み込む事ができる。なので『ヘヴン』ユーザーの多くは、BlendAR でオリジナルアバターを作るか、現実の肉体をスキャンして作った３Ｄアバターで遊ぶのが常だった。

　大昔――十年前は、固有アバターを作るのにも一苦労だったという。だが今は、こうして簡単に作れる。

「そっか。なら自分で作ってみようかな」

「アストラルＨＭＤは没入感が強いから、なるべく自分と近いアバターがいいと思うよ。アバターと自分の肉体が近い骨格じゃないと座標ズレに苦しむし……それに、現実世界とのギャップで色々苦しむ羽目になるからさ」

　座標ズレがひどくなると、現実世界で転んだりする事が増える。

　でもそれ以上に遥人が懸け念ねんするのは、自じ認にん識しきのズレと乖かい離りだった。

　かつてＶＲでは、バ美肉おじさんのメス堕おちという事件があった。

　バ美肉おじさん――バーチャル美少女受肉おじさん、の略だ。つまりはおじさんがバーチャル上では女子の格好をする事を指し示す。

　そんな彼らの『メス堕ち』とは、ＶＲ世界でのアバター性と、現実の性自認がズレすぎた結果日常生活にも支障をきたした事件の事だった。

　ＶＲでは可愛かわいい、可愛いともてはやされるのに現実世界では――と。その違いに精神的バランスを崩くずし、まともに日常生活を送れなくなったのだ。

　だから、と心配する遥人の忠告に、ミカはかしこまって頷いた。

「……そっか。分かった。大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと今の肉体に身長を合わせるよ」

「じゃ、これから早さつ速そく作ってみるか？　いや、まずは簡単に３Ｄスキャンした肉体で入ってみてもいいけど」

「うーん……。せっかくだし、きちんとアバター作ってからログインしたいな」

「了解。じゃ、俺は一旦帰るよ。アバターが完成したら『ヘヴン』を案内するから連絡してくれ」

「ありがと、ハルト君」

　丁てい寧ねいに正座をしたミカが、行ぎよう儀ぎよく微笑む。

　その瞳ひとみはとても静かに凪ないでいて、ＶＲへの期待に胸が躍おどっているとは言い難がたかった。




　――23時20分。

　ミカからアバターが完成したと連絡を貰った遥人は、自分のアストラルＨＭＤを手に、ベッドに寝ね転ころがっていた。

　アストラルＨＭＤは脳波スキャンだから肉体を動かす必要はない。だから大抵の人はベッドに寝転がるか、ソファにでも座すわってログインするのが常だ。

　ぼんやりと、ベッドに寝ねそべりながらＶＲニュースを眺める。今は、ＶＲに警けい鐘しようを鳴らす宗教学者のニュースが流れていた。『危険なＶＲ。これは臨死体験と変わらない』などというテロップが流れている。ＡＲやＶＲが普及した今でも、良く思わない大人たちは何人もいた。

　だが、そうした大人たちがどれだけ押し留とどめようと、ＶＲの発展は加速し続ける。

　コペルニクスやアインシュタインがかつて文明を進めたように。

（さてと。……そろそろ始めるか）

　時計を確認してニュースを消すと、ハルトはヘッドマウントディスプレイを被り目をつむる。そして、瞑めい想そうを始めた。

　アストラルＨＭＤを倍楽しむ為には、このワンクッションが必要不可欠だった。

　アストラルＨＭＤは、脳波スキャンにより遊べるＶＲだ。つまり、雑念なく操作を念じる必要がある。『走れ』『座れ』と念じても、雑念が邪じや魔まするとうまくアバターが操作出来ない。クリアな思考の持ち主にこそ、本領を発揮するのだ。

　――……――……――……。

　少しずつ邪念や雑念が消え、純じゆん粋すいに頭の中が空っぽになってくる。

　そこで遥人は念じた。ＶＲＳＮＳ『ヘヴン』へログインする、と。




　起動を知らせる電子音が鳴り、すぐに世界は塗ぬり替わって行く。

　先さき程ほどまでの自分の部屋の光景は消え、周囲はあっという間に星空に彩いろどられていく。

　これも全ては、ＶＲ内の世界。網膜に直接投影されるだけの世界だ。

　だが、ここにリアルがある。

　いつしか周囲は、大勢の人が集まるライブ会場になっていた。大勢のアバター姿の人たちが雑談をしながら行き交かう。

　今日、ハルトがミカとの待ち合わせに指定したのは『ヘヴン』の中の、ライブが行われるエリアだった。

　中央には大きな円形ステージがあり、周囲にはすり鉢ばち状の座席がある。

　会場の壁かべはガラスのように透けるオブジェクトで出来ており、星々の煌きらめく宇宙空間がライブ会場を包んでいた。

（ミカは……まだいないか）

　メニュー画面を開いて、ミカがこのエリアにはまだ来ていないのを確認する。

　初回起動だから、来るのに手間取っているのかもしれない。一応さっき先にフレンド登録しておいたので、ミカがログインさえすればすぐに合流出来るはずだが。

　ミカが間ま違ちがえて別エリアへ行って迷子になっても、フレンド同士なら《ポータル》という機能を使ってすぐに呼びに行ける。だから焦あせることはないと、ハルトは小さく息を吐いた。

（まあ、間違えて銃じゆう撃げきエリアに行っちゃってたら、トラウマもんかもしれないけどな……）

　ヘヴンには、数多あまたのエリアがある。

　例えば、３Ｄで再現されたヴェネチア。例えば、３Ｄのニューヨーク。

　中世ファンタジー風の世界から、近未来の都市へ、人の想像力が許す限りのエリアがここには広がっている。

　さながら大昔の漫まん画がに出てくるどこへでも行ける扉とびらのように、ヘヴンは擬ぎ似じ的てきな世界旅行を可能にしていた。

　だから待ち合わせも大変だが、万が一ヘヴン内で合流出来なかったとしても、別アプリで個別に連絡をすればいいだけだ。そう思うと、ハルトは連絡が来ていないかをもう一度確認して、壁に背をもたせかけた。

（待ってる間、一応勉強でもしておくか）

　一応浪人生の自覚はあるので、ハルトは常に一冊だけ参考書をストレージに入れていた。とはいえ殆ほとんど、ＶＲで勉強しているという言い訳に使っているようなものだが。

　冊数を一冊だけに絞っているのは、多くのアイテムを持ち込むとアバターの挙動が重くなるからだ。

　入っていたのは、世界史の参考書だった。退たい屈くつな気持ちでページをめくり、前回の続きから読み込んで行く。

　カロリング朝ルネサンス、12世紀ルネサンス。神聖ローマ帝てい国こく皇こう帝ていフェデリコ二世、フィレンツェの詩人ダンテ、ミケランジェロ、レオナルド・ダ・ヴィンチ、ラファエロ――。

　横文字の洪こう水ずいに頭が痛くなり、ハルトはすぐに参考書を閉じた。ソースコードなら幾いくら読んでも平気なのに、苦手な科目となるといつもこうだ。

　だが希望する大学に入りやりたい研究をする為ためには、覚えなくてはならない。この一見関係ないような勉強も、大人になる為には必要不可欠なのだ。どれだけ矛む盾じゆんした行こう為いだと本人が思っても――。

　その時、雑ざつ踏とうの中から近寄ってくる足音が聞こえてきた。

「あれ、ハルトくん。ここ来てたんだ」

　話しかけてきた声にはっと顔を上げると、そこにはミカではなく――銀ぎん髪ぱつの少女の姿があった。

「……ソフィア」

　予想していなかった人と遭そう遇ぐうして、ハルトは僅かに鼓こ動どうが速まるのを感じた。

　淡あわい銀髪に白い肌。特とく徴ちよう的てきなブルーの瞳。

　そしてふんわりと広がるスカートに、清せい楚そなリボンの髪かみ飾かざり。

　ソフィアという名のその女性ユーザーは、ハルトが初めてヘヴンにログインした時に出会った人であり、ハルトと同程度のＶＲ知識を持つ、入り浸りのヘヴンユーザーだった。

　話題から年ねん齢れいは近いように感じられるのに、累るい計けいログイン時間はハルトとあまり変わらない。

　現実から逃避する為にログインしてばかりのハルトが、今一番親近感を覚えている相手こそソフィアだった。

「ハルトくんがオンラインだから来ちゃった」

　囁くように柔やわらかい声で告げるソフィアに、ハルトは曖あい昧まいに返事をする。

　――ソフィアに会えたのは、素す直なおに嬉しかった。

　いつもならこのまま、二人で色んなエリアを回りに行く。

　現実でも友人の少ないハルトはヘヴン上でもフレンドは少なく、またソフィアにも友人があまりいないのか彼女はいつもハルトとばかりエリアを巡めぐりたがるからだ。

　きっと彼女は、ハルトと行きたいエリアでもあって、ポータルを使ってここへ来たのだろう。

　だが今、ハルトは待ち合わせ中だった。

　何て告げようかと迷っている間に、ソフィアがずいと顔を寄せてくる。

「ハルトくん、良ければこれから一緒に本屋エリアに行かない？　実はそこで好きな作家さんのサイン会があるみたいなの」

「いや、実はその、今日は幼馴染と待ち合わせしててさ……」

「幼馴染？」

「う、うん。そいつ、男なんだけど……今日アストラルＨＭＤ買ったばっかで、セットアップも手伝ってさ……」

　何となく、言い訳じみた言葉がハルトの口からこぼれ落ちる。その時、背後から軽快な足音が聞こえてきた。

「おまたせ、ハルト君！」

　まさに待ち合わせをしていた相手の声が聞こえ、ハルトは振ふり返った。

　けれど、そのままの姿勢でハルトは固まる。

　そこにいたのは明らかに美少女だったからだ。

「…………え？」

　白いレースのついた黒いニーソックス。フリルたっぷりの、メイド服を思わせるようなワンピース。そして、ブルーのショートヘアー。

　だが顔は、そして声はミカのままだった。

　少し掠れた、男にしては高い声。

　顔の作りや声はミカそのものなのに、姿形は女そのもの。

　洋服さえ無視すれば、確かに普ふ段だんと同じ背格好だった。違うのは、髪かみの色ぐらいだ。

　――いや。

（……気のせいか、胸があるような……）

　体形が、女性じみて見える。なのにミカにはやけに、その姿が似合っていた。

　――いや、似合いすぎている。現実の姿よりも。

「似合わない……かな」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすハルトに、ミカはいつものはにかんだ笑えみを浮かべた。

「いや、似合っては、いるけど――」

「ほんと!?」

　目を輝かせて、ミカが遥人の手を取る。その距きよ離りの近さに、ハルトはたじろいで一歩下がった。

「い、いや似合いすぎるというか……大丈夫なのか、それ」

「大丈夫って？」

「その……現実世界とのギャップとか……」

　バ美肉おじさんのメス堕ち事件の記事が、また頭をよぎる。

　けれどミカは、ふるふると首を横に振って、笑った。

「平気だよ。僕、家ではいつもこの格好だもん」

「…………………………………はい？」

　いつもこの格好。

　それってつまり――。

（男の娘おとこのこ……）

　心の中でだけツッコミを入れて、遥人は口をぱくぱくと開閉する。

　その時、背後からクスッと笑う声が聞こえてきた。

「ふふっ、可愛いお友達なんだね」

（しまった、ソフィアがいたんだった）

　ついさっき、男と待ち合わせしていると言ったのに、現れたのは女にしか見えないアバターだ。

　妙みような気まずさを覚えて、ハルトは慌てて口を開いた。

「あ、ソフィア。その、こいつはミカって言って……」

「……誰？　……ハルト君のお友達？」

　ミカが、怪け訝げんそうな眼まな差ざしをソフィアに向ける。そんなミカに、ソフィアは微笑んだ。

「はい。ソフィアって言います。えーと、あなたが幼馴染の男の子？」

　首を傾かしげて聞いたソフィアに、ミカがふっと一瞬表情を曇くもらせた。

　及および腰ごしなミカの様子に、ハルトはミカが人見知りだったと思い出す。もしかしたら、見慣れない人に警けい戒かいしているのかもしれない。

「ミカ。彼かの女じよはソフィア。俺のヘヴン友達だ。で、ソフィア。こいつがさっき話してた幼馴染の男――」

「はじめまして。ミカって言います。ハルト君とは、幼稚園の時からの付き合いです」

　なんて言いながら、ミカがハルトの腕うでに腕を絡からませる。突とつ然ぜん近づいたその距離に、ハルトはぎょっとしてミカを振り返った。

　もちろん、架か空くう世界だから肌が触ふれ合うような感かん触しよくはない。けれどもリアルさが売りのアストラルＨＭＤをかぶっていると、その感触さえ味わえるような錯さつ覚かくに襲おそわれる。

　慌ててミカから距離を取って、ミカのアバターを改めて見直した。

「そ、それより……操作性はどうだ？　歩き方とか……」

「イメージ通りちゃんと動くよ。全然ミスとかもないし」

　そういえばさっきも、普ふ通つうに走れているようだった。初期起動時にはうまく動けないユーザーも多い中で、ミカは脳波の伝達が――つまりは、動きを雑念なくイメージするのが上う手まいようだ。

「これが、ＶＲなんだね……。びっくりしちゃった」

「まだまだ序の口だけどな。それでミカは初ＶＲだし、まずはここでライブでも見ようと思ったんだが――ミカは、どういうのが見たいとかあるか？」

「ううん、ここがいい！　ハルト君が選んでくれたんでしょ？　ならライブ、見てみたいな」

　素直に笑えみを浮かべたミカに、ソフィアも嬉しそうに微笑む。

「なら、私もご一緒していいかな」

「え」

「……あれ、さっき好きな作家のサイン会行きたいって言ってなかったか？」

「そうなんだけど――ミカくんが初めてなら、私も楽しむお手伝いしたいなって思って」

「…………別に、ハルト君がいてくれるならそれだけでいいんだけど」

　ミカが、ぶつぶつと何かを小さく呟つぶやく。

　ハルトがそれを聞き返そうとしたその時、スポットライトがステージを照らして出演者たちが姿を現した。

　――ライブが、始まるようだ。

　ふんわりと広がったスカートを穿はいた、黒くろ髪かみロングのアイドルが会場の観客に向けて手をふる。そして次の瞬しゆん間かん、金色の羽が彼女の背中に生えて、アイドルは円形状の客席の上を飛び始めた。

　その現実離ばなれしたステージに、ミカが目を丸くする。

「わあ、凄すごい！　ハルト君！　羽が動いてるよ！」

「ミカも、スクリプト弄れば生やせるぞ」

　先に仕込んでおけば、空も飛べるし花火だって手から出せる。なんなら今、メニュー画面を開いてスクリプトを組む事だって出来る。

　ヘヴンで使われているプログラミング言語〝ＰＡＳＴＡ〟に詳しければ可能性は無限大に広がる。

　そこが、ハルトがこのアストラルＨＭＤに夢中になった一因でもあった。完成されたサービスが多い現代において、自由度の高い物はそれだけで魅み力りよく的てきだ。

「ねえ、あれはどうやってるの？　怖こわくないのかな」

「外部ツールで自分のトラッキング位置と実際にＶＲで表示される位置をずらしているから、擬似的に飛んでいるように見えるだけで、実際は地面を歩いているんだと思うよ」

「へえ……そんな事出来るんだ。ふふっ、さすがハルト君。技術に詳しいんだね」

　羨せん望ぼうの眼差しで見てくるミカに、ハルトは気づかないふりをしてライブ会場を見上げる。

　――きっと、ハルトにもライブの演出を作る事が出来たはずだった。中学の頃、スクリプトを打って自分でゲームを作った事もあったのだから。

　だが今のハルトは、創ることをやめてしまった。

　受験に失敗した、あの時から。

　やれるはずだと思っても、指が動かない。創りたいと、思えなくなった。

　気がつくとふさぎ込みそうになるのを堪こらえて、ハルトはライブに集中した。

　赤や緑、黄色や白の髪の少女たちが代わる代わるステージに上がって、粒子パーテイクルを放ちながら歌っていく。ゆらゆらと曲に合わせて揺ゆれる観客たちと音楽によって、ライブ会場は大いに盛り上がっていた。

「はいはーい！　じゃあ次はお待ちかねの、断頭台タイム！　バーチャルアイドルの天てん葉はちゃんが断頭台体験しちゃいまーす！」

　その時、ステージにいたサイドツインテールのアイドルがとんでもない発言をした。彼女が何かをタップしたと思ったら、ライブステージに断頭台――ギロチンが出現する。

　その途と端たん、観客たちからわっと歓かん声せいが上がった。「来た来た！」「さすがは天葉ちゃんだぜ！」そんな声を聞くに、これはいつもやっているパフォーマンスらしい。実に悪あく趣しゆ味みだ。

　水すい滴てきを含ふくんだギロチンの刃やいばが、会場のライトを受けて鈍にぶく光る。

「じゃあ、いっきまーす！」

　黒髪ロングのアイドルが、意い気き揚よう々ようと断頭台に上る。

　彼女が寝そべると、会場の盛り上がりは最高潮に達した。

「え？　断頭台って――」

「ハルトくん……あれ、大丈夫なんだよね……？」

　ミカとソフィアが、揃そろって不安の声を上げた。こころなしか、二人とも顔が青ざめて見える。

「大丈夫かな。私、前に断頭台ＶＲは現実に影えい響きようあるって読んだことあるけど……」

「多分……大丈夫なんじゃないか？　普段からやってる雰囲気だったし、今いま更さらショック死は……ないんじゃないかな」

　と言いつつ、ハルトは嫌いやな汗あせをかいていた。こんな没ぼつ入にゆう感かんのあるアストラルＨＭＤで断頭台体験をするなんて正気じゃない。

　自分がやればしばらくパニックになって、心しん拍ぱく数すう異常を察知したシステム側から強制的にログアウトさせられるだろう。

　そもそも２０１８年代の旧時代的ＶＲの頃ころでも、断頭台体験は危き惧ぐされていた。

　経験した人からの警告文を読んだこともある。『しばらく動くこともできないほどの精神的な衝しよう撃げきを受け、冷ひや汗、手足の痺しびれ、首の違い和わ感かんが現れた』と。

　ソフィアが読んだ記事もそれなのだろう。不安に青ざめた横顔に、ハルトまで胸むな騒さわぎを覚える。

　しかしハルトらの不安をよそに、目の前のギロチンは容よう赦しやなく刃を落とした。

　嫌な音を立てて、断頭台の刃が彼女の胴どうと首を切断する。ビクンと痙けい攣れんした身体からだが、やけに生々しかった。

　転がる頭に、わっと歓声が上がる。

　その残ざん酷こくなエンターテインメントに、ミカが貧ひん血けつを起こしたようにふらついてハルトの腕にすがった。

（初ＶＲでこれは、刺し激げきが強すぎたな……）

　どんなアイドルが出演するか、先に調べておけば良かった。だがどうせそのうち、彼女は起き上がるのだろう。

　それが見世物だとしたら。

　だが、断頭台に寝そべるそのアイドルは、全く動かなかった。

　声を上げることもせず、アバターチェンジも行われない。異様に長い沈ちん黙もくが、ただそこにはあった。

「おーい、天葉ちゃーん？」

　さすがに、異様さを感じて人々がざわめき始める。

　その時ハルトは、何かの声を聞いた。

　イティ　ヒ　タ　タ　タッド　ヤ　ター

　まるで、太たい鼓このような音だ。ただの、パーカッションの音かもしれない。

　けれど続けて、チリチリと小さな鐘かねが鳴るような音が、誰かの合唱のような声が遠くから聞こえてきた。

　あまりにライブ会場にそぐわない、鈍く高い音。

　違和感を覚えて、ハルトは振り返った。

「ハルト君、どうしたの？」

「何か聞こえないか？」

「何か……？」

　耳を澄すましたミカとソフィアも、同じ音を聞いたようだった。ほんとだ、と二人が小さく呟いた瞬間。

　突然、世界が解けた。

「なんだ!?」

「わっ!?」

　地面が崩れ落ち、エリア内の人が全員宇宙空間へと放り出され、悲鳴があちこちで上がる。

　これがただのライブ演出じゃない事は明白だった。何故なら、重力を感じたからだ。

　脳波スキャンで感じるアストラルＨＭＤの世界において重みは希き薄はくだ。

　どれほどリアルなエリアが目の前に広がろうと、背中には確かにベッドの感触があり、意識さえすれば手はシーツの感触を確かめられる。

　だが今この瞬間、その全てが奪うばい去られ、絶望的なほどの無防備さがエリア内の人間全てを襲った。

　オブジェクトが解け、キューブ状の光が弾はじけ、じゃがいもの皮を剥むくような簡単さで世界が壊こわれ崩れ無なくなっていく。

　――あり得ない。

　今目の前に起きている現象を、ハルトは否定した。

　多分、脳の咄とつ嗟さの防衛本能だったのだろう。

　あり得ない。これは、演出だ。さもなければバグか、自分が今夢を見ているか。

　けれど、飛ばされないよう必死にしがみついてくるミカの柔らかい感触が、その幻げん想そうを打うち砕くだく。

「ハルト君！」

　悲鳴に近いソフィアの声にはっと我に返ると、ソフィアが懸けん命めいにハルトに向かって手を伸のばしているのが見えた。

　泣きそうな、ソフィアの必死な眼差しがハルトを見ている。

　その手を掴つかもうとハルトは手を伸ばしたけれど、指先が掠かすめただけだった。

　落下に引き離はなされ、ソフィアの姿が遠くへと消えていく。

　――この時、手を掴んでいれば。

　ハルトは後に、何度もそれを後こう悔かいする。




＊＊＊




　落下の時間はまるで永遠のようにも思えたし、瞬まばたきをする間の出来事のようにも感じられた。

　ただ、気がついた時にはライブ会場は消え失うせ、代わりにハルトたちは見知らぬ街の只ただ中なかにいた。

　地面に手をついて、全身で息をする。床ゆかの感触がこんなにありがたく感じられるとは思わなかった。

「……ここは……？」

　息を整えると、ハルトはよろよろと顔を上げた。

　初めに見えたのは、大きな噴ふん水すい。そして、中世風の建物たち。灰色の石いし畳だたみが、空の光を鈍く照り返していた。

　煉れん瓦が造づくりの壁には漆しつ喰くいが塗られ、赤茶色の屋根が連なっている。

　その街並みは映画で見た中世ヨーロッパそのもので、タイムスリップしたかのような景色が目の前には広がっていた。

（何にせよ、宇宙空間に放り出されずに済んで良かった……）

　ほっとしながら、ミカに手を貸して立ち上がる。

　それからソフィアの姿を捜して周囲を見回した時、すぐそばから誰かの声が聞こえて来た。

「異世界マーケットなのじゃ……」

　そう呟いたのは、低い声だった。

「異世界マーケット？」

　振り返って、ハルトは声の主を探す。けれどどこにも男性アバターはいなかった。

　きょろきょろと見回し、すぐ隣となりにケモミミのロリアバターを見つける。

　大きな狐きつねのような尻しつ尾ぽの生えた幼よう稚ち園えん児のような見た目のそのアバターが、こほんと低い咳せき払ばらいをした。

「『バーチャル・マルシェ』って知っておるか？　ＡＲグラスが普ふ及きゆうする前にあったＶＲイベントなのじゃが……。その第二回目開かい催さいの時にあったエリアなのじゃ。懐なつかしいのう、わらわもあの頃はまだ Unite 触さわりたてでのう……」

　可愛いロリケモミミっこのアバターから、おじさんのボイスが出てくる姿は、なかなかにシュールだった。

　しかも喋しやべり方かたにロールプレイが入っている。

（というか、アストラルＨＭＤでも普通に性別違ちがうアバター使ってる人、いたんだな……）

　十年前のイベントを知っているという事は、それこそＶＲが出て来た頃からずっと触り続けているのだろう。

　だから、自分の骨格とは異なるであろうアバターでも、難なく着こなせるのかもしれなかった。

「えっと……これが異世界マーケットってエリアだとしたら、まさかこれは『バーチャル・マルシェ』のイベントか、ライブ演出か何かなのか？」

「おじさん、教えてください！」

　ハルトがあえて触れなかったところに、ミカは容赦なくつっこんだ。

「おじさんじゃないのじゃ！　わらわは千歳さいの狐なんじゃぞ！　大体この可愛らしいボディと声で分からぬのか!?」

「いや、ボディはともかく声はおじさんボイスだけど……」

「なぬ!?　ボイチェンが外れておるのか！　そ、そんな……絶対に外れぬよう完かん璧ぺきなシステムを組んでいるはずじゃ！　まさかＰＣとの連れん携けいが切れたのか!?　今すぐ直して――」

　おじさんボイスのまま、そのケモミミアバターがメニュー画面を開くような動作をする。その瞬間、彼女の――いや、彼かれの顔は真っ青になった。

「嘘うそじゃ……。ネットにつながっておらぬ……」

「ネットに？　そんな馬鹿な！」

　慌あわてて、ハルトもメニュー画面を開く。

「いや、それどころか……」

　ログアウトボタンが、無くなっていた。

　エリア選せん択たくボタンも。

　今まで他のエリアのサムネが置かれていたはずの場所は全て、ＮＵＬＬ――存在しないと書かれていた。

　移動できなくなっている。一気に、場が騒そう然ぜんとした。

　――運営に問い合わせろ！

　――メッセージウインドウがない！

　――ヘッドマウントディスプレイの感触がないぞ！

　顔色を変えたユーザーたちに、隣に立つミカが青ざめてハルトの腕を掴む。

「ハルト君。これも、ライブ……？」

　ハルトは、答えられなかった。

　ライブ演出だ、ただのヘヴンのエリアの一つだと思いたかった。けれども、ならば何な故ぜ外側の感触が消えた？

　ずっとあったはずの背中のベッドの感触が消え、代わりに地面に立っている感覚がある。

　没入感のあるアストラルＨＭＤであってもあり得ない感覚に、すがるような気持ちでアップデートだと思おうとしたが、だとしたらネットが切断されている意味が分からない。

　胸に手を当てると、手のひらに心臓の脈動を感じた。

　この肉体は、本物だ。じゃあこの世界は――本物か？

　その時、不意に何かが軋きしむ音が聞こえてきた。

　ギギギギ……と重たい木の擦こすれるような音に、はっと誰だれもが息を呑のむ。顔を上げると、城門がゆっくりと上って行くのが見えた。

（慌てるな。城門が開けばきっと、ライブ会場に戻もどれる）

　ヘヴンにおいて扉は大たい抵てい、別エリアへのポータルになっている。

　ただのこれは、ライブ演出。きっと扉が開けば、いつものあの青い水面のような見た目のポータルが浮うかんでいるに違いない。

　そう自分に言い聞かせながら、ハルトは扉が開くのを待つ。

　けれどその先に広がっていたのは、見み渡わたす限りの草原だった。

「どういう事……？」

　隣に立つミカが、不安そうな声を上げる。ハルトは、唾つばを飲み込んで草原を見た。

　草を揺らす風が、冷や汗に濡ぬれた身体を冷やしていく。

　――汗が、冷える？

　やはり、おかしい。ＶＲでは絶対にあり得ない事ばかりが起きている。

　呆然としていると、遠くから獣けものの唸うなる声が聞こえてきた。土を蹴けって走る獣が、みるみる近づいてくる。

「ワーグだ！」

　誰かが、そう叫さけんだ。

「ワーグ……？」

　ワーグと呼ばれた獣は狼おおかみに似ていて、しかしその大きさは狼の何倍もある巨きよ体たいだった。赤い目は獰どう猛もうそうに爛らん々らんと光り、地面を蹴る足は簡単に人を踏ふみ潰つぶし殺しそうな重量を感じる。

　けれどその獰猛そうな姿を見ても、まだ誰もパニックには陥おちいらなかった。

　正常性バイアスが働いていたのだろうか。これは夢だとか、ライブ演出だとか、誰もが思っていた。

　だから、対応が遅おくれた。

「ぎゃああああああっ！」

　城門近くにいた男が、ワーグに噛かまれた途端信じられない悲鳴を上げた。

「痛い、痛いいッ……！　誰か助けてくれ！　誰か――」

　ワーグに伸のし掛かかられた男が、痛みに顔を歪ゆがませ声を上げる。けれど誰かが助けるよりも先に、ワーグは男の喉のど笛ぶえに喰くらいついた。

　果実が弾けるような生々しい音がして、男の悲鳴が途と切ぎれる。

　飛び散った血が石畳を濡らし、ハルトは一歩後ずさった。むせ返るような濃のう厚こうな血の匂においが空間に充じゆう満まんする。

（匂い……？）

　匂いなど、ＶＲで実装されているはずがなかった。部屋に異い臭しゆうが充満しかねないからだ。

　だが今、血の匂いは確かにそこにある。

　ワーグに食い散らされる男は、明らかに絶命していた。驚きよう愕がくの表情のまま、ガクガクと身体が揺れる。

　沈黙の内に、あまりにリアルで痛ましい咀そ嚼しやく音おんだけが響ひびき渡わたっている。

　彼がログアウトする気配も、アバターが破損したとエラーログが出る気配もない。

　彼は、確かに死んだのだ。

「逃にげろ！」

　誰かの叫びが呼び水となり、一気に全員が恐きよう慌こうに陥った。

　悲鳴が上がり、逃げ惑まどう足音が、そしてワーグの吠ほえる声が交こう錯さくする。

「お、おい！　城門の外、ワーグの群れがいるぞ！」

「城門を閉めろ！」

「閉めるったって、どうすりゃいいんだ！」

「とにかく高い所へ逃げろ！」

　ぶつかりあいながら逃げ惑う人の群れに押おし出されるように、ハルトとミカも走った。

　けれど、初めてのエリアで全く道が分からなかった。慌ててさっきのおじさんのロリアバターを捜すが、先に逃げたのか姿が見当たらない。

「ハルト君！　どこに、行けばいいの!?」

「とにかく、人が少ない方へ逃げるぞ！」

　あれが本物のモンスターであれ、ＡＩであれ、人の多い方へ向かうはずだ。

　ミカの手を取って、ハルトは路地裏へと走っていく。

　けれど、すでにもう遅おそかった。二人に狙ねらいを定めたらしいワーグが一匹ぴき、追いかけてくる。

　唾を吐はき散らしながら追ってくるワーグはあまりに凶きよう悪あくで、横から悲鳴を喉のどに呑のみ込むミカの声がした。

（何か――どこかに入れないのか!?）

　走りながら周囲を見回して、ハルトは絶望した。路地裏に、入れそうな扉は一つも見当たらない。

　――このまま、自分たちも殺されるのか。

（嫌だ……）

　さっきの男のように、あのままワーグに食い殺されるのはごめんだ。

　何より、痛い思いはしたくない。

　あの断だん末まつ魔まの叫びを、自分が、ミカが上げると思うとぞっとする。

　ハルトはメニューウインドウを開くと、必死に打開策を探した。

　――エリア移動は出来ない。

　――アバターチェンジも、出来ない。

　――モーションは、使える。

　――それに――。

　画面の一部に、いつの間にか《コンソール》という文字が浮かびあがっていた。

　これを使えば、スクリプトが打てる。

　つまり、エリア内オブジェクトを弄いじれる可能性があるという事だ。

　すぐにコンソールを起動させると、虚こ空くうに透とう明めいなキーボードと、黒い画面が現れた。

　目の前に羅ら列れつされていた文字が、読めた。

　これはヘヴンのエリアを作る時にも使われる、カスタムプログラミング言語〝ＰＡＳＴＡ〟だ。今まで、自分もさんざん弄ってきた。

　そして、権限のウインドウを見てハルトは息を呑む。

　今、ハルトにはこのエリアの管理者権限があった。

　なら、世界を今すぐ書き換かえられるはずだ。




　Intra vacui de Trigger (Collider scopum)

{

saxa hastae = var instantiate (_ saxa hastae) ;

saxa hastae.Addere Language <Seu Rigidorum VOL corpore> ();




　そこまで打ったところで、背後からワーグの足音が迫せまってくるのが聞こえた。

　吐く息が聞こえ、追いつかれると冷や汗が浮かぶ。

　――早く、早く書き換えないと。




saxa hastae. Addere Language <Collider> ();

saxa hastae. transform.At vide (scopum. Transform);

saxa hastae vim = var. transform. vicissitudine sortiri iubet. E. C ^ Anglorum;




「頼たのむ、動いてくれ！」




saxa hastae. Get Language <Seu Rigidorum VOL corpore> ().Addere vim (force);

}




　最後の一文を打ち込んでハルトがエンターキーを押すのと、ワーグが二人に飛びかかるのは同時だった。

「っハルト君！」

　悲鳴を上げて、ミカがハルトに抱だきつく。

　その瞬間、肉が飛び散る音がした。

「……え……？」

　ミカが、息を呑む。

　――目の前には、鋭えい利りな槍やり状じようの石で串くし刺ざしにされるワーグの姿があった。

　ハルトが世界を書き換え、石畳から生み出した槍がワーグを貫つらぬいたのだ。

「っはぁ、はぁ……」

　――うまくいった。

　槍で深々と貫かれたワーグは、一いつ瞬しゆんで絶命していた。ポタポタと赤い血が落ちて、石畳を濡らしていく。

　はじめてのことだけれども、たしかにハルトは世界を書き換えられたのだ。

　カスタムプログラミング言語〝ＰＡＳＴＡ〟を使って。

「……た、助かった……」

　よろよろとしゃがみ込んだミカを慌てて支える。けれどその時、遠くからまたワーグの唸り声が聞こえてきた。

　――まだいる。

　また、槍を生やすか。それとも――。

　ハルトは逡しゆん巡じゆんの後に、再びコンソールに文字を打ち込んだ。

　遠くから走る足音が近づいてくる。ワーグが近寄ってくる中、ハルトは必死にスクリプトを打ち込んだ。

　けれども、今度は槍を生み出す文字列じゃない。ハルトが打ったのは――。

　エンターを押した瞬間、二人は地面から跳はね返されるような衝撃を受けて、空へと吹っ飛んだ。

「きゃあああああああっ！」

「うわああ!?」

　ハルトとミカの悲鳴が、青空に響き渡る。

　ハルトとミカは今、地面から生えた円柱によってジェットコースターさながら上空へと吹ふき飛ばされていた。

　ハルトが打ったのは、自分たちのいる座標の地面を、そのまま地上高くまで伸ばすスクリプトだった。

　すべて、エリアを書き換えるシステム権限があった事。そして、ハルトにＰＡＳＴＡ言語の知識があったから出来た事だった。

　ハルトたちの乗っている円柱は、地上10メートルほどの所で伸びるのをやめる。

「……ま、間に合った……」

　ハルトは、目の前にある空を見上げて、ため息をつく。

　それからワーグはどうなっただろうと下を見て、ハルトは顔をしかめた。ワーグは、必死に円柱に爪つめを立てていた。けれども登れなかったのだろう。諦あきらめて、また別の方へと走っていく。

　――なんとか、逃げ切れた。ほっとハルトが安あん堵どのため息をついたその時、隣から腕を揺さぶられた。

「ハルト君、見て！」

　ミカに呼ばれて顔を上げ、またハルトは息を呑んだ。

　視界が高くなった事で、この世界が一望出来るようになっていた。

　太陽の光を受けて、石畳で出来た街並みが輝かがやく。

　広がる草原の先にある山々の稜りよう線せんは青々としていて、あまりに美しかった。

　ここが、どこだか一瞬忘れるほどに。

　夢だとか、ＶＲだとか、言ってみせることは出来る。

　たとえば、ＶＲじゃなきゃスクリプトウインドウが出るはずないとか。

　たとえば、現実では世界を作り変える事なんて出来ないはずだとか。

　けれどもこの風の匂いも、肉体の感触も、痛みも、汗も、全て本物だ。

　そして、ログアウト画面が消失している事も。

　確かにハルトたちは、帰る事の出来ない旅路の始まりにいるのだった。




「おお、二人とも無事だったのじゃな！」

　すべてのワーグを円柱の上から退治し終えて地面に戻ると、ケモミミロリおじさんが、ぱたぱたと可愛かわいらしい尻尾を振ふりながら走り寄って来た。

　――あの後ハルトは円柱の上から最初のように槍を呼び出して、全てのワーグを石の槍で貫いた。

　そんなハルトの方法を見て、スクリプトを打てる者たちは同じようにしたらしい。

　おかげで生き残ったヘヴンユーザーたちは同様にワーグを倒たおし、今では情報交こう換かんに移っている。

　なお、犠ぎ牲せい者しやがどうなったかは今もまだ判明していない。

「ああ、さっきの……えーと」

　名前を呼ぼうとして、ハルトはヘヴンログイン中は頭に出ているはずのユーザー名表記がない事に気がついた。ハルトが言い淀よどんでいると、彼は胸を張ってもっともらしく頷うなずく。

「わらわの事は、チョビと呼ぶが良い」

「チョビおじさん？」

　相変わらず、ミカは容赦なかった。

「チョビで良いのじゃ」

　ミカの質問にチョビが頬ほおをふくらませる。

「それにしてもまさか、直接書かき換えられるエリアがあるなんてな。ＰＡＳＴＡ言語は使えるみたいで良かったよ」

「いや、わらわもそう思ったのじゃが、使えないスクリプトもあるようじゃ」

「そうなのか？」

　気になって、ハルトはすぐに世界を調べ始めた。物を持ち上げたり、地面を書き換えたりといろいろ弄ってみるが、確かにチョビの言う通り使えないスクリプトもある。コードをタイピングして実行しようとしても、何も起きないのだ。

（それにこれ、よく見たら全部が全部ＰＡＳＴＡ言語ってわけじゃないのか）

　かといって、Ｃ系言語や Python とも違う。

　どうやらさっき槍を生やせたのは、本当に偶ぐう然ぜん、運が良かったようだ。

　何日もかけて読み解けばある程度法則がわかりそうだ。

　そう思った途端、何故かハルトの胸は疼うずいた。

　初めて、新しい技術を目にした時と同じ、期待と高こう揚よう。

　知りたいと、知識欲が胸を熱くする。

　懐かしい感覚だった。浪ろう人にんする前はずっとこうだった。新しい事が知りたくて、寝ねる暇ひますら惜おしくて、ずっとパソコンを付けっぱなしにして張り付いていた。

　この世界を構成する言語は何だ？　どうすれば、空を飛べる？　――何が出来る？

「兄ちゃん！　兄ちゃん、返事してくれよ」

　その時、誰かが悲痛な声を上げた。

　はっと我に返ると、最初にワーグに食い殺された男の横で、泣いている少年がいた。

「なあ、誰か助けてくれよ！　兄ちゃんが、息してないんだ」

　――倒れている男の横に銀ぎん髪ぱつが見えた気がして、ハルトは息を呑んだ。

　嫌な、予感がする。

　さっきまでの高揚感が消え、血の気が引いていく。

　ふらふらと、その少年の近くへと行く。

　そこに倒れていたのは、先さき程ほどワーグに殺された男と、数名のヘヴンユーザー。

　そして、ソフィアだった。

「……ソフィア……？」

　ソフィアの身体には、抉えぐれたような傷きず跡あとがあった。

　ワーグの爪で引き裂さかれた傷だとひと目で分かる。

　血の気を失ったソフィアの顔が、唇くちびるが、不ふ吉きつな影かげを呼び起こす。

　後ろに立つミカが、喉の奥おくで悲鳴を呑み込んだ。

「嘘だろ……ソフィア」

　呆ぼう然ぜんとしゃがみ込んで、ハルトはソフィアの腕うでに手を重ねた。

　ＶＲで何度会っても、触ふれられなかった肉体がそこにある。

　初めて触れたその指先は、氷のように冷え切っていた。

　――息をしていない。

　――ワーグに、殺されたのか。

　愕がく然ぜんとしながら、ハルトは必死にコンソールウインドウを開いた。

　何か、何かが出来ないかと、ソフィアのアバターデータを開く。

　――けれど、重要なデータがまるでなかった。

　本来、あるべき《データ》が、完全に消失している。

　目の前に横たわるソフィアには今、『アバターの外見データ』という、スカスカな情報しかなかったのだ。

（これは……）

　いわゆる抜ぬけ殻がらデータとも言うべき状態だ。

　ここから、『ソフィア』を復旧出来ない。

　ハルトがアバターデータを参照したのを見て、チョビも同じように隣の男性のデータを開いた。

　呆然としながら、ハルトは隣の男のデータへ視線を向ける。そこにも、空くう欄らんが広がっていた。

　他の、死んだヘヴンユーザーたちも同じだった。

「ハルト。……わらわのアバターデータはどうなっておる？」

　チョビが、硬かたい表情でハルトに聞く。

　ハルトは、震ふるえる手でチョビのデータを参照した。

　――長い、コードが書かれている。だが、ＰＡＳＴＡ言語じゃない。

　法則性さえ分からない、未知の言語がそこにはある。

　ハルトは、続けてこの場にいる他のユーザーのアバターデータも参照していった。

　共通のコードが書かれているなら、コピー＆ペーストで、この空欄を埋うめることができる。

　だが、現実はそううまくいかなかった。

（一人ひとりが異なる文字列で、構成されている……）

　一人ひとりが持つ、固有の文字列。

　それこそが、魂たましいのデータだとしたら。

　それを、ソフィアたちは失ったのだとしたら。

　復旧できない。

　バグなら、簡単に取り除のぞけるのに。
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　世界なら、書き換えられるのに。

　元々そこに何が書かれていたのか分からないんじゃ、成すすべがない。完全にブラックボックスだ。

「……どうやら、死んだ者からは重要なコードがごっそり抜け落ちているようじゃな」

　少年に、チョビはためらう事なく告げた。

　――残酷だが、これが真実だとその顔が言っている。

　言葉を無くしたままのハルトの前で、少年はただ純じゆん粋すいにチョビに聞いた。

「重要な、コードって？」

「魂を構成するコードじゃ」

「……魂？」

　困こん惑わくした顔の少年に、ハルトはようやく重たい口を開いた。

「……ここの、死んだ人たちには外見データしか残っていないんだ。……殻からしか、データとして残ってない。つまり記き憶おく、感情、個別を認にん識しきするすべてが無くなってる。……多分、魂そのものが……データとして消失ロストしたんだ」

　魂が、コードとして文字情報になっている。ハルトの言葉に、ざわめきが広がった。

「じゃあ、ここはデータの世界なのか？　俺おれたちは、ＶＲの世界に入ったのか？」

「分からない……。でも、このアバターはＰＡＳＴＡ言語では復旧出来ない。情報が足りないし、書いても……多分復元できないと思う。この世界は、特有の言語で成り立っているから」

　ＰＡＳＴＡ言語に酷こく似じした、未知の言語。それを解き明かせば、生き返るかもしれないが――言語の解かい析せきなど、一いつ朝ちよう一いつ夕せきに、それも素人しろうとが出来る事ではない。

　あまりに途と方ほうも無い話だ。

　黙だまり込んだハルトに、他の人が声を上げる。

「元の世界に戻ったとは、考えられないのか？」

「元の世界……。そうだよ、俺、兄ちゃんと一いつ緒しよに住んでるから、元の世界に戻っていたらきっと兄ちゃんがログアウトさせに来てくれるよな！」

　これは、ゲームだ。ただのＶＲだと、信じて彼は目を輝かせる。

　現実に戻った人がいれば、ヘッドマウントディスプレイを外してくれるだけでいい。

　そうすれば元の世界に戻れるから、と。

　しかし、チョビはただ首を横に振った。

「ならばとっくに、そこの少年はログアウト出来ているはずじゃ。……それにこの世界には、ネットワークがない。ネットが切断された状じよう況きようで、わらわたちはここにおるのじゃ」

　チョビの指し摘てきは、もっともだった。

　彼のボイチェンが使えなくなっている。

　つまり、元の世界のパソコンにはすでにアクセス出来ていない状態なのに、このエリアは――人々は、変わらずここにいるのだ。

　どう考えても、『ログアウト』という概がい念ねんは存在しないし、データ上の世界だと実証出来ない。

　チョビのボイチェンが外れた時点で、明らかに彼らは、独立した全くの異世界にいる事になっているのだった。

「そんな……じゃあ兄ちゃんは生き返らないの？」

　少年の目に涙なみだが浮かび、データの消失したアバターの上に落ちる。

　――その問いかけは、ハルトこそしたかった。

　ソフィアにはもう会えないのか。

　彼かの女じよはもう、生き返らないのか。

　ヘヴンでいつもハルトを待っていたその寂さびしそうな姿が、彼女の曖あい昧まいな笑え顔がおが、浮かんでは消えていく。

　ネット上でしか会っていない相手だった。

　でも、確かにこの数ヶ月、最も顔を合わせていた相手ユーザーだった。

　失いたくない、友人だった。

　ここがもし言語によって成り立っている世界だったとしても、この感情は偽にせ物ものではなく、哀あい惜せきは本物だ。

　出来るか、分からない。

　でももしこの世界の言語を知る事が出来れば――彼女を構成していた『魂のデータ』を復旧させられたら。

　もし出来るなら――出来る可能性が僅わずかでもあるのだとしたら。

　ここで諦めるなんて、出来ない。

「俺が、言語を解き明かしてみせる」

　ハルトの呟つぶやきに、ミカが、チョビが、少年が息を呑んだ。

「言語を解き明かして……まさか、魂の復旧をするというのか!?」

「ああ。……生き返らせる可能性が僅かでもあるなら」

　ＰＡＳＴＡ言語ではない、異なる法則で構成された世界。

　だが元いた世界と違って《言語コード》で世界が成り立っているから、知識さえあれば全てが叶かなうかもしれない世界。

　たとえ不可能に近い挑ちよう戦せんだとしても。

　――《正解》がある分、元いた世界よりも不条理だとは感じないから。

「そうか……」

　チョビの声は、沈しずんでいた。彼は、それが不可能に近いと思っているのだろう。

　渋しぶい顔の二人に、少年はただ、固かた唾ずを呑んで立ち尽つくしていた。

　信じて、期待を持っていいのか――それとも諦め、絶望に落ちればいいのか。

　チョビは、ただ小さく息を吐いただけだった。

「……ならば、データがこれ以上破損しないよう、保存せねばならぬようだな。ほら、そこの数値を見るが良い。今もなお、アバターデータは破損を続けている」

　チョビの指差す先で、数値が変化している部分があった。

　おそらくこれこそが、アバターデータの耐たい久きゆう値ちなのだろう。

　この数字が減り続ければ、死体は腐くさって朽くちていくのだとハルトも悟さとった。

「……保存？　でも、この数値をずっと弄ってるわけには――」

「ふむ、そうじゃな。ならば氷のオブジェクトでも生成して死体が腐らぬよう安置しておくとするかのう。万が一ここの言語を解き明かせた日に、蘇そ生せい出来るように、な」

　チョビの言葉は、どこか冷ややかだった。そんな日は来ないと、言語を解き明かすなど容易ではないと、声こわ色いろで釘くぎを刺さす。

　それはハルトも分かっていた。

　だが、そこに僅かなりとも道筋があれば、手を伸のばしたかった。それは若さゆえの傲ごう慢まんさが引き起こすのかもしれない。だが、諦てい観かんに身を沈めるほど、彼はまだ世界を知らない。

　その時にわかに、城門のほうが騒さわがしくなった。

「なんだ？」

「まさか、まだワーグか……？」

　さっと、全員の顔に緊きん張ちようが走った。

　いつでもスクリプトを打てるようにウインドウを開きながら、ハルトたちは城門を向く。

　けれどそこにいたのは獰猛な獣ではなかった。

「ああ……なんてことだ。一夜にしてここに街が出来、使者様がいらしただなんて」

　入って来たのは、いかにも村人といった出で立ちの人々だった。

　くたびれたシャツにチョッキを着た男たちや、前まえ掛かけをつけたロングスカートの女たち。

　彼らは、ハルトたちヘヴンユーザーを見ると、一様に膝ひざを折って祈いのりを捧ささげた。

「西方の使者様。我らの住まうティルタルンへようこそいらっしゃいました」

「西方の使者様。どうぞ、我らをお救いください」

「……西方の使者？　なんのことじゃ？」

「あなた方は、西方の使者様でしょう？　魔ま法ほうを、使われるところを先程見ました。大地をせり上がらせ、悪あしき獣共を討うち滅ほろぼしておられた」

　尊敬の眼まな差ざしで、人々はハルトたちを見る。ミカは困惑した顔で、ハルトを見た。

「ハルト君、さっきの魔法だったの？」

「いや。ただ、エリアスクリプトを書き換えただけだけど。コードを入れれば、誰でも出来る」

　ほら、とミカに見せるようにハルトはスクリプトを走らせる。

　すると地面から石が飛び出してきて、村人たちは畏い怖ふの表情を浮かべた。

　そして、言ったのだった。

　どうかこの世に巣くう闇やみを討ち滅ぼし、このティルタルンの地を平和に導いて欲ほしいと。
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　カラン、カランと鐘かねの音がする。

「今や、地が水の中に溶とけ入りゆく徴しるしがある。水が火の中に、火が風の中に、風が識の中に溶け入りゆく……」

　ティルタルン人びとの僧そう侶りよが唱える言葉と共に、白い花が氷で作られた棺かん桶おけに撒まかれて行く。

　その棺桶に眠ねむるように横たわっているのは、ワーグに兄が食い殺され嘆なげいていた少年だった。

　――彼は、兄を救うと言って旅に出ていたはずだった。だが、スクリプト知識のないヘヴンユーザーは生き残れない。

　彼以外にも、この状況に耐たえきれず発はつ狂きようしたかのように街を出て、魔ま物ものに殺され死んだユーザーを何度も見てきた。

　死んだ人を弔とむらう方法を、知るヘヴンユーザーはいなかった。

　だから彼らは故郷ではない所で、見知らぬ風習で、埋まい葬そうされていく。

　もう何回目か分からない異国じみた葬そう式しきを遠巻きに眺ながめながら、ハルトはただそこに座すわっていた。




　――ハルトたちがティルタルンへやってきてから、ひと月が経たっていた。

　つまり、ソフィアが死んでからもひと月経ったという事だ。

　結論から言うと、あの後現実世界からの救いが来る事はなかった。

　通信もなく、誰かがヘッドマウントディスプレイを外されたという話もない。

　救いが来ない現実にヘヴンユーザーらは絶望し、そして認めざるを得なかった。

　これは仮想世界ではなく、ヘヴンのエリアに入っていた人々がそのまま異世界に転移・ヘヴン内のアバターを保有したまま転生したのであろう、と。

　つまり、この肉体のまま死ねば、本当に死ぬのだ。

　肉体は修復せず、魂は消え失うせる。

　その仮説に至った時、多くのユーザーがパニックになり、自や棄けになって死んだものだった。

　だが今ではもう、誰もがこの世界の法則を受け入れはじめていた。

　――こうして死体の保存だけでなく、葬式を行うようになったのもいつの事だったか。

「ああ、善よい人よ。この世界から外へ行くのは汝なんじひとりではないのだ。死は誰にでも起こる事である。この世の生に執しゆう着ちやくや希求を起こしてはならない。汝は輪りん廻ねし彷徨さまよい続けるよりほかはないのだ――」

　僧侶の言葉に、ひときわすすり泣きの声が大きくなった。

　参列者には人間離ばなれした獣じゆう人じん姿のアバターが多く、一見するとふざけているようだ。幼いケモミミの幼女からはおじさんの声が出てくるし、筋骨隆りゆう々りゆうなアバターからは少年のか細い声が聞こえてくる。

　だが棺桶の中の人はけして蘇よみがえらず、二度とこの世界で話す事は出来ない。

　蘇生のコードも、まだ分からない。

　だからハルトは、この世界の言語を必死に研究していた。

　ソフィアを、生き返らせる為ために。

　そうしてハルトは自然と、元の世界に帰る方法を探すユーザーたちと手を組むようになっていった。

　自分の家が、家族や恋こい人びとが、仕事や学校が、どうなっているのか。それすら分からないまま未知の世界で、家族に再会出来ず死にたくなかったから。

　帰る方法探し――通つう称しよう、エリア攻こう略りやく。

　毎日彼かれらと探たん索さくする中で、ハルトたちは幾いくつかの事実を知った。

　この世界には、自分たちＶＲを通して来た人以外にも大勢の人が暮らしている事。

　彼らはハルトらと同じように生命と自じ我がを持ち、生きている。つまりはただのＮＰＣなどではなく、ここはゲームではなさそうな事。

　しかしこの世界に暮らす人々にはコンソールウインドウが見えず、呪文スクリプトを操あやつってオブジェクトを出し入れするハルトらの事は魔ま法ほう使つかいのように見えているらしい事。

　この世界で使える呪文スクリプトは、ＰＡＳＴＡ言語と酷似した言語を基に成り立っている事。

　しかし、所々ＰＡＳＴＡ言語と法則が違ちがう事。

　だから使える呪文スクリプトを増やす為に、ヘヴンユーザーたちはこの世界を構成する言語の手がかりを探して旅をしていた。

　この世界の言語が分かれば、使える魔法が増える。身が守れる。帰れるかもしれない。死んだ人を、蘇生出来るかもしれない。

　そうした呪文スクリプトの書かれた石せき碑ひが、古代遺い跡せき――通称ダンジョンの奥おく深ふかくに隠かくされていると分かったのは、つい最近の事だ。

「ハルト！」

　その時、威い勢せいのよい女性の声がして、ハルトは物思いから覚めた。

　気がつけば葬式は終わっており、棺桶は街から運び出されていた。白い花が点々と石いし畳だたみに落ちている。

　参列者もすでにおらず、どうやら自分は随ずい分ぶん長いことこのベンチで考え込んでいたらしかった。

　顔を上げると、そこには腰こしに手を当てて不ふ機き嫌げんそうな顔をする金きん髪ぱつの少女の姿があった。

「なにぼーっとしてるのよ。これからダンジョンに行く約束だったでしょ」

　そう憤ふん然ぜんと言う彼女の名前は、アイリといった。

　ハルトらと同じくヘヴンユーザーとして、この世界に迷い込んだ被ひ害がい者しやの一人だ。

「ミカ君は？　今日もいないの？」

　髪かみを揺ゆらして顔を覗のぞき込んで来たアイリに、ハルトは距きよ離りの近さに少し気き後おくれしつつ頷いた。

　このアイリという女性は、少し変わったユーザーだった。

　歌うた姫ひめ、アイリ。

　この世界で彼女はそう呼ばれている。歌があまりにも上う手まく、そしてその歌によりパーティクルを発動させる《才能》を持っているからだ。

　本人は、スクリプトなど何も知らないという。だが、彼女が歌うとパーティクルが発動する。

　その歌はこの世界の魔物たちを打ち破り、倒す力を持っていた。

　それこそまるで、奇き跡せきのように。

　神がいるとしたならば、それが彼女の才能に惚ほれ込み、ハルトらも扱あつかえない魔法を彼女に与あたえたとしか思えなかった。

　そんな彼女の歌による魔法――通称『パーティクル・ライブ』はエリア攻略に欠かせない威い力りよくを持っており、元いた世界に返りたいと息巻く彼女がハルトら攻略組と行動するようになるのは、自然な事だった。

　しかし。

「ミカ君のこと、明日こそ連れてきてって昨日言ったじゃない！」

　アイリはミカを同じ女だと信じているのか、特にミカになついていた。

　そもそも、アイリが初めて会った元東京住まいの人間がおそらく、ミカとハルトだった。

　――初めて出会った時。

　アイリは一人別座標に飛ばされていたのか、ハルトらに出会うと「ようやくヘヴンユーザーに会えた」と言って、泣いた。

　そんな彼女を慰なぐさめたのがまさしくミカであり、しかしそのミカは今ここにいなかった。

　ミカは魔物が怖こわいらしく、一度戦いに連れて行ったら足が竦すくんで動けなくなったのだ。

「ハルトは、ミカ君の幼おさな馴な染じみなんでしょ」

　不満げなアイリの声に、ハルトはため息と共にベンチから立ち上がる。

「言っただろ？　ミカはあんまり運動が得意じゃないんだ」

「でもあの子のモデリング、最強じゃない。ミカ君にも攻略チームに入って貰もらえたら心強いのに」

「そこまで言うなら、アイリが説得してくれよ。今なら家にいるだろうしさ」

　ハルトたちが今拠きよ点てんとしている街で、ミカはオブジェクト生成を請うけ負おって生計を立てていた。持ち前の絵心を活いかして、BlendAR で３Ｄモデルの作成をしているのだ。

　BlendAR がこの世界でも使えたのは、幸いだった。

　３Ｄモデルの作成ができれば、何もない所から簡単にオブジェクトを作れる。それこそ、魔法のように。

　そんなミカがいれば、リュックに物を詰つめる必要がない。縄を、はしごを、その場で作り出せる。

　だから、ミカのような絵心のある３Ｄモデラーの協力は、攻略において必要不可欠だった。

　なのでアイリが攻略組に入って欲しいと願うのも分かったが、魔物に怯おびえるミカを引っ張り出すのはやはり気が進まなかった。

「私は何度も頼んでるけど断られてるじゃない。ハルトのほうが、ミカ君をその気にさせられるんじゃないの？」

「ミカは意外と頑がん固こなんだよ。多分俺より、アイリの頼みのほうが効く」

「だといいんだけど――」

「おお、ハルトではないか！」

　聞き覚えのある、のんびりとした男性ボイスに振り返ると、腰辺りの高さで手をふるロリケモっこがいた。

　バーチャル美少女受肉おじさん、チョビである。

「ああ、チョビか。どうしたんだ？」

「実はのう、わらわはこのイケットの街を出ようと思うのじゃ」

　イケットの街――異世界マーケットの略りやく称しようだ。

「……チョビさんも街から出て行っちゃうの？」

「まじか……」

　ついに来たのか、とハルトは思った。バ美肉勢――しかもボイチェンが取れた状態のおじさんたちは、プログラミングに詳くわしい人も多いのだが、その姿と声のギャップのせいでもがき苦しんで、我が慢まんできずこの街を出て行ゆく方え知れずになる人が多かった。

　おかげで千人以上いたヘヴンユーザーも、今やこの街には三百人ほどしか残っていない。

「でも、ここを出てどこへ行くんだ？」

「……実はな、わらわのようにボイチェンが取れたバ美肉おじさん村があると、小耳に挟はさんだのじゃ」

（ボイチェンが取れたバ美肉おじさん村……）

　地じ獄ごくを煮に込こんだような名前だ。

「どうにもそこでは、わらわの使っているこのアバターを改変した外見の者も多いようでな。きっと気が合うと思ったのじゃ」

「アバター？　改変？」

　分からないと首を傾かしげたアイリに、チョビは自分の耳を小さな手でちょいちょいと触さわった。

「ああ、わらわのアバターは、十年前に販はん売ばいされてたアバターを自分の手で改変したものなのじゃ。それはもう、わらわ好みのケモミミっこにするべく寝る間も惜しんで勉強してのう……」

（十年前か……）

　その頃ころはさすがのハルトも、ＶＲはやってない。ハルトが物心つく頃にはＡＲが主流だったから、ＶＲに触れる機会がなかったのだ。

（しかしチョビが攻略組から抜けるとなると、マズイな……）

　ハルトは、自分と同じぐらいスクリプトを組める相手を、チョビ以外に知らなかった。だから彼がいなくなるとまた、攻略は厳しくなるだろう。

　アイリも同じ事を考えているのか、彼女の表情は渋かった。

　不安そうな顔をして、アイリがチョビの前にしゃがみ込む。

「チョビさん。その村ってどこにあるの？」

「うむ、確かあの山脈の上の方にあるらしくて」

「山の上!?　じゃあもう、帰って来てくれないの？」

　帰って来てくれないの――攻略に戻もどらないのか、とアイリが聞く。チョビは、静かに微笑ほほえんだ。

「そうじゃの。……確かにわらわは、元の世界に帰りたいと思っておったよ。友人も心配しておるだろうし、せっかくあの時一緒のエリアにいたのに、ここに来られなかったお砂糖関係の友人もおるしの」

　お砂糖関係。それは古いにしえのネットスラングで、おじさんの百ゆ合り関係――ネット上での恋人のようなものだ。

　それよりも、気になる言葉を聞いてハルトは目を瞬しばたたかせた。

「え。あの時一緒にいたのに、来てない人がいるのか？」

「うむ。手を繋つないでおったのに、ここへ来られたのはわらわだけだった。……どうしておるかの」

　切なげにチョビが俯うつむいて、それでもと首を横に振った。

「じゃが、もうひと月も経ったのじゃ。きっとあやつも新しい人を見つけて、よろしくやっておるじゃろう。それを見るのも、怖くてな。何よりこの愛くるしい姿のまま生きていくのも、良いのではと思ってのう」

　チョビが、ふわっふわのしっぽを短い手で一いつ生しよう懸けん命めい抱だき寄せて、耳をピコピコと動かす。おじさんであることを忘れれば、なんとも愛らしい姿だ。

「なんと言っても、このぷりちーな身体からだならば、何をしても許されるからのう。現実とは大おお違ちがいじゃ。ま、声に驚おどろかれる事はあるが。それでも、そんなの一いつ瞬しゆんだ。すぐにチョビは、そういう声なのだと皆みな納なつ得とくしてくれるのじゃ。天国じゃ～」

　まあ、確かにそう思う人たちの気持ちも分かる。

　初めて話した時は混乱したものだったが、段々とそのミスマッチさに慣れていくというか――逆にそれが魅み力りよくだと思えてくるようになるのだ。

「この世界で生きていくのは確かに大変じゃ。だが、元の世界よりもずっと過ごしやすい。何なん歳さいになっても独身だと詰なじる親しん戚せきもおらぬしのぅ……」

　遠い目をして空を見上げるチョビは、その愛くるしい姿とは裏腹に、ハルトの倍生きているのだと思わせるような貫かん禄ろくがあった。

　ハルトよりも多くの現実を見、そしてこの仮想世界を選んだというのがよく分かる。分かるから、ハルトは少し落ち着かなくなった。

（そうか……。帰らなければ確かに、現実から逃にげられるんだ）

　それは、初めて浮うかんだ危険な考えだった。

　攻略するのは、ソフィアを救いたいから。そして巻き込んだミカを、元の世界に戻す責務があると思っていたからだ。

　帰りたいかどうか、きちんと考えた事がなかった。

　確かに、両親や友人も心配しているだろうし、帰りたい気持ちもある。

　――あるはずだったのだが。

「だからな、すまぬが攻略から抜ける。わらわは、この新天地での理想郷を目指して旅をするのじゃ」

「そっか……。なら止めはしないよ。今までありがとな、チョビ」

「ハルト君！　いいの？」

「いいもなにも、チョビが決める事だろ？」

「すまぬな、アイリ。お主の歌が聞けなくなる事だけが残念じゃ」

　眉まゆ尻じりを下げながらも、チョビは笑っていた。困ったように笑う彼の姿に、アイリも、諦めたようだった。

「そうよね、他人に強制なんてできないもの。でも、別にもう二度と会えないわけじゃないよね」

「おお、勿もち論ろんじゃ。きっとまた、会えるはずじゃ。それこそポータルの実績でも解除されればのう」

「確かに、ポータルが使えるようになればいいのか……」

「ポータル？」

「ああ、任意の場所へテレポートする為の機能だよ」

　知らないらしいアイリに、ハルトはざっくりと説明した。

　かつてヘヴンには『ポータル』というものがあった。フレンドリストの友人を選んで、そこへ飛んだり、または呼んだり出来たものだ。今はその機能も、ログアウトと同じく消失してはいるが。

　だが、新たな呪文スクリプトを手に入れればいつか、ポータルを出現させる方法が分かるかもしれない。

　そうすれば遠くにいるヘヴンユーザーらとも気軽に意見交こう換かんが出来るようになるのだ。

「そんな便利なものがあったのね……」

「というかヘヴンに入っててなんで知らないんだ」

「し、仕方ないでしょ！　私は、仕事でたまたま入っただけだし――」

「仕事？」

　アイリの見た目は、ハルトやミカと同年代のように見える。つまりまだ、高校生か大学生ぐらいにしか見えない。

　けれどこれも多分、アバターの姿だ。その上仕事っていう事は――。

「まさか、アイリって年上……」

「そんなわけないでしょ！　浪ろう人にん生せいのあんたより下よ！」

　――ミカめ、喋しやべったな。いきなり古傷をえぐられて、ハルトは密ひそかに凹へこんだ。チョビではないが、確かにここにいれば浪人生だった自分を忘れられる。その考えは、危険だが甘あまい誘ゆう惑わくだ。

「仕事ってのは……父の手伝いみたいなものっていうか――色々あったの。でももう今は関係ないわ。帰らなきゃ、何も」

「……そうだな」

　現実世界での出来事はすべて、帰らなければ関係ない。かといって完全に忘れて生きる事はまだ出来ない。たとえ待っているのが辛つらい現実だとしても、あちらが自分の居場所のはずなのだから。

「ふむ。ハルトは知らぬのか」

「……何をだ？」

「いやいや、なんでもない」

　一瞬、アイリが不ふ穏おんな表情を浮かべたような気がしたけれど、気の所為せいのようだった。チョビとアイリが今は、にこにこ笑い合っている。でも何だか、見ていて不安になるような笑顔だ。

「ま、そんなわけでのう。わらわはもう行くとするよ。行程は長い。早く行かねば、次の街へ辿たどり着かんからの」

「ああ、引き止めて悪かったな。……チョビ、死ぬなよ」

「うむ。ハルトもアイリもな。達たつ者しやでな～」

　チョビの小さな身体では、手をふると全身が揺れてしまうのかしっぽがゆらゆらと動く。実に魅み惑わく的てきなしっぽだ。

　このイケットの街では、チョビのその愛らしい仕草に密かなファンが付いていたものだったが。きっと彼らも、チョビが旅立ったと知れば悲しむだろう。

　チョビが、一いつ生しよう懸けん命めいにチョコチョコと歩きながら門をくぐって街を出ていく。

　遠く、草原へと消えていくその後ろ姿を見送ると、アイリは小さくため息をついた。

「チョビさんが抜けたらますます厳しくなるし、やっぱりミカ君に入って貰わなきゃ。ほら、ハルト行くわよ」

　アイリが、ハルトの返事も待たずに歩き始める。

　金髪の髪を揺らしながら背筋を伸ばして歩くその姿は、実に頼たのもしい。

　やっぱり実は年上なんじゃないか、なんて思いながら、ハルトはその後に続いた。




　ミカが住んでいるのは、ハルトやアイリも暮らしている宿屋の一室だった。ヘヴンユーザーは、異世界マーケットのエリア内にある宿屋に集まって暮らしているのだ。何な故ぜか一部のユーザーからは宿屋ではなく『ファンタジー集会場』と呼ばれているが。

　しかしファンタジーとわざわざつけなくても、この世界そのものファンタジーだ。

　一階の食堂の横にある階段を上り、二階へ向かう。ミカの部屋は、この廊ろう下かの一番奥おくだ。

「おーい。ミカ、いるかー？」

　扉とびら越ごしに声をかけると、部屋の中からは慌あわてるような物音が聞こえてきた。

「ハ、ハルト君？　どうしたの？」

「アイリが話があるって言うんだ。入るぞ」

「わーっ、ハルト君、待って！」

　扉を開いて、そのままハルトは固まった。

　そこには、着き替がえ中のミカが――いやミカによく似た女が、いたのだ。

　着る途と中ちゆうのワンピースをぎゅっと抱だきしめて前を隠してはいるが、隙すき間まから見える骨格は明らかに女だった。

　ささやかながらに膨ふくらんだ胸の丸みや、男が持ち得ない丸みを帯びた肩かたに、ハルトはただただ言葉を失う。

　しかも、下着まで男物じゃない。レースのついたブラジャーとパンツだ。

　どういう事だ。ミカは、男じゃなかったのか。子供の頃何度も裸はだかを見ているはずだ。現実世界で、ミカは確かに男だったはずなのに。

　まさか、ここにいるのはミカじゃないのか？

　――でも、顔はミカだ。

　ミカの顔を見上げると、彼は顔を真っ赤に染めて涙を浮かべた目でふるふると震ふるえていた。完全に、女子だ。マズイ事をしたとハルトは青ざめる。

　しかしどうすべきか分からず立ち尽くしていると、背後からすごい勢いで衝しよう撃げきが訪おとずれた。

「ハルトのバカ！」

　思い切り殴なぐられて、つんのめる。ハルトを殴ったのは、まさかのアイリの方だった。

「女の子の着替え覗いて何やってんのよ！」

「いや待てアイリ誤解だ、ミカは男だったんだよ以前は！」

「でも今はどう見ても女の子じゃない！」

「というかどういう事なんだミカ、お前いつの間に――」

「いいからちょっと部屋出ててー！」

　半泣きの顔になったミカと、怒おこった顔のアイリの二人にハルトは部屋を追い出される。

　そして無情にも、目の前で扉は閉められたのだった。




「えーと。ミカ、念ねんの為ため確かく認にんするが……お前、前は男だった……よな？」

　ミカの着替えが終わったあと。

　恐おそる恐るハルトが聞くと、ミカは顔を真っ赤にしてうつむいた。

「おっ、女の子だよ！　僕ぼく！」

「いや男だろ!?　子供の頃はよく一緒にプールに行ったじゃないか！」

「アイリちゃんの前で言わないでよ！」

「そうよハルト、デリカシーないじゃない」

「いやちょっと待てアイリ。お前はミカの事、どっちだと思ってたんだ？」

「そりゃ、会った時から女の子だと思ってたに決まってるじゃない。男だなんて言ってるのはハルトくらいよ」

「じゃあなんで、ミカの事君付けで呼んでたんだよ」

「ミカ君がそう呼んで欲しいって言うからよ」

　やっぱり、アイリはミカを女だと思っていたらしかった。

　でもミカは、男だ、

　子供の頃、一緒に風ふ呂ろに入った事があるから間ま違ちがいない。

　あの頃は確かに、付くものは付いていたし、胸むな板いただってぺったんこだった。

　でも今目の前にいるのは――。

　ふと、ハルトはミカの静かな表情を思い出した。初めてアストラルＨＭＤを買った日の、凪ないだようなミカの眼差しを。

　男だったはずのミカが、女の肉体になっている。それはつまり、チョビと同じように――。

「まさか、お前……女の身体のアバターで、ＶＲに入ったのか？」




　――そっか。分かった。大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと今の肉体に身長を合わせるよ。




　あの時ミカは、妙みように落ち着いた、覚かく悟ごを決めたような顔をしていた。

　でもハルトは『現実の肉体となるべく近づけたほうがいい』と忠告していた。だからまさか違う性別のアバターを作る事はないだろうと思っていたのだが――。

「ミカ。お前、女のアバターで入ったんだな」

　だから、この異世界に飛ばされた今、ミカは女になった。

　アバターの姿がそのまま本物の肉体になる世界だから。

　この異世界に飛ばされたと同時に、ミカは女に性せい転てん換かんしていたのだ。

　ハルトが真まっ直すぐにミカを見ると、彼は、いや彼女は唇くちびるを固く結んだままじっと黙だまり、それからしばらくして小さく頷うなずいた。

「そうだよ。ごめん、今まで黙ってて」

「え？　本当に？　ハルトが男だって勘かん違ちがいしてたんじゃなくて？　気を使ってるんじゃないの？」

　混乱した様子のアイリに、ミカは弱々しく微笑んだ。

「ううん、本当なんだ。ごめんね、アイリちゃん。黙ってて。僕、この事を誰だれに、どう伝えたらいいのか分からなくて……それに、アイリちゃんに嫌きらわれたくなかったから。嘘うそついてたんだ」

　小さくなめらかな手でぎゅっとスカートを握にぎり、ミカが瞳ひとみに涙なみだをためてアイリを見る。

「でもアイリちゃん、誤解しないで欲しいんだ。僕、悪い事をしようとして、黙ってたわけじゃない。女の子扱いして貰えるのが嬉うれしくて、男だって思われたくなくて――本物の女の子になりたくて、ずっと黙ってたんだ。……ごめんなさい」

「ミカ君……」

「ごめんなさい、本当に。……嫌われても、仕方ないよね」

　ミカの目から、大おお粒つぶの涙が零こぼれ落ちる。そんな彼に、アイリは寄り添そって首を横に振ふった。

「別に私は、気にならないわ。私が好きで友達になりたいって思ったのは、ミカ君だもの。それに今は、女の子なんでしょ？」

「うん」

　眉尻を下げて、ミカは控ひかえめに頷く。それから、ハルトの方を見上げた。

「ハルト君も、ごめんね。今まで黙ってて」

「いや、それはいいんだけど……。急に性別変わって、大丈夫か？」

　突とつ然ぜん変わって戸と惑まどっただろうに、ミカは一度もそんな素そ振ぶりを見せなかった。苦労はなかったのかとハルトが問えば、ミカは困ったように笑った。

「ハルト君は相変わらず優やさしいね。こんな時でも、心配してくれる」

　長いまつげを伏ふせて、ミカは慈いつくしむように自分の指先を反対側の手でそっとなぞった。自分の肉体が女性になった事を、改めて確かめるように。

「……僕ね。本当は女の子になりたくてアストラルＨＭＤを買ったんだ」

「そうだったのか？」

「うん。僕、ずっと……ずっと、女の子になりたかったから」

　深く噛かみしめるような、声だった。

「ほら、ハルト君。僕、子供の頃よく男の子たちに苛いじめられてたの覚えてる？　ハルト君に守って貰ってたよね。あれも全部『女みたいで気持ち悪い』って苛められてたんだ」

　確かに、そうだった。

　子供の頃ミカは同級生の男らによく公園で苛められていて、だから年上で隣となりの家に住むハルトはミカの面めん倒どうをよく見ていたのだ。

「でも、あの頃から本当に女の子になりたかったんだもん。だからハンカチだってレースのものが欲しかったし、髪の毛だって短くしたくなかった。それでお母さんをよく困らせてたんだ。……気持ち悪い、って言われても仕方ないよね」

　だから、とミカはスカートの裾すそをぎゅっと握る。

「せめて、ＶＲの中だけでも本当の女の子になりたかった。だから女の子のアバターで入ったんだ。まさかそれで、本当に女の子になっちゃうだなんて思ってもなかったけれどね」

　へへ、と照れくさそうにミカが笑う。その顔は、無理しているようには見えない。うっかり女の子になったけれど、それは本意だと伝わってくるような表情だ。

「後こう悔かいは、ないんだな？」

「うん。むしろ、すごく幸せだよ。それだけは本当」

　晴れやかに、にっこりと微笑んでミカは言う。

「僕はたしかに、男の子として生まれた。でも、女の子として生きたいとずっと思ってた。それが、この世界では出来るんだよハルト君」

（……そうだったのか）

　幼馴染の意外な一面を知り、ハルトは驚くと同時に腑ふに落ちるのを感じた。

　だから、いくら誘さそっても攻略組に入らなかったのか。

　ミカにとっては、男の肉体でいた元の世界よりも、今のほうがいいから。

　ここが、理想郷だから。

　だからきっと、帰るつもりなんてないのだ。

（でも、ミカが、もし帰りたくないって言ったら――）

　――自分は、どうなのだろう？

　巻き込んだミカを戻さなければと思っていた。その理由が急にぽっかりと消え失せ、自分の感情が分からなくなる。

　はたして、本当に帰りたいと思っているのだろうか。

　今まで、選んだ事がなかったから分からなかった。

　ただ蘇そ生せいしたいという気持ちだけで、がむしゃらに攻略をしていた。

　周囲にいる人たちはずっと、帰るのは当たり前だと言っていたから。

　だからハルトも、ソフィアを生き返らせられたらみんなで帰るのだろうと思っていた。

　たとえ浪人生という辛い身分が待ち受けていたとしても、あそこが本来の居場所だと思い込んでいたから。

　選せん択たくの自由すら、考えた事がなかったのだ。

　だって元いた世界には、自分の家が、友人が、家族がある。

　それらを捨て去りここに留とどまりたいとまでは、まだ思えない。その覚悟が、ハルトにはない。今は、まだ。

「アイリちゃん。こんな僕でもまた、友達になってくれる？」

「もちろんだよ！　これからは女の子同士、もっと仲良くしよ」

「うん！」

「じゃあこれからは改めてよろしくね。ミカ君」

「よろしくお願いします、アイリちゃん」

　アイリとミカが、嬉しそうに二人で笑い合う。

　けれどもハルトはただ一人、自分がどう思っているのか考えていた。




「あーあ。結局ミカ君を口説くの、失敗しちゃった」

　ミカと別れたあと、ダンジョンに行く為に草原を歩きながらアイリは何度もため息をついていた。草花を揺らす風が、アイリの髪を巻き上げていく。

「戻ったら男になるんだ。そりゃ帰りたくないだろ」

「そうだけど……。でも、自分の部屋に帰りたいって思わないのかしら。家族だっているし」

　それは、ハルトも気にかかっていた。ミカの両親をハルトは知っているが、良い人たちだ。ミカを大切に育てていたし、ミカも本心では両親に会いたいと思っているだろう。

　けれどきっと、ミカにとってはそれを上回るほどの魅力なのだ。今までいた世界ではけっして叶かなえられない、性転換という名の魔ま法ほうは。

「私は、あっちでの私を無くしたくない。これからだったもの」

　遠い眼まな差ざしでアイリが囁ささやく。かつての自分を取り戻したいと、顔には書いてあった。

　その時、アイリが小さく「あ」と声を上げる。

　彼かの女じよの視線の先を見ると、前方に荷車が停とまっているのが見えた。

「あっ見ておとっつぁん！　使者様がいらしたよ！」

　荷車の横にいる少年が、ハルトらを見て手を振る。その側そばには、馬の足元にしゃがんでいる男性の姿があった。

　服装から見るに、おそらくこのティルタルンで暮らす人たち――つまりは、魔法が使えない人のようだった。

　困った顔をしていた男性が、歩いてくるハルトらを見てぱっと表情を明るくする。

「何かあったんですか？」

　ハルトとアイリが声をかけると、男性は荷車を牽ひく馬へと視線をやった。

「使者様。すみません、実はうちの馬の馬ば蹄ていが壊こわれちまいまして、見てはもらえませんか？」

　彼らがハルトを頼たよるのにはわけがあった。

　ティルタルンの人々は魔法が使えないため、何か物を直す時も自分の手で修理する以外の方法を持たないからだ。現実世界でのハルトたちがそうだったように。

　だが、コンソールウインドウで世界に干かん渉しようできるハルトらは違う。指先一つで、物を直してしまえる。

　だからこうして困った時は、必ずハルトらヘヴンユーザー――使者を、頼ってくるのだ。

「ちょっと見せてもらえるか？」

　しゃがんで、ハルトは壊れたという馬蹄を拾い上げる。

　手元にある馬蹄は、綺き麗れいにぱっくりと半分に割れていた。

（これぐらいならまあ、メッシュの差し替かえでなんとかなるか）

　壊れた馬蹄のソースコードを展開し、同時に壊れていない方の馬蹄のソースコードを参照する。

　そして同じ構造になるように、壊れていない馬蹄のコードをコピー＆ペーストして、ハルトは壊れた方の馬蹄のデータを書き換かえた。

　すると割れていた馬蹄が薄うすく輝かがやき、一瞬で割れていない馬蹄と同じ姿になる。

「おお……使者様の奇跡だ……」

「ありがとうございます、西方の使者様」

　魔法のように一瞬で直った馬蹄に、親子が感激の眼差しを向ける。

（あんま、大したことはしてないんだけどな……）

　別に新しくオブジェクトを生成したわけではない。質量と素材は壊れたものを使い、形状を書き換えただけだ。

　ＰＡＳＴＡ言語に精通していれば、誰にでもできる事。

　だが、彼らにはけして出来ない事だ。奇跡のように思うのも、当然だった。

「本当にありがとうございます、使者様。どうか、こちらを」

　親子は、ささやかな謝礼として銅貨と、荷車に載せていたりんごをハルトらに渡わたした。

　遠ざかっていく荷車を見送って、修理が終わった事にほっとして先に進もうとハルトはアイリを振り返る。

　何故か、そこにあったのは感動の眼差しだった。

「すごい……ハルト、よくあんな風にできるね。本物の魔法みたい……」

「いや、アイリもやろうと思えば出来るだろ」

　前に何度か、コンソールウインドウの弄いじり方をアイリにも教えたはずだった。だがいまいち分からないらしく、アイリは首を横に振った。

「私、スクリプトとかうどん？　とかよく分からないし……」

「いや、ＵＤＯＮじゃなくて、ＰＡＳＴＡな」

「……どっちでもいいじゃない」

「結構違ちがうんだよ」

　――なんて言いながら、ハルトとアイリは再び歩き始める。

　確かに趣しゆ味みで子供の頃からコードを書き続けて来たハルトは、ＰＡＳＴＡ言語にそれなりに精通していた。だがハルトは、自分と同じぐらい魔法を扱える人は大勢いると思っていた。チョビもそうだし、ヘヴンには同じレベルの人がごろごろいる。

（それに、俺おれは３Ｄモデルは苦手だしな……）

　あれは、絵心がなければ出来ないことだ。だからハルトは素す直なおに３Ｄモデラーのミカを尊敬していたし、スクリプトを打たずとも歌うだけで魔法が使えるアイリの方がよっぽど凄すごいと思っていた。

　だから素直に称しよう賛さんを受け止められなくて、何となく照れくさい気持ちのまま貰ったりんごを齧かじる。

「ん、うまいなこれ」

　もぐもぐと咀そ嚼しやくするハルトに、アイリは何故か目を丸くした。

「ナイフで切らないで食べるの？」

「それが、この世界での食べ方だろ？」

「家に帰ってから食べればいいのに」

「少しでも新しん鮮せんなほうがうまいだろ？」

　のんびりと歩きながら、ハルトはりんごを食べていく。草原を吹ふき抜ぬける風は心ここ地ちよく、ただただ気持ちよかった。

　これから向かうのは、まだ行ったことのないダンジョンだった。ダンジョンの奥おく深ふかくには大たい抵てい、呪文スクリプトを記した石せき碑ひがあった。

　ハルトは、言語を解き明かす為ために一つでも多く呪文スクリプトを知りたい。――だから、死ぬかもしれないリスクを背負ってでも街を出てダンジョン攻こう略りやくをする。

　ただ、死んだ人を生き返らせる為に。

　その目的を達成した先にある目標を、定めることが出来ないまま。

　――自分は、帰りたいのだろうか。

　もう一度、先さき程ほどの問いを思い浮かべてハルトは空を見上げた。

　帰りたい、とは思う。

　でも、アイリほどの切実さはまだない。

　隣を見ると、アイリもまたりんごに齧りつく事に決めたらしかった。ハルトよりも小さな口で、少しずつりんごを咀嚼している。

「そういえば前から気になってたんだけど、ハルトって現実世界でもそんな顔だったの？」

「そんな顔って？」

「いや、チョビさんみたいに作ったアバターなのかなーって」

「いや、同じだよ。３Ｄスキャンしてるからな。アイリは？」

「私も同じ。スタジオで３Ｄスキャンされたから」

「へえ、スタジオなんか使ったのか。そりゃすごいな」

「ハルトって……」

　何故かアイリは、馬鹿にする目つきでハルトを見た。

「なんだよその顔は」

「本当に、友達いなかったんだなって思って」

「どういう意味だよ」

　確かにハルトには、友人が少なかったかもしれない。高校時代は一人でゲームを作るのが好きだったし、入っていたｘＲ研究会に同級生はおらず、付き合うのは先せん輩ぱいばかりだった。しかしその年上の先輩らも一応、友人にカウント出来るはずだが。

　ハルトが反論しようとしたその時、アイリは食べ終えたりんごの芯しんをぽんと放り投げて踊おどるように走り出した。

　そして、唐とう突とつに歌い出した。

　あまりにも急で、一瞬何が起きたのか分からずハルトは呆ほうけてしまう。

　周りに、魔ま物ものの姿はない。それなのになんで――。

　しかしその戸惑いは、すぐに驚きへと変わっていった。目の前で歌うアイリがあまりに、楽しげだったからだ。

　うっすらと笑えみを浮かべながら、スキップをしてアイリは伸のびやかに歌っていく。それは戦せん闘とう時じの緊きん迫ぱくした、凛りんとした歌声とはまるで違う。聞いている人の心が弾はずむような、気分が沸わき立つ歌声だ。

　アイリの歌声に呼応して、周囲から粒りゆう子しが集まってくる。

　蛍ほたるのような、雪のような、その白い光を纏まとって歌うアイリの姿は幻げん想そう的てきで、ハルトは思わず見とれた。

　ハルトが歌っても、同じようにはならない。多少魔法らしい景色の変化はあるが、この世界に影えい響きようを及およぼすほどではない。

　おそらく《魂たましいのこもった歌》でしか発生しない何かがあるのだ。――これもまた、未知の領域だ。

　だがそれが、アイリが使える魔法だった。

　他の誰の歌よりも凄い、特別な歌のパーティクル。さながら神に祝福されているかのようだ。

　よく聞くと、歌詞は日本語だった。戦闘時は効果が増えないかとＰＡＳＴＡ言語を使った歌詞で歌うことが多い為、かえって聞き慣れない異国の歌のようにも聞こえる。

　しかしこの歌、どこかで聞いた事があるような――。

「あれ？」

　ふっと、秋葉原駅前の街頭の景色が脳のう裏りに蘇よみがえった。ミカの買い物に付き合った時だ。

　あの日確か、街頭ニュースでは『新しん進しん気き鋭えいの歌手 AILI が行ゆく方え不明になった』と言っていた。そこでこの歌が、ＢＧＭで流れていたような気が――。

「あれ？　まさか歌手の AILI って……」
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「バカ、今気づいたの？」

　歌うのを止やめて、アイリが振り返る。呆あきれた表情が浮かんでいた。

　ふわりと風に揺ゆれた日本人離ばなれした金きん髪ぱつから、歌手 AILI はハーフだと報じられていた事を思い出す。

「ミカ君やチョビさんは、会った時に気づいたのに」

「は？　そうなのか？」

「だって私、ヘヴン内でＰＶ撮とってた時にこっち来ちゃったから、ちょうどジャケット写真と同じ服着てたもの」

　アイリが今着ている服は、この世界に合うようにとミカが仕立てたものだが、初めて会った時は大人びたロング丈の黒いワンピースを着ていた。確かにそれは、ニュースで流れていた AILI のジャケット写真と同じものだった。

「まあ、行方不明になって一年も経たってれば、あんたみたいに鈍にぶい人には忘れられても仕方ないのかもしれないけど――」

「一年？　何言ってるんだよ、お前が行方不明になったのは、俺たちがここに来る前日の事だろ？　ニュースでも前日の夜から行方が分からなくなってる、って言ってたし」

　ニュースでは前日のＰＶ撮さつ影えい中には連れん絡らくが出来ていた、と報じられていたはずだ。

　しかし撮影中、突然 AILI は消えた。はじめスタッフたちはただ回線が落ちたのだろうと思っていたが、そこから連絡がつかなくなり、AILI が一人暮らしをしているマンションからその姿はこつ然と消えてしまっていた、と。

　他には何を言っていただろう。こんな事なら真面目にニュースを聞けば良かったとハルトが考えていると、アイリは愕がく然ぜんと目を見開いて、ハルトに突つっかかってきた。

「一晩？　そんなわけないじゃない！　私、一年近くここに一人でいたわ」

「一年近く？　でも、俺たちが来てからまだ一ヶ月程度じゃないか」

「ハルトたちが来てからはね。でも私、あなたたちよりもずっと前からこの世界にいたの」

　アイリは、ＰＶ撮影の為にヘヴンに接続し、そしてそのままこの世界へ飛ばされたのだと語った。ウサギの穴に落ちるように、クローゼットの奥をくぐって行くように。

　瞬まばたきの間にこの世界へと辿り着き、そして戻もどれなくなったと語った。

「たまたま出会った子は親切だったし、私が歌うと奇き跡せきが起きると思い込んでいたから、居候いそうろうとして住まわせてくれていたわ。でもある日、西方からまた使者が来たって言うから、慌ててこの『イケットの街』に来たのよ」

　それで東京の話をするハルトらに出会い、今に至ると言う。

　アイリと出会ったのは、ハルトらがこの世界に来てから五日ほど経った頃ころだった。

　だからハルトは、アイリがハルトらに会い泣いたのは、一人だけ別座標に飛ばされ心細かったからだろうと思っていた。だが――。

「一年も、この世界で過ごしていたのか……」

「そうよ。といっても匿かくまってくれてた子の家から出なかったから、ほとんどこの世界の事は知らないけれどね」

「その匿ってくれた子ってのは、誰なんだ？」

「……フォーンの、タムナスさん」

「は？」

　何の呪文スクリプトかとハルトが固まると、アイリは呆れた顔をする。

「ナルニア国物語、読んだことないの？」

「悪いが、指輪物語派だ」

「いや、派は閥ばつとか知らないけど」

　とにかく、とアイリは咳せき払ばらいをする。

「そのナルニア国物語の中に出てくるような、人の言葉を話す半はん獣じゆう人じん？　みたいな人が助けてくれたの」

「半獣人……」

　つい、チョビの顔が脳裏に浮うかんだ。ヘヴンユーザーにはケモミミアバターが人気だ。

「それは、ヘヴンユーザーの獣じゆう人じんアバターじゃないのか？」

「でも、私たちの世界を知らなかったわ。私が帰りたいって泣いても、オロオロしてただけだった。そもそも言葉が喋れないみたいだったし」

「言葉が喋れない……？」

「森の奥に、隠かくれて住んでるような獣人だったの。人間に見つかりたくない様子だったわ。だからはじめは私にも怯おびえてたんだけど、私に行く宛あてがないってわかってからは面倒を見てくれたの。それで、身み振ぶり手て振ぶりで私にこの世界の事を伝えようとしてくれてたわ」

　そこでアイリはここが地球ではなく、異世界であると知ったという。そして、異世界から来た自分たちのような人間は西方の使者と呼ばれているという事も。

「その家で日にちをきちんと数えてたから、私がここに一年いたのは間違いないんだけど……。ニュースでは、私が行方不明になっていたのは一晩程度だって言っていたのね？」

「ああ、間違いない」

　顔を見合わせて、ハルトとアイリは同じ結論に至る。

「じゃあここでの一年は、現実での一晩程度ってこと……？」

　確証はまだ持てない。けれど、もしその憶おく測そくがあたっていれば、ハルトらがこの世界で一ヶ月過ごしている間、現実世界ではまだ数時間しか経っていないのだ。アイリの目が、一いち縷るの望みに縋すがるように揺れる。

「なら、まだ間に合うのかもしれないのね。今帰れば――すぐに帰れば」

　唇を噛んで、アイリが前を見み据すえる。その瞳は、切望と、焦あせりのような色を湛たたえていた。

　けれどそれを振り切るように首を振ると、アイリは笑った。

「さあ行くわよ、ハルト。私たちが元の世界に帰る為に」

　いつもの、力強いその目には怯えが宿っていた。

　早く帰らなければ取り返しのつかない事になると、その眼差しが訴うつたえている。

　彼女が、どうしてこんなに急いで帰りたいと願うのかは分からない。

　だがその手伝いが出来たらいいと、ハルトは再びダンジョンへの道のりを歩き始めたのだった。










／０







　――鼻に付く吐と瀉しや物ぶつの匂においがする。

　ゴロゴロと遠えん雷らいが聞こえる中、男は薄うす汚よごれたマントを掻かき寄せてその洞どう窟くつで身体からだを縮こまらせていた。

　冷たい風がさぁと吹き込み、瞼まぶたの奥に暖かな家を想おもう。何故、自分がここにいなくてはならないのか、何故このように身体が痛み、息が苦しいのかまるで分からなかった。

　全身が炙あぶられるように熱く、歯の根が合わなくなるほど身体が震えていた。身体の節々が軋きしみ、まるで力が入らない。

　現実世界で全て思いどおりになっていたはずの男は、スクリプトこそが力の世界において無力だった。糧かてを得る能力もなく、他人に助けを求めようにも傲ごう慢まんな性格が仇あだなした。

　他者を人として扱あつかわない男に手を差し伸べる者がいるはずもなく、男は当て所ど無く彷徨さまよった。

　雨風を避よけようと入った洞窟で足を滑すべらせ、川に落ちたのはもう何日前のことか。

　気絶している間に流されたのだろう、元の場所へ帰る道も分からず男はそこに横たわっていた。

　もう何日も食料を口にしていなかった。

　吹きさらしの風に全身の血が凍こおっていくようだった。雨が地面を叩たたく音がまばらに聞こえ、次し第だいに雨音は強まっていく。

　このような惨みじめさは、生まれてからついぞ感じたことはなかった。

　優しく理解のある両親に、裕ゆう福ふくな家庭。望む物は好きなだけ手に入った。

　だからあの日、気まぐれにアストラルＨＭＤを買い求めたのだ。

　贅ぜいを尽つくした部屋でスナック菓が子しを食べながら、油に汚よごれた指で被かぶったアレは、地じ獄ごくへの門だった。

　震える手で顔を覆おおうと、黒く不ふ吉きつな斑はん点てんが指先に落ちているのが見えた。

　死神が忍しのび寄る気配がする。身体に力は入らず、声を出す力すら残っていない。

　打ち捨てられた死体のように横たわりながら、男は世界を呪のろった。

　自分がこんな目に遭あうなんてありえない。

　自分を助けないあいつらが悪いのだ。

　殺してやる、殺してやる、殺してやる。

　こんなものを、現実とは認めない。

　現実に帰ったら、お前たちなんて無価値なくせに。

　男は、立ち上がる気力もなくただひたすらに、怨えん嗟さを吐はいていった。

　声は、雨音に消えていった。
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「ペスト・エラー……？」

　――その日の夕飯時。

　ミカの作った料理を食べながら、ハルトは今日のダンジョンで他の使者から聞いた話をミカに共有した。

「ああ。普ふ通つうの病気や過労とは違う。システム汚お染せんが、流は行やってるみたいなんだ」

　中世の頃、自分たちのいた世界で流行ったと言われる黒死病。

　それに酷こく似じした病が、少しずつ静かに、だが確実に流行り始めているという。

　はじめは、環かん境きよう変化による過労でただ倒たおれただけだと思われていた。

　だが、この世界の医者に診みせて違うと分かった。

　症しよう状じようは病そのものなのに、どの薬も効かなかったのだ。

　現実世界で医者だった者たちが診ても、結果は同じだった。

　薬も効かず、自然治ち癒ゆも難しい。

　更さらにそれは、西方の使者――つまりはヘヴンユーザーのみかかる病だと分かった。

　何な故ぜかヘヴンユーザーしかかからず、感かん染せん経路も不明。

　そこで医者ではなくプログラマーが、アバターデータの解かい析せきを始めた。

　その結果、アバターの一部のスクリプトが汚染されており、それが原因だろうと分かった。

　ならば、直接患かん者じやの身体に《ACCESS》し、病原体を《DELETE》すればいい。

　そう考え、プログラマーと医者が手を組み病気の治癒を試みたが、うまくいかなかった。

　コードが間違っていると、エラーが出てしまったのだ。

　――ＰＡＳＴＡ言語では治せない病。それは、新たな言語が分からない今、不治の病と呼んでも間違いなかった。

「それで、新しいダンジョンを探すの？」

「ああ。言語が分からないことには、治し方が分からないって結論になったんだ。一刻も早く新しい呪文スクリプトを手に入れて、この世界の言語の法則を解き明かさなきゃいけないだろ？　それにうまくすれば、病びよう原げん菌きんをデリートする呪文スクリプトがどっかのダンジョンに転がってるかもしれない」

　――炎ほのおをつける呪文スクリプト。

　――オブジェクトを複製する呪文スクリプト。

　これらも全て、ダンジョンで手に入れたものだ。

　ヘヴンにいた頃は、既き存そんの知識だけで出来た事なのに。ちまちまとダンジョンを攻略しないと、そんな事すら使者たちは出来ないのだ。

　それでも着実に、少しずつハルトたちは使える呪文スクリプトを増やしていた。探たん索さくの幅はばが広がり、帰き還かんの日が近づいていると皆みなが希望を持ち始める。

　だが、そんな中で《ペスト・エラー》が現れた。

　まるで、神の与あたえた試練のようだ。いや、悪あく魔まか――。

「この世界の神様は、どうして僕ぼくたちをここに呼んだのかな……」

　ハルトの考えにシンクロするように、ミカがぽつりと呟つぶやく。

　何故。どうして。それはヘヴンユーザーならば常に考えている事だ。

　神が気まぐれに記き憶おくをもたせたまま転生させたのか。

　それともここはただのゲームの世界で、悪意のある人間に送り込まれただけなのか。それとも――。

「――現世で、罪を犯おかしたから」

　ぽつりと呟いたのは、アイリだった。

「え……？」

「ああ――ううん、なんでもない」

　驚おどろくミカの顔を見て、アイリは慌あわてて笑えみを浮かべる。けれどすぐにその眼差しが、暗く濁にごっていく。

　まるで、自分の犯した罪を見つめるように。

　――前世で、罪を犯したから。

　――だから自分たちは、この世界に飛ばされた？

（まさか）

　ハルトはすぐに、その考えを一いつ笑しように付す。これが前世の罪に対する罰ばつだったとしても、ここは地獄というほどの苦しみには満ちていない。

　それに、ハルトは罪を犯した覚えはない。だから、気にする必要はない。

「とにかく、そういう訳で明日からちょっと遠出することになりそうなんだ。下手したら、数日は帰れないかもしれない。ミカは、どうする？」

　暗くなった空気を吹き飛ばすように、ハルトは明るい声を出す。ミカは、そんなハルトにキョトンとしたあと、いつものように困った笑みを浮かべた。

「僕はここで留守番しているよ。でも、代わりにとびっきり美お味いしいお弁当作るね」

「ほんと!?　やったー、ミカ君のお弁当、美味しいのよね」

「アイリ、また俺の分まで食べるなよ」

「なっ。わ、私が大食いみたいな言い方やめてくれる!?」

「実際、ミカより食うだろ」

「ミカ君が少食なだけだから！」

　言い合うハルトとアイリの姿を、ミカが静かに微笑ほほえみながら眺ながめている。その眼差しが、暗く陰かげっていくのに気づく者はいなかった。




　コトコトとシチューが煮に込こまれる音がする。

　夕ゆう陽ひの差し込む暖かな家の中で、ミカは一人夕食を作っていた。攻略に出たハルトとアイリが今日帰ってくるはずだからご馳ち走そうを作っているのだ。

　ハルトとアイリとミカは、同じ家で暮らしていた。かつてはチョビや、他にも何名かが暮らしていたが、大半がこの街を出て行ってしまった。だから今、ここで暮らしているのはミカたち三名だけなのだ。

「ハルト君……今いま頃ごろ、どうしてるかな」

　シチューの味見をして、味をととのえる為に塩をひとつまみ入れる。それからもう一度味見をすると、ミカは出来栄ばえに満足して、シチューが煮えすぎないように、炎のオブジェクトを指先一つで消した。

　こうして簡単な動作だけで火を点つけたり消したり出来ると、ここはまだヘヴンの世界なんじゃないかと時たま思う。だが、動作に詳くわしいハルトでも出来ない事も多く、ヘヴンではないはずの痛覚があるこの世界は確かに、今の彼かれらにとってのリアルだった。

「……ずーっと、このまま暮らせたらいいのにな」

　文明レベルは後退したかもしれないが、清潔で居い心ごこ地ちの良い家。あたたかな街の人たちの姿に、魔法で前よりも便利になった生活。

　何より、ハルトが傍そばにいる。

　――そして、男から女になれた。

　ミカにとってここは理想郷であり、だからこそ帰還を急ぐハルトらを見ると不安になった。帰る方法なんて、見つからなければいい。そう思っているミカがそれでもチョビらのようにこの街を出て行かないのは、やはりハルトの傍にいたいからだ。

（だって僕の、初はつ恋こいの人だもん）

　ハルトに初めて助けて貰もらった時の事は、今でも鮮せん明めいに覚えている。小学生の頃、苛められてばかりいたミカにとって、ハルトは救世主だった。

　ずっと好きだったからこそ、成長するにつれ男らしくなる身体を見られたくなくて、ミカは彼から距きよ離りを取っていたのだ。

　だがハルトが受験に失敗したと聞いて、彼を励はげましたいと思った。

　そんな時にヘヴンの噂うわさを聞き、そこで女としての肉体を手に入れればハルトと胸を張って話せるとミカは思ったのだ。

　それでまさか、本当に女になれるとは思っていなかったけれど。

（今なら言えるかな。ハルト君に好きだ、って）

　想像するだけで、脈が速くなるのが分かった。ドキドキとうるさい胸を両手で押おさえて、ミカは傍の椅い子すに座すわる。

　ふわりと広がるスカートから見える膝ひざは完全に女のものだ。現実世界で、見るたびに落ち込んだ、骨ばった膝とは違う。

　この間ハプニングからハルトに女になったとバレたけれど、きっとそれで良かったとミカは思った。男だと認にん識しきされたままじゃ、それこそ恋れん愛あい対象として見て貰えない。

（……僕のこと、女の子だってちゃんと思って貰わなきゃ）

　ハルトと距離が出来るのが怖こわくて長いこと打ち明けられなかったけれど、幸いハルトは、ミカが女になったと知っても態度が変わらなかった。昔からそういうところがある。――だから、好きなのだ。

「あ。そういえば作って欲ほしいものがあるんだって頼たのまれてたっけ……」

　ふと、出かける前のハルトにオブジェクト生成を頼まれていたのを思い出し、ミカは BlendAR のウインドウを開いた。ファンタジーのような世界の中で、このウインドウはひどく浮いて見える。

　でも、このウインドウがあるからこそ、ミカたちは『西方の使者』と呼ばれ魔ま法ほう使つかいのように様々な物を生み出せるのだ。

　指先だけでツールを操あやつりながら、ミカはナイフや紐ひも、カバンなど、ハルトが欲しいと言っていた道具を作っていく。

　ヘヴンのユーザーならおそらく誰だれでもオブジェクト生成は出来る。だが、この一ヶ月で造形の良よし悪あしが性能を左右すると分かった。

　絵の下手なハルトの作ったナイフは切れ味が悪く、バナナすら切れない。だが絵の得意なミカが作ったナイフは、薪まきを切る事を可能にした。

　そこがヘヴンの頃と違うところだ。作ったオブジェクトに、切れ味の数値を追加すればいいという問題ではなくなったのだ。

　――心を込めて作った物には、神様が宿るんだよ。

　子供の頃、粘ねん土どで器を作っていたミカにかつて祖父が言っていたものだ。

　きっとこの数値で成り立つ世界にも、目に見えない神の力のようなものがあるのだろう。ハルトは、ＡＩ判断だなんてロマンのない事を言っていたが。

　見えない神様が自分たちをこの世界に呼んだのだ、と信じるミカと違って、ハルトはこの世界をデータで出来た世界だと言っていた。

　ここは現実かもしれないが、それこそＰＡＳＴＡ言語ではなく神の言語かもしれないが、それでも法則があり読み解く事が出来る世界だと。

　だからダンジョンから新たなスクリプトを手に入れると、ハルトは無む邪じや気きに喜んだ。

　この調子で世界の言語を読み解ければ、きっと死人の蘇そ生せいが可能になると、少年のような顔をして語る。

（ハルト君は、ほんと機械いじりが好きだもんね）

　ＡＲグラスの機能すら基本的なものしか使えなかったアナログ派なミカと違い、ハルトは現代技術をどこまでも駆く使ししていた。

　ネット回線を専有する為に、スマート家電の設定まで弄るぐらい。

　この世界でも、ハルトはスクリプトを駆使して裏うら技わざばかり編み出しているようだった。今使えるスクリプトを組み合わせて、幾いくつもの不思議な『魔ま法ほう』を作り出している。

　最近では、略式詠えい唱しよう《クイック・スペル》なんてものまで開発している。

　いちいちコンソールウインドウを出してスクリプトを打ち込まなくても、音声で魔法が発動するようにハルトはギミックを組んだのだ。

　そうしてハルトは、ますます強くなった。

　短い言葉を彼が発するだけで、炎のオブジェクトが、氷が、石つぶてが、あたかも虚こ空くうから現れたように出現する。

　それはきっと、彼にしか出来ない事だ。

　どこまでも突き詰つめて考えるような、新しい物が好きな、変化を好む彼にしか。

　立ち止まり、現状を守りたい自分とは違う。

　ミカは、俯うつむいてスカートの端はしを握にぎりしめた。

　今作っているオブジェクトもおそらく、ハルトが攻略するのに必要な道具だろう。

　ソフィアという、自分の知らない友人を蘇生する為。

　そしてきっと――その後に帰還する為に、ハルトは探索を続けている。

（危ない事は、して欲しくないんだけどな……）

　ミカの望みはただ、ハルトとこの家で変わりなく暮らす事だった。

　それが叶かなわない夢だと分かっていながらも、願ってしまう。

　でも、分かってはいるのだ。彼が他人を見捨てない人だから好きだという事は。

　彼に、危険な場所へ出向いて欲しくなくても。

　攻略の手伝いはしたくなくても。

　――好きな人の力にはなりたい。

　好きな人だから、頼まれたら断れない。

　彼が、この世界を読み解きたいと告げる顔が忘れられない。

　浪ろう人にん生せいだった時の彼よりも、今のほうがずっと生きているように見えるから。

　だから、応おう援えんしたいと思ってしまうのだ。世界の謎なぞを解き明かし、帰って欲しくなくても。

　相反する想いを秘ひめながらも、ミカは一人モデリングを続けていた。帰ってきたハルトに笑顔になって貰いたい、と――。




「……なかなか、見つからないわね」

　古びた遺い跡せきの中で、アイリは腰こしに手を当ててため息をついた。

　ここは、二人が《ペスト・エラー》のデリート呪文スクリプトを探しにやってきたダンジョンだった。

　森の中にぽっかりと空いた、クレーターのような窪くぼみに作られていた謎の古代遺跡。

　穴の崖がけ沿いに掘ほられていた階段を下って行った先にある古い石造りの遺跡の中を、二人は散策していた。

　こうして歩いていると、ＶＲで見た海外の遺跡などを思い出す。

　けれど現実とは大きく違うところがあった。

　ハルトらがダンジョンと呼ぶ場所には大抵、古びて動かなくなった機械のようなものが埋うまっているのだ。

　かつてここに、高度な文明があったと思わせるようなオーパーツ。

　それらはしかし、ハルトら《西方の使者》の力を以もつてしても動かす事が叶わなかった。

　一部の機械オタクたちが掘り返して調査を進めているらしいと噂では聞くが、解明に至ったとまでは聞かない。

　だがこうした機械が埋まっているところを取っても、呪文スクリプトが手に入る事を取っても、ダンジョンは異質な存在だった。

「ハルトの方はどう？」

「いや、収しゆう穫かくはなしだ。このダンジョンは、ハズレかもな」

「北の洞窟のダンジョンは、おこもり衆たちが探索してるんだったよね？」

　おこもり衆とは、今もなおイケットの街に住んでいる凄すご腕うで探たん索さくパーティーの事だ。何十年もヘヴンをやっているだけあって、ハルトたちよりもエリア探索スキルが高い。

「ああ、確かそのはずだ」

「じゃあ、ここがダメだったら次は湖の方にあるとこ行く？」

「そうだな、あそこは確かまだ誰も行っていないはずだ」

　このダンジョンは諦あきらめて帰ろうか。そう思い踵きびすを返した時、アイリがあっと声を上げた。

「待って、ハルト。ここにイタリア語が書かれてる」

　アイリが指差す先には、古びた石版があった。苔こけむしていて、随ずい分ぶんと昔からそこにあったようなものだ。

「イタリア語……？」

　この世界では基本的にハルトらが知らない言語が使われている。

　だが《西方の使者》の能力なのか、元々のヘヴンの機能が残っているのか、大抵の言語は自動翻ほん訳やくされていた。

　この世界の言葉も、英語もイタリア語もフランス語も。すべて瞬しゆん時じに翻訳され、会話には困らない。

　しかし文字の場合は多少のタイムラグがある。タップしなければ、翻訳されないのだ。

　にしても妙みようだ。この世界の人間はイタリア語なんて書けないはずなのに。

「イタリア語って事は、誰かヘヴンユーザーが先にこのダンジョン入ってたって事か？」

「でも、イタリア人ユーザーなんていたっけ？」

　ハルトらがこの世界に飛ばされた時にいたのは、ヘヴン内の日本のイベントだった。ＶＲ上での開かい催さいで言語も自動翻訳される為ため、そこまで国の違ちがいを意識する事はないが、それでも日本のイベントには日本人が集まりやすい。

　そのせいか、この世界に転移してきた《西方の使者》も、日本人が多いような印象だった。

「それで、なんて書いてあるんだ？」

　アイリの指差す石版に書かれた文字を翻訳しようとタップする。しかしなぜか、その文字は翻訳されなかった。

「翻訳されない……？　なにか特とく殊しゆなオブジェクトか？」

「翻訳されないんじゃ仕方ないわ。……待ってて、今読むから」

「イタリア語が分かるのか？」

　ハルトの問いに、アイリは曖あい昧まいに微笑む。そして彼かの女じよは返答する代わりに、石版の文字を読み上げた。




「――私は死にはしなかったが、生きた心地もしなかった。あちらで待っている友たちよ。少しでも思いを馳せることができるなら、自分に重ねてみてほしい、生きても死んでもいないわが状態を――」

　読み終えると、アイリとハルトは顔を見合わせた。

「何だこれ？」

「さあ……」

　それより気になるのは、このイタリア語が書かれた年代だ。

　ハルトは石版に触ふれて、アクセスログを取ろうとしたが、古すぎるせいか何も出てこなかった。

　例えばミカが作ったような新しいオブジェクトなら、製作者や日時まで参照出来る。だが出てこないという事は、この世界に住む人が作ったか――。

（いや、だとしたらどうしてイタリア語なんだ？）

　そもそも、彫られた文字の一部は苔に覆われ、一ヶ月のうちに書かれたようには到とう底てい見えなかった。

　じゃあ、大昔にイタリアの人がここへ来た？

　だとしたら、その人は今どこにいる――？

（戻った？　それとも……）

　その先を想像して、ひやりとしたものを感じた。

　もし、帰る事が叶わずこの世界で死んだ人だったら？

　呪文スクリプトは見つからなかったけれど、重要な証しよう拠こを見つけた気がして、深く息を吐く。

　この遺跡について、この世界の人に聞いてみたほうがいいかもしれない。知っている人がいるかは怪あやしいが。

　ティルタルンの人々は遺跡に近寄らない。魔ま物ものと戦う術すべを持たない人々にとって、ここに近寄るのは自殺行こう為いに等しいのだ。

「にしても、イタリア語か……。よくイタリア語なんて読めたな」

「世界中で仕事してたもの。それぐらい当たり前でしょ。というかそもそも私の歌の歌詞、イタリア語だもの。聞いてないの？」

　アイリの返答は、不自然なほど早かった。彼女が、何かを隠すように髪かみをかきあげる。

「それよりもう帰りましょ。呪文スクリプト、見つからなかったし」

「だな」

　ここに来るまでに、十分怪しそうな場所は調べ終えていた。唯ゆい一いつ見つけたのは、この石版ぐらいだ。

　探索を諦め帰き途とにつこうとして、ハルトはふと石版をカメラに収めようと思った。

　これを書いた人がいないか聞けば、手がかりになるかもしれない。

　カメラは、ウインドウを開くとすぐに出てくる。このカメラ機能で風景を撮影すると、すぐさまストレージに保存されるのだ。

　この、ストレージという概がい念ねんも一体何なのだろう。ハルトは、思った。

　データを保存しているはずの、巨きよ大だいなクラウド。この世界には、不可解な物があまりにも多い。

　かつての現実世界で『こんな物があったら』と願っていたもの。それがすべて揃そろっている。

　ウインドウを開いて、カメラを起動させる。しかし、いつもなら出てくるはずのカメラのオブジェクトが、今は出てこなかった。

「ハルト、どうしたの？」

「いや、この石版を撮とろうと思ったんだが……」

　カメラが出てこないとハルトが説明すると、アイリが呆あきれた顔をしてカメラを起動させる動作をした。しかし――

「ほんとだ、カメラが出てこない」

「……撮影禁止エリアなのか？」

「そんなのあるの？」

「ヘヴンの頃はな」

　ヘヴンでは、エリアの設定は製作者によってかなり異なっていたものだった。ＢＧＭがあるエリア、重力設定が軽いエリア、強制的にミュートになり誰とも会話出来ないエリアなど――。

「ふーん、じゃあメモしとこ」

　素す直なおに受け入れたアイリは、目の前の文言を手書きでメモしていく。しかしハルトは、カメラが起動しない事について考え込んだ。

（このエリアは、カメラが出せないだけか？　いや、自動翻訳も出来なかったな……）

　どうやらこのダンジョンは、制限がいくつもあるらしい。そう思い至り、ハルトは嫌いやな予感を覚えた。

　カメラと自動翻訳が使えない状態で、コンソールウインドウは使えるのか？

「アイリ、急いで帰るぞ」

「え、何よいきなり」

「いいから！」

　驚くアイリの手を掴つかみ、ハルトはダンジョンの出口へと走る。

　こんな時に、魔物らに遭そう遇ぐうしたら堪たまったものじゃない。もし、アイリの歌が発動しなかったら。ハルトの、《魔法》が使えなかったら。自分たちに残った攻こう撃げき手段は、ミカが前に『念ねんの為に』と作ってくれた一ひと振ふりの短たん剣けんだけだ。

　だが短剣は、軽量化を重視したせいで攻撃力は望めない。あくまで、蔦つたを切ったりするのに使える程度だ。

　遺跡の建物群を抜ぬけ、崖沿いに掘られている階段を上っていく。遠くではトンビのような鳥の鳴き声がしていた。

「ハルト、待って」

　振ふり向くと、アイリが息を切らしていた。岩がん壁ぺきに手をついて、はぁはぁと肩かたで息をしている。その目が、不安そうに階段の隣となりに広がる空間を見ていた。

　確かに僅わずかでも踏ふみ外はずせば谷底に落ちるような、不安定で心もとない足場だ。柵さくもなく、掴まるロープもない。アイリが、ゆっくり上りたい気持ちも分かる。

　だが、ハルトは焦っていた。

　地上へ出て、森の中に戻もどればコンソールウインドウが使えるはずだ。来る途と中ちゆう、このダンジョンに入る前に一度開いた記憶があるからだ。

　早くあそこまで戻りたい。谷底から吹ふき上げる冷たい風が、汗あせの浮かぶうなじを冷やした、

「……悪い。でも急ぎたいんだ。嫌な予感がして――」

　その時、ふっと目の前が暗くなった感覚がした。だがそれは、めまいではなく何かの影かげが視界に入ったのだとすぐに気づく。

　慌てて空を見上げるけれど、そこには何もいなかった。

　ただ、遠くに浮かぶ太陽が地平に向かって傾かたむいているのだけが見える。

　夜が近づいている。早く、この遺跡を出てイケットの街へ戻らなければ。

　再び上り始めたその時、甲かん高だかい何かの鳴き声が響ひびいた。先ほど聞いたトンビの声を、禍まが々まがしくしたような声だ。

　――鳥じゃない。何かがいる。

　再び周囲を見回したけれど、その声の主は見つからなかった。

　――いや、何かが空を飛んでいる。

　黒い不吉な影が、太陽の中を横切るのが見えた。妙な胸むな騒さわぎを覚えてハルトはアイリの手を引いて石段を駆かけ上る。

　木々が見えれば、出口ももうすぐだ。必死に走り、やがて階段の終わりが遠くに見えてきた時だった。

　耳を劈つんざくような声が岩壁に反はん響きようして、黒い影が落ちる。

　はっと顔を上げると、大きな翼つばさを持った巨大な鳥のような魔物が滑かつ空くうしてくるところだった。

　魔物の半身は獣けもののような形をしており、凶きよう悪あくなくちばしが大きく開く。

　鳥ではない。これは――。

「グリフィン……」

　太陽を背に近づいてくるその大きな魔物の姿に、ハルトは呻うめいた。

（でかすぎる……）

　そこにいるのは、現実世界の物語で見たグリフィンと酷似した魔物だった。

　この距離から見てあの大きさなのであれば、近づいた時どれほどのものか。

　襲おそわれる前に、隠かくれなければならない。

　ハルトは咄とつ嗟さに、その獣から隠れる為に壁かべを作ろうとした。

　いつも使っている、略式詠唱《クイック・スペル》――ショートカットで、世界を書き換かえようとする。

　――でも、出来なかった。

（壁が……出ない!?）

　ハルトはもう一度、壁を出現させるクイック・スペルを唱えた。

　だが、何も起きない。ハルトが必死に唱えている最中にも、グリフィンのシルエットはどんどんと大きくなっていた。

　もう一度唱えようとする。だがしかしその時にはもう、グリフィンがハルトの眼前に迫せまっていた。

　グリフィンの毛が逆立ち、攻撃のモーションに入る。

「っ……！」

「ハルト!!」

　ハルトを捕つかまえようとする爪つめを避けて、彼は必死に横に倒れ込んだ。けれど、避けきれなかった爪が頬ほおを軽く裂さき、血が飛び散る。

　手をついた所の石段が僅かに欠け、石が谷底へ落ちていった。

　吹き抜ける風に、ぞっとする。この石段から落ちたら死ぬ。

　ハルトを掴みそこねたグリフィンは、体勢を整える為に空へ浮うかび上がった。

（なんで、壁が出ないんだ……）

　グリフィンが距離を取った隙すきに、ハルトはコンソールウインドウを開こうとした。

　だが、出来なかった。

　自動翻訳と、カメラだけじゃない。

　ヘヴン時に使えた全ての機能が、何も使えなくなっていた。

　――ヘヴンのエリアにもたまにあった、機能制限区域だ。

　今度はアイリに向かって、グリフィンが滑空していく。アイリの顔には、恐きよう怖ふが張り付いていた。

「アイリ！」

　ハルトが叫さけんだ瞬しゆん間かん、アイリが耐たえきれずしゃがみ込んだ。――動けない。

　ハルトは、やぶれかぶれに持っている短剣を引き抜くとグリフィンに向けて勢いよく投げた。

　しかしグリフィンは、煩わずらわしそうにその短剣を前足で振り落とす。

　都合よく、短剣が突つき刺ささるはずもなかった。

　だが短剣を弾はじいたせいで、わずかにグリフィンの軌き道どうが逸それ、爪はアイリに届かなかった。

　アイリを掴みそこねたグリフィンは、苛いら立だったように叫び、再び体勢を整えようと大きく羽ばたく。――次の攻撃が、もうすぐ来る。

　どうする。どうすればいい。

　ハルトはアイリのそばまで走ると、彼女の手を掴んで必死に階段を上りながら思考を巡めぐらせた。

　――アイリの歌は、使えるか？

　しかし、歌えば無防備になる。自分が守れなければ、アイリを危険に晒さらしてしまう。

　守る方法もなしに、歌わせるわけにはいかない。

　――だが、それ以外に何が出来る？

　コンソールウインドウが使えなければ、地面から槍やりを生やすことも、壁を作ることも出来ない。

　――ヘヴン時の《機能》が制限されている。

　――じゃあ、ヘヴンに実装されていなかった機能は使えるのか？

　例えば、自分で勝手にアバターに仕込んでいたものを、取り出すとか。

（そうだ……アバターに、物が仕し舞まってあるじゃないか）

　旧バージョンのヘヴン――もっとヘヴン自体がマイナーで、システムの自由度が低かった頃ころにハルトが編み出していた《裏技》があった。

　アバターに仕込んだオブジェクトを、取り出す古いにしえの魔法ギミツク。

　あの頃は、様々なオブジェクトをアバターに仕込んで、エリア内を走り回っていた。

　高い所へ行く為に、トランポリンを勝手に作って置いたり。

　高い塀へいを越こえる為に、棒ぼう高たか跳とびの棒を作って持って行ったり。

　あの時に作ったオブジェクトが、まだアバターに残っているはずだ。

　――ただの棒でも、使い方によっては凶きよう器きになる。

　ハルトは、アバターからオブジェクトが出せるか試ためす為に、走りながら古の魔法ギミツクを唱えた。

　するとハルトの手から、前に読んでいた参考書の一つが飛び出し、谷底に落ちていく。

（行ける……！）

　なら次は、オブジェクトを出すだけだ。

　だが、タイミングを見誤れば失敗する。

　――チャンスは一回きりだ。

（グリフィンが、俺おれを切り裂こうとしたその瞬間を狙ねらうしかない）

　グリフィンは今、空を旋せん回かいして二人をどのように襲おうか思案しているようだった。やがて、狙いを定めて勢いよく滑空してくる。

　羽ばたきの風圧がハルトを襲う。――ハルトは、庇かばうようにアイリを突き飛ばした。

「ハルト!?」

　アイリの悲鳴が、こだまする。

　大きく羽を広げたグリフィンが、視界いっぱいに広がり太陽が覆おおい隠される。

　――まだだ。まだ、遠い。

　鋭するどい爪を持った大きな三本の指が大きく開かれ、耳を覆いたくなるような甲高いグリフィンの叫び声が響いた。

　まばたき一つの距離まで、グリフィンが迫る。――引き裂かれる。今だ。

　ハルトは、その一いつ瞬しゆんを狙って叫んだ。

『カスタムオーバーライド！』

　ハルトが手をかざす。その瞬間、彼の手からオブジェクトが飛び出した。

　アバター内にあった、棒状のオブジェクト。それが、飛び込んできたグリフィンの胴どうを深く抉えぐる。

「――ッ……！」

　しかし同時に、ハルトの身体からだにも痛みが走った。

　棒に勢いよく刺さったグリフィンの爪の先が、ハルトの肩に突き刺さる。

　焼け付くような痛みにハルトは喘あえいだ。息がつまり、視界がちらついていく。

　グリフィンのもがき苦しむ声が聞こえる。棒が刺さったまま、グリフィンはもがくようにバタバタと羽ばたいた。今にも落下しそうな様子で、威い嚇かくするように鳴き声を上げる。

　しかし、襲ってくることはない。

　先さき程ほどの攻撃に驚いたのか、それとも痛みに耐えきれなかったのか、グリフィンがふらつきながら飛び去っていく。

（いなくなった……）

　遠のいていく羽音に、ハルトはほっとしてついに膝をついた。

　石段に手をつくと、点々と血が地面に落ちていった。その指先が、ブレて二重に見える。

　――駄だ目めだ。まだ、こんな所で意識を失うわけにはいかない。

　歯を食いしばって、ハルトは残り僅かになっていた石段を這はうように上っていった。

　森の木々が見えた途と端たん、ほっとして一気に身体から力が抜けていく。

「ハルト！　ハルト、しっかりして！」

　アイリの悲鳴が聞こえる。

　――無事で、良かった。

　そう言えたか、言えなかったか分からないままに、ハルトの意識はふっつりと途と絶だえた。
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　ざあ――ざあ――。

　激しい雨が窓を叩たたく音が聞こえていた。

　――この野生の地から抜け出したいなら、お前は別の道を旅する必要があるよ。

　――お願いがございます。師よ、今おっしゃった場所へと私を連れて行ってください。

　フードを被かぶった二人の男が、話はなしている。遠くで海の音が聞こえた。

　ここはどこだ。誰なんだ。

　熱い。痛い。苦しい。

　早く、行かないと。守らなきゃ、いけないんだ。

　ああそれなのに、喉のどが渇かわいた――。
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　浮ふ上じようした意識の中でそう思った直後、背中に鈍どん痛つうが走ってハルトは呻いた。

「ハルト君！　気づいた!?」

　聞き覚えのある声に瞼まぶたを開くと、ボロボロに泣いているミカの顔が目の前にあった。

「ミカ……？　なんで……」

　朦もう朧ろうとする意識の中でハルトは気を失う前の記き憶おくを探さぐり、グリフィンに遭遇した事を思い出した。

「アイリ！　アイリは!?」

　慌あわてて跳ね起きようとして、ハルトは痛みに呻いた。重たい物を押おし付けられたように肩がズキズキとして、息をするたびに痛む。顔をしかめていると、すぐ傍から聞き覚えのある声が聞こえてくる。

「騒さわがなくてもここにいるわ」

　どこか震ふるえたような声に顔を横に向けると、そこにはアイリの姿があった。

　疲つかれた様子ではあるが、怪け我がは見当たらない。

「そうか……良かった」

　ほっと肩の力を抜いて、もう一度ベッドに深く身体を沈しずみこませる。視線だけで周囲を見回すと、ここは普ふ段だんのハルトの部屋だった。ベッドサイドには涙なみだで頬を濡ぬらしたミカが座っており、アイリは壁際に背を持たせかけて立っている。

　良かった、助かったのだ。

　ミカはぼろぼろと涙を零こぼしながら、必死に縋すがるようにハルトの手を握っていた。その手の強さに、ハルトは苦く笑しようを浮かべた。

「ミカ、ごめんな。心配かけて。でももう大だい丈じよう夫ぶだから」

「ハルト君……」

　手を離せばハルトが死ぬとでも思っているのか、ミカは頭を振ってますます強くハルトの手を握った。

　小さく柔やわらかな手が、懸けん命めいにその熱を伝えてくる。

　ミカに泣かれると、どうにも落ち着かない。ハルトはミカに手を握られたまま、アイリの方へ視線を向けた。

「でもどうやって、ここまで帰って来られたんだ？」

「ちょうど、通りかかった人がいて……」

　ハルトが階段を上りきって気を失った後。

　アイリは、助けを呼ぶべきか自分で引きずって行くべきか散々迷ったらしい。そうしていた時、ちょうど森へ木を斬きりに来た木こりと遭遇し、助けを呼んで貰もらったという。それで近くの村で荷馬車を出して貰え、このイケットの街へ帰って来られた、という話だった。

「そうだったのか……。悪い、迷めい惑わくかけたな」

「別に……」

　言葉少なに、アイリが俯く。その肩が、細かく震え始めた。

「アイリ？」

　ただならない様子にハルトが声をかけると、彼女は顔を上げて、キッとハルトを睨にらんだ。

「ハルトの馬鹿！」

　突とつ然ぜんの罵ば倒とうに、ハルトは唖あ然ぜんとする。思わず、言い訳が口をついて出た。

「何だよ、呪文スクリプトが使えなかったのは、俺のせいじゃ――」

「違う！　どうして、あんな無む茶ちやしたのよ！　どうして、一人で戦おうとしたの!?」

「どうしてって、あれしか方法がなかっただろ。それに――」

「でも、でも――下手したらハルト、死んでたじゃない」

　アイリの声が、震える。その目には薄うつすらと涙が浮かんでいた。

「……ここで死んだら、どうなるかまだ分からないじゃない」

　堪こらえきれず、アイリの涙が頬を伝っていく。怯おびえたその眼まな差ざしに、ハルトは言葉を失った。

　確かにそうだ。

　グリフィンの爪がもう少し深くハルトの身体に刺さっていたら。

　あの石段から落ちていたら。

　死んでいたら、もうここにはいない。死んだと意識する事すら出来なかった。あれは、そういう局面だった。

　咄嗟の事とはいえ自分の取った行動に、今いま更さらながらにみぞおちが冷たくなった。

　もし死んでいたら、自分はこの世から消えていたのだろうか。

　現実世界からも、この世界からも。

　それとも、元の世界に帰れたりしたか――。

　その時ノックの音がして、アイリは慌てて涙を袖そでで拭ぬぐって扉とびらを開いた。

「湿しつ布ぷ薬やくを持って来ました。もう大丈夫ですよ、ミカ君、アイリさん」

　扉を開けた先には、元ヘヴンユーザーで、イケットの街では医者をしている女性の姿があった。

「ありがとうございます……」

「大丈夫ですよ」

　ふんわりと柔らかい微笑ほほえみを浮かべる医者の姿に、ミカとアイリの表情がほっと安あん堵どに緩ゆるむ。彼女は、このイケットの街で特に頼たよりになる医者だ。詳くわしく話した事はないが、きっと現実世界でも医者かなにかだったのだろう。

　ハルトは慌てて身体を起こそうとしたけれど、痛みのあまり叶わなかった。呻くハルトの姿に、医者の女性が慌てて駆け寄ってくる。

「起きなくていいですからね。ミカ君、ハルト君をうつ伏ぶせに出来ますか？」

「は、はい！」

　ミカの手を借りてうつ伏せになると、そのままハルトは服を剥はぎ取られた。その瞬間、ミカとアイリが息を呑のむ声が聞こえた。

　よほど、ハルトの肩の傷がひどい有様になっているのだろう。グリフィンの爪が刺さったのだから、傷口から肉が見えているのかもしれない。薬草で作られた傷薬、そのすっとした冷たさに少し痛みが和やわらいだ。

「この傷薬を、一日三回塗ぬってください。そうすれば治りが早くなると思います」

「はい、わかりました」

　ミカが、医者の女性から傷薬を受け取る気配がする。

　言語さえ分かれば、アバターデータを弄いじって肉体データも改変し傷も治せるのにと思ったところで、ハルトはあのダンジョンではヘヴンの機能が何も使えなかった事を思い出した。

「そういえばアイリ。あのダンジョンでは、アイリもヘヴンの機能が使えなかったんだよな？」

「翻訳機能とカメラの事？　なら確かに使えなかったけど」

「あの時俺、いつもどおり呪文スクリプトを唱えて障壁コライダーを出そうとしたんだよ。でも、何の反応もなかった。他の機能も使えなかったから多分、あのダンジョンではヘヴンの機能が使えない。……他の奴やつらにも、注意喚かん起きしないと」

　ハルトが腕うでをついて起き上がろうとすると、すぐさま医者に寝ねかされた。

「ダメですよ、ハルトさん。まだ動いちゃいけません」

「でも――」

「大丈夫だよ、ハルト君。僕ぼくが、ちゃんとみんなに伝えるから」

　ミカはもう泣き止やんでいた。赤くなった目でじっとハルトを見ている。なにかを決意したような目だった。

「アイリちゃん。僕、ちょっと出てくるから。ハルト君の看病をお願いしていい？」

「う、うん分かった。ミカ君は一人で平気？」

「平気だよ。僕、男の子だもん」

　眉まゆ尻じりを下げて、ミカが笑う。彼かれが強がる時の癖くせだとハルトだけは知っていた。

　けれど、ハルトが声をかけるより先にミカが部屋を出て行く。

　気にかかったハルトはもう一度身体を起こそうとしたのだけれど、医者にまた「ダメですよ」と背中をやんわり押さえつけられて、痛みに悲鳴を上げたのだった。




（……僕が、いけないんだ）

　アパートの廊ろう下かを歩きながら、ミカは一人自分を責め続けていた。

（僕がその場にいれば、呪文スクリプトが起動しなくても、すぐにオブジェクトを作れたかもしれないのに）

　そもそも、ハルトが怪我をする前に自分が庇う事だって出来た。

　出来なかったのは、ミカがひたすら攻こう略りやくに参加するのを拒きよ絶ぜつして来たからだ。

（だから、ハルト君が怪我しちゃった。……僕の、せいで）

　ハルトは、グリフィンに短剣を投げたと言っていた。

　でもその短剣が何の効果もなかったのだって、元を辿たどれば自分のせいだ。

　もっと強い素材を探して作っていれば、短剣でグリフィンを倒たおせたかもしれないのに。

　短剣が最初に刺さっていれば、ハルトは怪我をしなかったかもしれない。

　鍛か冶じ屋やで打ってもらった鉄で作れば平気と、慢心していた自分のせいだ。

　悔くやしくて、情けなくて、視界が涙に歪ゆがんでいった。

　けれど唇くちびるを噛かみ締しめて、ミカは泣くのを我が慢まんする。

　今は、泣いている場合じゃない。あのダンジョンに行く人が出ないよう、注意して回らなければならないのだ。

　階段を下りて、家を出る。それから広場へと走って、ミカはそこで BlendAR を起動させた。

　BlendAR で掲けい示じ板ばんオブジェクトを生成。そこに、指先で文字を書く。

《森の中のすり鉢ばち状のダンジョン、通つう称しようＷＥＵでスクリプトが起動しないバグを発見。西方の使者たちは不用意に行かないようにしてください》

　掲示板を作り終えると、それを広場へ置く。

　新しいオブジェクトが現れた事にこの世界の住民たちはまた「魔ま法ほうだ」「西方の使者様の奇き跡せきを見た」とざわめき、ヘヴン民は何を出したのかと集まって来た。

「スクリプトが起動しないバグ？」

「それって、どういう事だ？」

　ミカの掲示板を見て、ヘヴンユーザーたちが顔色を変える。そんな彼らにミカは、丁てい寧ねいに説明をしていった。

　そのエリアではカメラが起動しなかった事、自動翻ほん訳やくも使えなかった事、呪文スクリプトが起動せず、グリフィンに襲われ怪け我が人にんが出たという事――。

「なので、絶対に近づかないでください」

　ミカがそう告げると、彼らは一様に興味深そうな表情を浮かべた。

「へー、制限付きエリアか。久しぶりだな」

「でもどうするよ、こんな所で敵に遭あったら即そく死しじゃん」

「なら、最初からオブジェクト出しっぱにしておけばいいんじゃないか？　ずっとキューブ頭の上に載せとくとかしてさ」

「え、それで敵が来たら投げつけるって事？」

「地面に当たって砕くだけるんじゃないか？」

「確かに耐たい久きゆう値ちの問題があるか……」

　すぐさま議論を始めたヘヴン民を前に、ミカは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

　行ってはいけないと話したつもりなのに、すぐに彼らは「ならどうすればいいのか」と未来の話をしている。

　これが、一いつ般ぱん人じんとヘヴン民との違ちがいかとミカは思った。

　引きこもっている自分とは違うと。

　できれば、ずっと食事を作りハルトを待つだけの幸せな生活をしていたかった。でもそれが、彼の怪我を招いたならば、立ち止まっている時間はもう終わりだ。

「あの、オブジェクトの耐久値ってどうやって上げたらいいんですか？」

　意を決して、ミカは議論の輪の中へと足を踏み出す。

　普段けして、このような話題に入って来ないミカの発言に、彼らは一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔をしたものの、すぐに説明してくれた。

「ヘヴンの頃は数値をいじれば良かったんだけどなー。ここじゃ、そう簡単にやらせて貰えないんだよ」

「大たい抵ていはオブジェクトの精度が肝きもだな。出来がいいやつは耐久値がいい」

「あとは、マテリアル次し第だいかな。いい素材使ったやつはやっぱ壊こわれにくいよ」

「そこは、前いた世界と変わらないな。実は俺、あっちでは陶とう芸げい家かをしてたんだけど――」

　聞かれたのが嬉うれしいというように、皆みなが嬉き々きとして耐久値の高いオブジェクトの作り方を教えてくれる。

　ミカは、その一言一言を聞き漏もらさないよう、懸命にメモを取り続けた。

　耐久値の強いオブジェクト。それが、武器ならばきっと、スクリプトが使えないエリアでも戦えるはずだ。

　パン切り包丁も、ベーコンを切る為ためのナイフも、戦いには使えやしない。

　でも、絶対に折れない剣けんを作れれば、生き残る確率はきっと上がる。

（問題は、ハルト君が剣を扱あつかえるかどうかだけど……）

　子供の頃は親に習わされていたのか空手に剣けん道どうにとやっていた記憶がある。高校に入ってからは全くやっていなかった気がするけれど、多少は身体に残っているはずだ。

　何もないよりは、ずっといい。

　盾たてでも剣でも弓でも槍でも。それを作るだけの力が、自分にあるのならば。

「じゃあ、一番大切なのは素材集めですね……」

　オブジェクト作りに必要な素材は、どれも山や洞どう窟くつにあるような物だった。表情を曇くもらせるミカに、彼らがにっこりと人の好よさそうな顔で笑う。

「もし俺にも剣作ってくれるなら、素材集めは手伝うよ」

「本当ですか!?」

「ああ。実は俺たちも、ここで生きていく為にはいつか剣も作らなきゃと思ってたんだよ。でも絵心がないせいで、ペラッペラの剣しか作れなくってさ」

「ミカ君のオブジェクト生成技術はこの街で一番だろ？　いつか頼たのみたいって思ってたんだよ」

「そうそう。でも剣なんて扱えるかなあ。《自動モーション》が実装されてればよかったんだけど」

　思ったよりも認にん識しきされていた事に、ミカは驚おどろいた。ずっと引きこもっていたから、ハルトはともかく誰だれも自分なんて知らないと思っていたが、そうじゃなかったのだ。

（……ここで生きていく為には、か）

　彼らは、この世界で生活している。長く生きる為の方策を、探り続けている。

　とっくに、彼らにとってはここが《現実》になっているのだとミカは悟さとったのだった。




「なあアイリ。最近ミカを見かけないけど、どうしてるんだ？」

　数日後。まだベッドから起き上がれないハルトは、寝そべったままアイリを見た。

　ここのところ、ハルトの看病をしているのはアイリだった。ミカは、食事を作って持って来てはくれるが、それも朝食と夕食のみ。昼間はこの家にいないらしく、全く姿を見なかった。

　不思議に思って聞くと、アイリはりんごを剥むいている手元から視線を逸らさずに答えた。

「ミカ君？　最近なんかオブジェクト班の人たちと交ざってるのよく見るよ」

「ミカが？」

「ミカ君も、あんたの怪我に思う所があったって事でしょ。分かったら、もうあんな無茶やめてよね」

「……悪い」

「それよりほら、りんご剥けたから」

　アイリがツンとした顔で目の前にりんごの入った皿を差し出す。

　ミカの作った果物ナイフで剥いたらしいりんごは、うさぎの形をしていた。

　いつもつっけんどんだけれど、意外と可愛かわいいものが好きらしい。よくミカと盛り上がっているので知っていたが、実際にりんごのうさぎを見るとつい笑いそうになった。しかし笑えば怒おこられるのが目に見えていたので、極きわめて慎しん重ちようにハルトは頷うなずいた。

「ああ、ありがと」

　りんごを食べる為に身体を起こそうとして、ハルトは走った痛みに顔をしかめた。どれだけ怪我に障さわらないよう気をつけても、肩が刺すように痛む。けれど痛がる素そ振ぶりを見せれば、アイリが表情を暗くする。だから、平静を装よそおいながらなんとか身体を起こして、ハルトはりんごを頬ほお張ばった。

「ん。うまい」

「それ、チョビ農園のりんごだから」

「…………チョビ農園？」

　何やら聞き覚えのある名前だ。まさか、と思い彼かの女じよを見ると、アイリは頷いた。

「そ、あのチョビさん。今は農家として暮らしてるんだって。農業を効率化するスクリプトを組んで量産できたから、うちの街にも出しゆつ荷かするって送ってきてくれたの」

「へー……」

「で、まずはこの世界にもあるりんごから始めてみたけれど、そのうち稲いな作さくもやりたいんだって。お米、やっぱ食べたいもんね」

　さすがはチョビだ。

　安息の地を求めて遠くへ行くと聞いていたから、てっきり隠いん居きよ生活を始めるのかと思ったけれど案外活動的だ。しかし農業が効率化出来たとなると、さぞや周囲の村の人に有あり難がたがられているだろう。救世主が来たと思われているかもしれない。

　今は西方の使者と呼ばれているけれど、いつか遠い未来、稲作を始めた神としてチョビの話が神話にでも残りそうだ。

「米か……確かに久しぶりに、おにぎりでも食べたいな」

「ね」

　今の生活にほとんど不満はないけれど、やはり食は重要だ。グラタンやパンもいいけれど、和食も食べたい。

　そう考えて、ハルトはドキリとする。

　そう、不満といえば食事ぐらいなのだ。

　少しずつなめらかに、しかし確かにここでの生活に順応している。

　アイリほど帰りたいと強く思えるかは、分からなくなっていた。

　目的はただ、ソフィアを蘇そ生せいする事。今はそれしか考えていない。

　――まだ、考えるべきではない。

　だから、他のみんなのように、将来を考えられないでいた。

　自分は、どうしたいのだろう。

　アイリのように帰りたいとは、思っていない。

　チョビのようにこの世界に残りたいとは、強く思う事も出来ない。

　だが、この世界を構成する言語を分ぶん析せきするのが楽しいのは確かだ。

　ウインドウを開いて、こつこつと作っている言語表を表示させる。

　ＰＡＳＴＡ言語と、この世界の言語。共通しているところがあるからこそ、読み解ける部分もある。

　けれどもあまりに独自の言い回しが多いので、かなりハルトは苦労していた。

　例えば現実世界では『Spawn』と書けば良いところを、『Mellon』と書かなければならないのだ。さすがに予測できる範はん囲いを超えている。

　けれどもダンジョンに入れば、置き換えるべき単語が分かる。そしてその分かる単語が増えれば、それだけ応用を利かせて使える魔法を増やせるのだ。だから、分析は怠おこたれなかった。

　そうして言語表を見ていたその時、メニュー画面にある Camera という文字を見てはたと思い出す。

　そういえば、怪我をしたダンジョンで奇き妙みような石板を見つけていた。カメラにはおさめられなかったけれど、確かアイリはメモを取っていたはずだ。

「そういや、この間の遺い跡せきで見つけたメモって残ってるか？」

「あ、うん取ってあるけど――」

　何な故ぜかアイリは、ちらりとハルトを見た。言うべきかどうか、迷っているような表情だ。

「何かあったのか？」

　気になって聞けば、アイリは小さく「まあいいか」と言った。

「実は明日、それが書かれた手記を持ってるって人に会う予定なんだ」

「え、何だもう調べてたのか？」

「うん。ハルトが怪我した日から少しずつね」

　なんでもアイリはあの日、ハルトの怪我の手当てが済むとすぐに、この文章を知っている人がいないかと回覧していたらしかった。

　それから数日後、家にある本に同じ文章があると言って来た人がいた。

　この世界で暮らす、ティルタルンの民。

　近くの村の農婦だった。




「ええ、間ま違ちがい有りません。ダンテ先生の書いたもののはずです」

　そう話すのは、このティルタルンで暮らしている農婦の一人だった。

　アイリは、怪我に障ると良くないからと最初反対したが、ハルトは押し切って今ここにいた。

　幸い、医者も『長時間でなければ』と言ってくれたし、そろそろ身体を起こしていても平気になってきた。

　ベッドの背もたれにたくさんのクッションを置いて重病人のような出で立ちで座すわるハルトに、農婦は緊きん張ちようした面おも持もちで話し始めた。

「ダンテ先生ってのはうちが子供の頃この近くに暮らしてた《西方の使者》の先生のお一人ですよ。先生はあそこの遺跡が好きだったんで、うちの兄はよく護衛に付いて行ったもんです」

　彼らが子供の頃に――それは実際には、何年前なのだろう。ティルタルンでの一年が、現実での一晩だったかもしれない事を思い出す。

　それはともかく、やはりハルトらよりも前に訪おとずれた《西方の使者》がいたのだ。

「ほれ、これがダンテ先生の書いた手記です。同じ模様が、書かれとるでしょう」

　彼女が模様と言うのは、イタリア語の事だった。

　手て渡わたされた手記をタップすると、今度は間違いなく翻訳出来た。確かに、細かな言い回しは違うものの遺跡で見たのと殆ほとんど同じ文字が書かれている。

　他にも幾いくつか簡単なメモ書きがあったが、特に重要そうな言葉はなかった。だが学者らしい文字の書き方やくどい言い回しを見る限り、結構昔の人のように思える。

「そのダンテ先生は今、どこに？」

「それがねえ、もういらっしゃらないんです。おそらく西方に帰られたんじゃないかと思っとるんですよ」

「帰った!?　西方の使者は、帰る事ができるの!?」

　食いついたアイリに、農婦ははてと首を傾かしげる。

「さあ……帰られたのか、それとも更さらに別の世界に行かれたのかは、うちらには分かりませんよ。分かるのはただ、ここからいなくなられたって事だけで」

　かつてダンテという人がいて、帰れたのかもしれない。

　どこへ行ったか分からないけれども、もし帰れたとしたらこの上ない朗報だ。

「ダンテ先生、か。何かどこかで聞いた事あるような名前ね」

　アイリが、眉み間けんにシワを寄せて首をかしげる。確かに、ハルトも聞いた事があった。

　手記を見直すと、最後に『ダンテ・アリギエーリ』と署名があった。その名前にも、やはり見覚えがある。

「なーんか世界史の授業で習った気がするんだよな。受験勉強でやったような――」

「しっかりしてよ浪ろう人にん生せい」

「歴史はあんまり得意分野じゃないんだよ」

　でも、とハルトは懸命に勉強の記憶を手た繰ぐり寄せる。嫌いやだと思いながら勉強した、日本史や世界史。あの参考書のどこかに――。

「そうだ、参考書だよ！」

　ちょうど、ミカとの待ち合わせ前に読んでいた参考書。あれは世界史だったはずだ。

　ストレージを見直すと、幸いな事に世界史の参考書は入りっぱなしになっていた。崖がけから落としたのは、別の参考書だったらしい。

　タップして取り出すと、アイリが目を丸くする。勿もち論ろん、農婦も何も無いところから本を取り出したハルトに驚いた顔をしていた。

「あれまあ、使者様の魔法を見てしまったわ」

「うそ、あっちの本、持って来られたの!?」

「みたいだな。といってもこれぐらいしか持って来てないけどさ」

「なんでよ。買った電子書しよ籍せき全部持って来なさいよ」

「それだとアバター容量食うだろ」

　ストレージとはいえ、これはアバターの中に仕込んであった物だ。あまりアバターに情報を詰つめ込めば、動作がカクつくに違いない。

「それより、ダンテだよ。確か、ルネサンスの項こう目もくあたりに――」

　ページをめくると、ハルトの予想は当たっていた。

　――ダンテ・アリギエーリ。フィレンツェ出身の詩人・哲てつ学がく者しや。古代ローマの詩人ウェルギリウスと地じ獄ごく、煉れん獄ごく、天国を旅をする叙じよ事じ詩し『神曲』を執しつ筆ぴつ。

　ハルトが開いたページには、確かにそう書かれていた。

「『神曲』……ハルトは読んだことある？」

「いや、さすがにない――」

　首を横に振ふりかけて、ふと子供の頃ころに呼んだ漫まん画がの記憶が頭をよぎった。

「いや、コミカライズ版なら読んだな。漫画で読む神曲、ってやつ」

　それによると内容は実に単純だったはずだ。ダンテが生きたまま地獄や煉獄、天国をめぐり最後には元いた世界に戻もどるという話だ。

　読んだ当時は、なんて押し付けがましい宗教色の強い作品だと思ったものだったが――。

「もしかしてその人、昔ここに来て、この世界を地獄や煉獄だと勘かん違ちがいして、帰ってから『神曲』を執筆したんじゃないか？」

「え、12世紀からここに？」

「いやもしかしたら、熱ねつ狂きよう的てきなファンがダンテのフリでもしていたのかもしれないけどさ」

　でもこの手記を見ると、まるで当の本人がいたかのように思えるのだ。翻訳されてもなお、文体から古い言い回しが伝わってくる。

「ねえ、ウェルギリウスって人は覚えてない？」

「ウェルギリウス先生？　そりゃあ覚えとりますよ。ダンテ先生といつも一いつ緒しよにおられたもんで」

　まるで、『神曲』のあらすじそのままだ。参考書の古代ローマのページを開き、図説にあったローマ人の服装を見せる。

「こういう服を着てなかったか？」

「あら、そうそう。ウェルギリウス先生はこんな感じのお方でしたわ。懐なつかしいわあ」

　――やっぱりそうだ。二人はここを訪れ、そしてその後現実世界へと戻ったのだ。

「もうその人もいないのか？」

「ええ、ダンテ先生が去った数日後にまた、ウェルギリウス先生も旅立たれましたよ」

　もしまだいたら詳しく話を聞けたのにと、ハルトは思った。

　何より気になるのは、古代ローマ人であるウェルギリウスと、12世紀に生きていたはずのダンテが同じ時間軸じくにいた事だ。

　ここでは、向こうの時間軸は全く干かん渉しようしないのだろうか。いや、それよりも――。

（やっぱり、ゲームの世界じゃないのか）

　そう思わざるを得なかった。

　そもそも、とっくにゲームだとは思っていなかった。ゲームなら、目の前にいるティルタルンの住人がＮＰＣという事になる。

　ＮＰＣ――ノンプレイヤーキャラクター。魂たましいも何もない、プログラムで動く存在。

　しかし彼らには確固たる人生があり、自じ我ががある。だから、ここをゲームの世界だとは思えない。

　だが『ダンテ』も『ウェルギリウス』もゲームの登場人物でないとしたら――本物の彼らがここを訪れたのだとしたら、おそらく過去何度も現実世界から人がこちらへ来ては去っていったのだ。

　きっと帰れる。行きて帰りし物語のように。きっと。

　そのきっかけを見つけるのが、ハルトたちに出来る唯ゆい一いつの事だ。

「ダンテ先生について他に思い出した事があったら、いつでも私に教えて」

「ええ、わかりました。西方の使者様にお目通り出来ると分かったら、きっとうちの村の者も喜んで話しに来るでしょう」

　農婦は、アイリの嬉しそうな様子にホッとしたようだった。

　頭を下げ、農婦が部屋を出ていく。――この世界の人々はやはり、西方の使者にあまりに大きすぎる敬意を払はらっていた。

　だからハルトらはどうしても、彼らと距きよ離りを取らざるを得ないのだ。

　敬われるような存在ではないと、自分が一番知っているから。

　魔法でも、奇跡でもない。自分たちが使っているのは、あちらの世界でなら誰でも使えたようなスクリプトなのだ。

　二人きりになると、アイリは崩くずれるように椅い子すに座り込んだ。

「……良かった……」

　絞しぼり出すように、アイリは囁ささやいた。

「頑がん張ばっていればいつかきっと……私たちは帰れるんだわ」

　アイリが涙ぐんで口元を小さく押さえる。

　切実に帰りたいと、その顔には書いてあった。

　なぜ、そうまでして帰りたいのかハルトは知らない。だがアイリはずっと、言っていた。急がないと、と。

　ハルトは、自分が帰りたいかどうか今もまだよく分からない。だが、アイリを必ず現実世界に届けたいと思っているのは確かだった。

「そうだな。……俺おれも、早く怪我を治すよ。攻略に戻れるようにさ」

「うん」

　涙を浮うかべたまま、アイリが微笑む。

　久しぶりに見る、アイリの心からの笑え顔がおだった。




　そして数日後。ようやく、ハルトの怪我は完治した。

　アイリの涙を思い出し、再び攻略に向けて準備を始める。

　それに今は、別の急務がある。ペスト・エラーの治ち療りよう方法を探す事だ。

　帰るのが先か、ペスト・エラーにかかるのが先か。分からない以上、より多くのスクリプトが扱えるようダンジョンに潜もぐるしかない。

　明日からまた攻略へ向かうつもりで、ハルトはその日の夕食後に道具を確かく認にんしていた。

　食料、鍋なべ、縄や松明たいまつ、そして武器。

（武器って言ってもな……）

　目の前にあるのはただの果物ナイフ。この間短たん剣けんを折ってしまったので、他に使えそうなものはない。

　だが何もないよりはあったほうがいい。

　とはいえ竹刀しないがあったとして今どれだけ振るえるだろうと考えて、ハルトは首を横に振った。

　剣道をやっていたのはもう何年も前のことだ。それにこの世界では殺傷能力の高い剣を生み出すのは難しい。オブジェクト生成したところで、漫画のように『切れ味のいい剣』なんて生まれないからだ。

　素材を付ふ与よすればその分だけ強度は上がるが、今現在ハルトらが把は握あくしている素材で最も強度があるのが、ティルタルンの人々が作った『鉄』だった。

　普ふ通つうに鍛冶かじ場ばで鋳ちゆう造ぞうするやつだ。そこは現実世界と変わらない。

　彼らが作った鉄を買い求め、ハルトらは作ったオブジェクトにマテリアル適用して使っていた。目の前でただの鉄が短剣やフライパンなどのオブジェクトに変化するように見えるので、ティルタルンの人々は大層驚いていたものだ。

　だが、つまり素材不足だ。今のところ、鉄以上に硬こう度どのある素材は見つかっていない。

　この世界の人たちが使う武器と同じでは、おそらくワーグもトロールも倒せないだろう。それはティルタルンの人々が今まで散々実証して来たことだ。

　せめてボウガンか、銃じゆうでもあれば――。

（……銃か）

　設計図があれば、ミカにも作れるかもしれない。銃には詳しくないが、西方の使者の中にはうまくいけばガンマニアがいるかもしれない。

（それと、万が一のために攻こう撃げきモーションでも、作っておくか……）

　いざという時にそれを呪文スクリプトで発動させられれば、足がすくんで動けないという残念な結果にもならないだろう。

　並べた道具をリュックに戻すと、ハルトはまずミカに相談する為に部屋を出た。

「ミカ、いるか？」

　隣となりの部屋の扉の前まで来ると、ハルトはノックした。そのままじっと待つ。この間と同じ轍てつは踏ふまない。

　しかし、いくら待てども返事がなかった。そもそも部屋の中に気配がない。

「……ミカ？」

　もう寝ているのだろうか。しかし、よく考えれば今日の夕食にミカはいなかった。もしかしたらまだ帰って来ていないのかもしれない。

　悪いとは思いつつ扉を開けると、ミカはいなかった。

　連日、オブジェクト班と一緒にいると聞いた。今日もまだ彼らと一緒にいるのだろうと考え、ハルトは階下におりる。

　するとちょうど、オブジェクト班の人たちは階下の酒場に集まって夕食をとっているところだった。鶏とり肉にくのハーブ焼きやチーズをつまみに、ビールを飲んでいる。まだ未成年のハルトらには交ざれない光景だ。

「なあ、ミカ見なかったか？」

　彼らのうち比ひ較かく的てき酔よっていなそうな人に聞くと、彼はチーズの燻くん製せいを齧かじりながら振り返った。

「ミカ君？　いや、６時には別れてるけど」

　今はもう22時だ。４時間も前に別れた計算になる。ふと、嫌な予感を覚えた。

「どこで別れた？」

「いや、普通にここだけど」

「あーでも部屋には帰らなかったみたいだよ。気晴らしにどっか飲みにでも行ったんじゃないかなぁ」

　話に交ざって来たのは、すっかり酔った様子のオブジェクト班のリーダーだった。

「気晴らしに？」

「いやー、実は今日は挫ざ折せつ飲み会でさ～」

　顔を赤くしながら、リーダーがぐいぐいとビールを飲んで行く。飲み干したジョッキを置いて、彼はテーブルに突つっ伏ぷした。

「せっかくみんなで最強の剣作ろうぜーって盛り上がってたのにさ、全然うまくいかないんだよ。もはや残る手はあのイダム山の鉱石で作るぐらいだってなったんだけど、さすがにそんな所誰も行けるわけないしさー」

「それで開発チームを一いつ旦たんバラす事にしたんだよ。そしたらミカ君、相当落ち込んじゃってさ。一緒にやけ酒飲もうって言って誘さそったんだけど、未成年だからって逃にげられたんだよな」

「ミカ君、一番気合入れてたからなー。相当落ち込んでたよ。今いま頃ごろ一人で、やけ食いでもしてるんじゃないかなー」

　ぐだぐだと酒を飲みながら愚ぐ痴ちる彼らの姿に、ハルトは冷ひや汗あせが流れるのを感じた、

　ミカは、一度やると決めたらやり遂とげないと済まない質たちだ。

　落ち込んでやけ食いをするような性格ではない。ましてや一人で泣いて過ごしたりしない。

　ここにいなくて部屋にもいないとなると、残るはただ一つ。

　諦あきらめていないという事。

　つまり一人で、素材を採りに行った可能性が高かった。

（しかもイダム山ってドラゴンが出る所じゃないか！）

　このイダム山はイケットの街の近くにある標高３０００メートルはありそうな山だ。頂上にドラゴンが舞まい降おりる姿をよく見かける。

　ドラゴンもわざわざ人里を襲おそおうとは思わないのだろう。この街を訪れる事はなく、またドラゴンがいるおかげかかえって他の魔ま物ものが徘はい徊かいしないと一種の守り神のように扱われていた。

　それでも近づけば、何が起こるか分からない。そもそも、あんな高い山に挑いどむなど無む謀ぼうだ。

　ハルトは慌あわてて酒場を飛び出すと、一目散にイダム山を目め掛がけて走り始めた。

　イダム山へは多くのヘヴンユーザーがでかけているが、呪文スクリプトが使えないという話も聞かない。そもそもイケットの街が、異世界マーケットだった頃からある山だと言われている。――なら、大だい丈じよう夫ぶだ。

　怪け我がをした記き憶おくが足にまとわりつき、怯おびえが胸に湧わき上がる。だが、ミカの無事が分からないという焦あせりの方が上回った。

　無事でいてくれと、懸けん命めいに祈いのる。

　久しぶりに動かす身体からだは重たくて、やはりここはヘヴンとは違うのだと実感した。




「うう、寒い……」

　イダム山・中腹。

　遮さえぎるものもなく風が吹ふき荒あれる岩場で、ミカは一人かじかんだ手に息を吐はきかけた。

　――イダム山には、スクァーマと呼ばれる強きよう硬こう度どの鉱物がある。

　そう聞いたのは、いつだったろうか。

　一種の伝説じみたその話に、ミカはずっと惹ひかれていた。

　強い硬度を持つ鉱物を使ってオブジェクトを生成したいと、ずっと思っていたのだ。

　けれど、ミカはこれまで一度もスクァーマを使った道具を見た事がなかった。だから多分、人々の願望が作り出した話だろうと頭の隅すみで片付け、他の硬度の高い鉱物で、オブジェクトを作り続けた。

　だが、何で作ってもまともに使える剣は出来なかった。

　ハルトに渡わたす前にテストしたいと、おこもり衆の何人かに協力を頼み剣を使って戦って貰もらったが、一度や二度打ち込んだだけで折れたという。

　折れなかったとしても殺傷能力はろくになく、結局魔法で戦う以上の効果は得られない。

　そして今日まで手に入る限りの鉱物を使って剣を作り続けていたが、ついに試ためせる素材がなくなった。

　こうして開発チームは解散となったが、最後にリーダーが呟つぶやいたのだ。『スクァーマがあればなあ』と。

　詳くわしく聞くと、リーダーは一度だけスクァーマで作った槍やりを見た事があると語った。

　ヘヴンユーザーが作ったものではなく、この世界に住む鍛冶屋が作った槍だ。

　その槍はイダム山の麓ふもとの街のシンボルになっており、街の中心に飾かざられている。

　槍を作った鍛冶職人はもういないが、その息むす子こがイダム山の麓街にいるという。

　――スクァーマがあるかもしれない。そう聞いたミカは、居ても立っても居られず単身その街へ向かったのだった。

（それで、本当にスクァーマがこの山で採れるって聞いたんだけど……）

　採れるのは新月の夜だけだという。

　そして幸いな事に今晩がその新月であり、ミカは支し度たくもそこそこにこうして山を登りに来たのだった。

　ドラゴンの加護があるから、魔物には遭そう遇ぐうしない。その安心感と、いざとなったらハルトから教えて貰った呪文スクリプトで身を守れるだろうと一人で来たが、吹き付ける冷たい風に、次第に心細さに挫くじけそうになっていった。

　ランタンに火を灯ともしていても、先まで見通せるわけじゃない。

　木々の生えない山やま肌はだはかえって守護を無くしたように感じられ、ミカは寒さだけじゃない震ふるえを覚えながら、少しずつ山を登っていた。

　――スクァーマは、竜りゆうの巣に落ちているんだ。

　――新月の夜にしか姿を見せない鉱物でね、翌朝採ろうと思って行ったらもうただの石になっていたんだ。

　――新月の夜に手に入れ、朝を迎むかえる前に打たなきゃいけないんだ。

　今晩を逃のがせば、一ヶ月も待たなければならない。

　その間ハルトに攻こう略りやくへ行くなと言えるはずもなく、無謀だと分かっていながらミカは強きよう行こうしたのだ。

（でも……どうしよう。このペースじゃ、間に合わないよ）

　泣きそうになって、ミカは懸命に唇くちびるを噛かみ締しめた。泣いている暇ひまがあったら、早く登ったほうがいい。

　けれどただでさえ山道に慣れていないのに夜ともなれば、その道行きは困難を極める。

　その時、不安定な石に足を乗せてしまい、ミカはそのまま転んだ。ついた手に鋭するどい痛みが走り、顔をしかめる。見ると手のひらも、膝ひざも、岩に打ちつけたせいで血がにじんでいた。

「膝、擦すりむいちゃった……」

　痛みと情けなさに、ついに涙なみだが堪こらえきれなくなる。

　ぽたぽたとスカートに落ちる涙に、何故かミカは子供の頃を思い出した。

　小学校の頃、学校帰りにサッカーに誘われた時『膝を擦りむくのが嫌だから』と断った事があった。

　少年たちはそんなミカを馬鹿にして、ミカの背中を押おしたのだ。

『なよなよしててキモチワリー！』『女かよ！』『オカマだオカマ！』

　頭上から降り注ぐ罵ば倒とうに、転ばされたミカは反論せずただ泣いていた。地面についた時に擦りむいてしまった手のひらが痛くて、情けなくて、しゃくりあげながら少年たちから逃げるように家へ帰ったものだった。

　けれど、帰り道の途と中ちゆうでハルトが来てくれた。

　帰りの遅おそいミカを心配して、迎えに来てくれたのだ。

　あの時、ハルトの顔を見てどれほど安心した事か。

「ハルト君……」

　お守りのように名前を呼びながら、ミカはもう一度立ち上がる。

　守られてばかりでは、いたくない。

　彼かれを守れる自分でいたい。

　だから素材を手に入れに行くのだ。魔ま法ほうを使えない場所で魔物に遭遇した時、彼が戦う術すべを持っていられるように。

　歩くうちに傾けい斜しやは急になっていった。

　積み上げられた岩にしがみつきながら、ミカは懸命に登っていく。けれど大きな岩を登りきった時、目の前には切り立った崖が現れた。

　取っ掛かかりのろくにない岩いわ肌はだに、ミカは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。ロッククライマーでもなければ登れそうにない崖だ。

　でも、その先にあるなら――。

　萎なえそうになる心を叱しつ咤たしながら、ミカは手にしていた松明を地面に突き刺さすと、代わりにランタンをリュックから取り出した。

　ランタンに火を灯し、それを腰こしからぶら下げる。光の魔法でもあれば良かったけれど、探たん索さくをろくにした事のないミカはその呪文スクリプトを実装していなかった。すべては、攻略に後ろ向きだった自分のせいだ。

　ミカは覚かく悟ごを決めると、崖の僅わずかな取っ掛かりに手を伸のばした。足を隙すき間まに入れ、少しずつ身体を押し上げて行く。

　けれどそんなミカを嘲あざ笑わらうように、すぐそばから嫌な音がした。

　ミシリ、と岩がきしむような音がする。――目の前に、ぬめる何かの身体があった。

（――え？）

　ランタンの灯あかりを受けて、ソレがテカテカと嫌な光を放つ。ぞろりと地面を這はって動いたそれが振り向いた瞬しゆん間かん、ミカは悲鳴を喉のどで押し殺した。

　大きく開いた口の中に、びっしりと歯が生えている。その歯の奥おくから、いくつもの触しよく手しゆがゆらゆらと絡からみ合いながら揺ゆれ動いているのが見えた。

　大きなミミズのような何かの巣に、今ミカは手をかけていたのだ。

　この山には、ドラゴンがいる。だから魔物は出ないはずだったのに。

　下手に動けば、相手を刺し激げきしてしまう。けれども見つかった今、このままでいるのも命取りだ。

　上を見ても、頂上ははるか先だった。引き返そうかと下を見た瞬間、ミカは後こう悔かいした。

　暗く、地面は見えなかった。そんなに高い所まで登ってはいないつもりだったけれど、松明が吹きすさぶ風にかき消されたのか、下は奈落の底のように真っ暗だった。

　――落ちたら、死ぬ。そう思った途と端たん、足が竦すくんだ。

　ぬちゃぬちゃした音が近づいてくる。大きく開いた口の奥の触手が伸びてくる。震えた足が、崖を踏み外はずした――。

「い、やぁあああああああっ！」

　石の崩れる音と共に、ミカは真っ逆さまに落ちていった。

　――自分は死ぬのだと悟さとったその瞬間、ミカは幻げん聴ちようを聞いた。

『ミカ！』

　ああ、ハルト君の声だ。

　会いたかった。

　最さい期ごに会いたかったから、彼の声を聞いてしまったんだ。

　でも出来れば、実際に言いたかったよ。

　貴方あなたのおかげで、僕ぼくは生きて来られました、って。

　ずっと好きでした、って。

「ミカ！」

　突とつ然ぜんミカは、下から衝しよう撃げきを受けた。地面に叩きつけられたのだと思ったけれど、それにしては痛みが少ない。瞑つぶった目を開くと、目の前には煌きらめく星空があった。

　空を、飛んでいた。

　強風に、短い髪かみとスカートがバタバタとはためく。落下する事なく、ミカは滞たい空くうしていた。

　呆然としているミカの視界の先で、星空が光に塗ぬりつぶされていく。

　光が、地平線から上がっていく。夜明けだ。

　スクァーマは、新月の夜にしか手に入らないと言われているのに。朝日が出てしまった。

　――ああ、間に合わなかった。

「僕……ハルト君に作る剣けんの、素材を手に入れたかったのに……」

　朝の日差しが、涙に滲にじんでいく。そんなミカの耳に、やっぱり好きな人の声が届いた。

「だからって一人で行く馬鹿がいるか！」

　叱責する声も、懐かしかった。

　背中に、誰だれかの腕うでの感かん触しよくを覚える。

　まさか、とミカは恐おそる恐る振り返り、自分をハルトが抱かかえている事に気がついた。

　飛んでいるのは、ハルトだった。

「ハルト……君？　なんで……」

　なんで、ここにいるの。なんで飛んでいるのと、ミカが唇をぱくぱくと開閉させる。ハルトは、焦る顔でミカを見た。

「前に、ジャンプ力をアップさせられるかもと思って、障壁コライダーを仕込んだ靴くつを試しに作っておいたんだよ。でも一度ジャンプしたら、障壁コライダーが永遠に増ぞう殖しよくするバグが出て降りられなくなった」

「え？」

　障壁コライダーの増殖。つまり、透とう明めいな壁かべが足と地面の間に増殖し続け、地面に降りる事が叶かなわなくなるという事だ。

　このまま増殖し続ければいずれ、大たい気き圏けんに突とつ入にゆう出来るほどの《足場》が足の下に生まれてしまう。

「ってことで靴くつ脱ぬいで落ちるぞ！」

「ええええ!?」

　ハルトが靴を空中に蹴けり上げる。その瞬間、上じよう昇しようが無くなった。

　ふわりと、ジェットコースターが落下する直前のように内臓が浮いた感覚に襲われる。

　そして、二人は一気に落下していった。

「きゃああああっ！」

　悲鳴を上げしがみつくミカの背に手を当てて、ハルトはウインドウを開く。

「大丈夫だ。落ちる直前に地面のマテリアルを柔やわらかいものに書き換かえる！」

「そんな事出来るの!?」

「ああ、任せろ！」

　コンソールウインドウを使える場であれば、ハルトは無敵だ。

　だからハルトは、先に出たはずのミカに追いつく事が出来た。自分のいる座標の摩ま擦さつ係数をゼロに書き換えて加速し、凄すさまじい勢いで滑って来たのだ。

「略式詠えい唱しよう《クイック・スペル》――テンダー・マテリアル！」

　ハルトの呪文スクリプトが読み上げられたのと、二人が地面に到とう着ちやくしたのは同時だった。

　ふわりと、パンケーキのように柔らかい地面が二人を包み込む。それからハルトとミカは抱だき合ったまま二、三度バウンドして止まった。

　しかしその落下を狙ねらいすましていたように、ミカを襲おうとしていたミミズのような魔物が巣穴から這い出して来た。

　二人を餌えさだと認にん識しきして、その大きな口をガバリと開く。

　だが、スクリプトが使えるハルトにとっては敵ではなかった。

「UniteProject　SquareCollider!　Call ヘヴン TRIGGER　HUMMER is True!」

　ハルトが呪文スクリプトを叫さけぶと、魔物の身体が石に置き換わった。

　身体をよじりながら必死の抵てい抗こうをするも虚むなしく石化したワームたちは、地面に打ち付けられそのまま粉々になっていく。

　剣を振り上げるまでもなかった。

　ハルトの呪文スクリプトにより一いつ瞬しゆんで倒たおされた魔物の姿に、ミカは座り込んだままただただ呆然としていた。

　ハルトは、強い。

　呪文スクリプトさえ使えれば、彼に敵はない。

　でも、使えないエリアが現れた。だから、剣が必要だった。

　――必要だったのに。

「ハルト君」

　呟く声は、震えていた。ミカの頬ほおを伝う涙に、ハルトがぎょっとした顔になる。

「ミカ、どうした？　怪我でもしたのか」

　ああ、こんな時でさえ優やさしい。ミカはただ、首を横に振って彼の服をそっと掴つかんだ。

　大好きな人だ。

　でも、彼を守れるのは自分じゃない。

　スクリプトが使えない場所でも、アイリの歌は発動しただろうと言っていた。

　神様に愛された、奇き跡せきの歌うた姫ひめ。

　愛する人を守れるのは、彼かの女じよだけだ。
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　ミカはウインドウを開くと、個別ストレージから一つのアイテムを取り出した。すると目の前に、白い剣が現れる。

「……剣？」

　驚おどろいた顔をするハルトに、ミカは剣を手渡す。

「これ、僕がここ数日かけてずっと作っていた剣なんだ」

「ミカが？」

「情報、見て貰えるかな」

　ハルトは受け取り、その剣の情報ウインドウを開いて目を見開いた。

「強度が、５００もあるじゃないか！」

　普ふ段だん使っている果物ナイフの強度は２００だ。それに比べれば破格の数値を持った剣のはずだった。

　だが、レンガの強度もまた５００だ。つまりこの剣はレンガを切れない程度の剣なのだ。

「ごめんなさい。僕、ハルト君が戦いで使えるような最強の剣を作りたかったんだ。でも、どんな素材を当てはめてもこの剣の強度はこれ以上上がらなくて……だから、スクァーマを、手に入れたかったんだ」

　この剣の《マテリアル》をスクァーマに置き換えれば強度が上がると信じて、新月の夜にしか手に入らないと言われるスクァーマを探しにやってきたのだ。

　だが、その夜は明けてしまった。

　すべてを洗い流すような朝日の中で、ミカはただ静かに泣いた。

　歌声を持たない自分に出来るのは、彼が身を守る為ための武器を作る事だけだったのに。

「ごめんね。スクァーマ、手に入れられなかった。その剣、完成させられなかったよ……」

「ミカ……」

　泣きじゃくるミカの頭を、ハルトがそっと撫なでる。

　ミカが顔を上げると、ハルトは穏おだやかに微笑ほほえんでいた。

「大丈夫だよ」

「え？」

「《心を込めて作った物には魂が宿る》だろ？　ミカが作った武器だ。きっとうまくいく」

　ハルトは、受け取った剣を空へと掲かかげて持った。

　きらきらと輝かがやく朝の日差しが、ハルトの横顔を優しく照らしている。澄すんだ瞳ひとみの色に、ミカは胸が軋きしむように痛むのを感じた。

　自分の好きな人は、やっぱり自分を救ってくれる人だった。

　この恋こい心ごころはけれど、彼を悩なやませるだろう。

　ミカは、女でいたいから。

　女でいられるのは、この世界でだけだから。

　そして彼は、前へ進む人だから。

「ありがとな、ミカ。この剣、使わせて貰うよ」

「うん。……でも、無理はしないでね」

「ああ、勿論だよ」

　歯を見せて笑って、ハルトは腰のベルトに剣を装着した。

　アイテムストレージにアクセス出来ない時にも使えるように。

　常に身につけてくれるのだと分かって、ミカはまた泣き出しそうになった。でもこれ以上泣いたらきっとハルトを困らせる。だから微笑み返して立ち上がった。

「――帰ろう、ミカ」

　差し出された手を、ミカは取る。

　子供の頃に何度も握にぎった手のひらは、いつの間にか大人の男の人の手になっていた。




「ミカ君！」

　イケットの街に戻ってくると、一晩中起きていたらしいアイリが走り寄って来た。

「馬鹿！　もう心配したんだから！」

「アイリちゃん、ごめんね」

　抱き合う二人を見ながら、ハルトはあくびを噛み殺した。

　さすがに一晩中走っていたから、全身がクタクタだ。

「じゃあ、部屋に戻ってるぞ」

「うん。ハルト君、ありがとね」

「ああ」

　ミカの世話はアイリに託たくす事にして、ハルトは部屋に戻ろうと踵きびすを返す。その時、背後から何かが倒れるような音がした。

「ミカ君!?」

　アイリの悲鳴に振り返ると、ミカが青ざめた顔で倒れていた。

「ミカ!?」

　まさか怪我をしたのかと慌てて駆かけ寄って触ふれる。その腕は、信じられないほど熱かった。

「ハルト！　お医者さんを呼んで来て！」

「分かった！」

　眠ねむ気けも吹き飛んで、ハルトは町医者のもとへと走る。

　そして連れてきた町医者から彼女の診しん察さつ結果を聞いた後、ハルトは全身の血の気が音を立てて引いていくのが分かった。

　――ミカが、ペスト・エラーに罹かかったというのだ。
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　ミカの吐く弱々しい息が、静かな部屋に響ひびいている。

　ハルトは、町医者とアイリと共にミカの看病をし続けていた。

　看病と言っても、食事をとらせたり、額に当てる布を冷やしたりするのはアイリだ。ハルトと医者は、二人でミカのアバターデータを確認し続けていた。

　感かん染せん経路も、治し方も分からないというペスト・エラー。それは、人体アバターを構成するコードが汚お染せんされる事で発はつ症しようする病だ。

　解かい析せきをすすめるうち、ミカの身体にも他の患かん者じやと同様に汚染されている箇か所しよが見つかった。

　誰が、ここを書き換えたのかは分からない。

　そもそもアバター書き換えはこの世界においてはご法はつ度とだ。

　でもかつてのヘヴンには、こうして他者のアバターを書き換え悪戯いたずらをする者もいた。視界データを書き換えホラー画像を見せつける悪戯――視界ジャックを、ハルトもかつて受けた事がある。

「……これってやっぱり、悪意のあるヘヴンのユーザーがやった事じゃないのか？」

「それは、無理だと思います。私も長らく調べていますが、アバター書き換えはどうしても出来ませんから」

「でも例えば、どっかのダンジョンでそういうスクリプトを手に入れた人がいたとして、それを秘ひ匿とくしているとしたら？」

「その可能性は、確かにあるかもしれません。でも、その人に何の得が？」

「それは……」

　ただの悪戯と呼ぶにしては、あまりに悪あく趣しゆ味みだ。

　それに病気にかかった人に共通点はない。交友関係もバラバラだし、行動範はん囲いも異なる。

「犯人探しは後よ。それよりも、治し方を見つけないと」

　発言したのは、アイリだった。

「アバターの書き換えに関わる呪文スクリプトが分かれば、病びよう原げん菌きんをデリート出来るんでしょう？」

「ええ、そのはずです」

「なら私は、ダンジョンに行ってくる。……探してみせるわ」

　言い切って部屋を出て行ったアイリを、ハルトは追いかける。そして廊ろう下かの途中で、彼女の腕を掴んだ。

「待て、場所も分からないのにどこ行くっていうんだ」

「手当たりしだい行けばいいじゃない」

「また機能制限されてるダンジョンに当たったらどうするんだよ！」

「私の歌は機能制限されているダンジョンでも使えたわ。――ハルトが寝ね込こんでる間、他の人と行って分かったの」

「でも、一人じゃ歌い終わるまでに攻撃受けるだろ！」

「じゃあ、黙だまって見てろっていうの!?　ペスト・エラーに罹ったら、十日後に死んじゃうのに！」

　――そう。ペスト・エラーには、特効薬も自然治ち癒ゆも有り得なかった。

　どこかの誰かが確実に殺しに来ているとしか思えない、システム汚染。

　これに罹れば、治る術などない。

　涙を浮かべて睨にらむアイリに、ハルトは拳こぶしを握りしめた。

「黙って見ていられるわけないだろ！」

　怒ど鳴なったのは、ハルトも怖こわかったからだ。

　この世界に誘ったのは、ハルトだ。やってみたいと話したミカにアストラルＶＲのセットアップをして、初めて行く所にあのエリアに選んだのはハルトなのだ。

　あのエリアにあの時いた人で、ここへ来た人と来なかった人がいるとチョビは言っていた。その違ちがいは、もしかして通信速度の差なんじゃないかとたまに思うのだ。

　回線を専有して快適なアストラルＶＲを実現させようと、ハルトはあの日家の通信機器に小細工した。

　もしかしたら、あれがなければここへ来なかったんじゃないかと。

　もしかしたら、あの時別のエリアを選んでいればここに来なかったんじゃないかと、考えるのだ。

　それでも今までは、ミカが女の身体を喜んでいるように見えたから良かった。

　だが、ミカはペスト・エラーにかかった。――この世界で、死ぬかもしれないのだ。ソフィアのように。

「ごめん。そうよね、ハルトの方が辛つらいよね」

　反省したように言って、アイリはハルトに一歩近づく。

「なら、一いつ緒しよに探しに行こう。ううん、みんなで行こうよ」

「みんなで……？」

「私、色んな人に声かけてみる。私の歌があるって分かれば、協力して貰えるかもしれないじゃない。チョビさんにもまた来て貰えるように頼たのんでみる。絶対、ミカ君を助けてみせる」

　息巻いて言ってから、アイリは呟く。

　だって初めて出来た友達だから、と。




　三日のうちに総勢五十名を超こえる《西方の使者》が集まった。

「久しぶりじゃの、ハルト！」

　チョビもまた、バ美おじ村からすぐに駆けつけてくれた。

　スピードが出るよう改造された荷馬車から降りたチョビの姿に、久しぶりのおじさんボイスに、頼もしさがこみ上げてくる。

「む、アイリは？」

「今、他の捜そう索さく隊たいメンバーと会議してる。それより、チョビにも念ねんの為ミカを見みて貰いたいんだ。来て貰えるか」

「無論じゃ」

　チョビを伴ともないミカの部屋に入ると、彼はちょうど医者の看病で水を飲んでいるところだった。

　青白い顔でハルトたちを見て、静かに微笑む。

「ハルト君……」

「ミカ、具合はどうだ」

「うん。……僕なら、大丈夫だよ」

　全然平気そうには聞こえない弱々しい声で囁ささやいて、ミカが再びベッドに横たわる。

　その前に、ハルトとチョビは並んで座すわった。

「ふむ、ミカ。少々、アクセスしたい箇所があるんだが、良いか？」

「アクセスしたい、箇所……？」

「実はな、アバターの、その――他人に見せづらい所からアクセスすると、外部からのアクセス履り歴れきが見られる事がつい最近分かったのじゃ。だが、他のペスト・エラーにかかった者らは拒こばむような箇所でのう。そのせいで、調べが遅おくれておるのだ」

「それは、どこなの？」

「えー……」

　チョビが、言いにくそうにミカの耳元でごにょごにょと囁く。その瞬間、ミカが驚きに目を見開いた。困ったようにミカが俯うつむき、それから熱に潤うるんだ目でハルトを見る。

「あの……ハルト君になら、見られていい……」

「えっ。それ、どこなんだ？」

　二人のただならない様子にハルトは慌て、具体的な場所をチョビに聞いて頭を抱えた。

　普ふ通つうなら、確かに見ないような場所だ。

　だが、それでアクセスログが取れるなら、ペスト・エラーの解明に必ず役立つ。

　いつ、どこから、どのようにミカのアバターに書き換えをしたか分かれば、行くべきダンジョンが分かるのだから。

「分かった。じゃあ俺おれが確かく認にんする。皆みなは出てて貰っていいか」

「うむ。頼んだぞ、ハルト」

　扉とびらが閉まり、ハルトはミカと二人きりになる。

　ミカは、しばらく恥はじらうように黙っていたが、やがて決意した表情で服に手をかけた。

　するすると、服を脱ぬいでいく音が部屋に響く。躊ちゆう躇ちよない仕草だった。

「ハルト君。お願いします」

「……分かった」

　これは、治ち療りようだ。懸命に言い聞かせて、ハルトはミカの足に手を触れた。

　ミカの肩かたがビクリと震えて、その唇から小さく声が漏もれる。

　妙みような気持ちになりそうで、ハルトは懸命にミカの顔を見ないようにしながら、その問題の箇所を覗のぞいた。




$ su -

Luca tomari west

# cd  /var/log/httpd

# ls

access_log

error_log

access_log-32100811




　ミカのアバターデータにアクセスして、彼のシステム汚染を確認していく。

　チョビの言う通りだった。

　普通にアクセスするのとは違って、この方法でやるとアバターのログが深く分かる。

　欲ほしい情報は、どこからのアクセスで、いつ汚染が始まったのかだ。

　参照するスクリプトを入力すると、ログが目の前で開示されていった。
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　開示されたアクセスログを、ハルトは手元のメモに残して行く。

　けれど途中から文字化けが起きて、読めなくなってしまった。そのせいで送信元の詳しよう細さい情報は分からなかったが、それでも送信場所の座標だけは手に入った。

　これなら、行くべき場所が分かる。冷ひや汗あせの浮うかんだ額を手で拭ぬぐって、ハルトはログウインドウを閉じた。

「ミカ、ありがとな。おかげでかなり分かった」

　ミカの服を元に戻もどし布ふ団とんを掛け直すと、ミカは顔を赤くしながら弱々しく微笑んだ。

「僕でも、ハルト君の役に立った？」

「最初から役に立ってるだろ」

　幼い頃ころそうしたように、ミカの頭を撫でる。

　ミカは「そっか」と笑って、それから相当具合が悪かったのか再び眠ねむってしまった。

　ペスト・エラー。未知の病が、ミカの命を蝕むしばんでいる。

　ハルトは今のデータを報告する為に、すぐに部屋の外へと向かった。

　外に出ると、そこにはチョビと町医者、そしていつの間に来たのかアイリの姿があった。

　さっきまでの事を思い返し、何な故ぜかアイリの顔を見て気まずい思いになる。だがアイリはそんなハルトの様子に気づかずに彼に詰つめ寄った。

「ハルト！　ペスト・エラーにかかる人の法則が分かったって！」

「本当か!?」

　驚いて聞き返すと、医者が代わりに頷うなずいた。

「ええ。捜索隊が集まった事で情報共有が出来たのですが、実は病に倒れた人に共通しているのは、セキュリティの甘あまいアバターを使っていたという事でした」

「セキュリティ？」

　首をかしげるアイリの横で、ハルトははっと息を呑のむ。

「……BlendAR で作ったアバターか」

「うむ。BlendAR は誰にでも使える便利なツールじゃ。ああした無料ツールは、見た目を整える程度の機能しかないからのう。アバターのセキュリティ項こう目もくがガバガバだったようじゃ」

　ミカが使っているのは、自分で作ったアバターだ。しかもヘヴンに入る当日、数時間で作ったものだ。

　一度入ってみて、楽しんでもらった後にデータを確認しようと思っていた事を、ハルトは今思い出した。だが今いま更さらだ。

「アイリは？　どこでアバター作った？」

「私は事務所に作ってもらったから、よく分からないけど……」

「あ、アイリの３Ｄならば大だい丈じよう夫ぶじゃ。わらわが作った物だからの。バッチリ設定しておるよ」

「え」

「え!?　チョビ、モデラーだったのか!?」

「うむ。実は、現実世界では３Ｄ会社に勤めておった」

　道理で詳くわしいはずだ。ハルトが驚いていると、チョビは、ふふふ、と得意げな顔をしてアイリを見上げた。

「ということでアイリ。わらわの事は、ママと呼んで良いぞ」

「いや呼ばないけど」

　因ちなみにハルトも自分で作ったアバターだったが、ヘヴン時代に悪意あるユーザーからアバタージャック系の悪戯を受けた関係でセキュリティ項目を最大まで引き上げてあった。

　おかげでペスト・エラーにはかからず済みそうだが、そこに人じん為い的てきな気配を感じてハルトは俯く。

　システムを汚染させた者。それは悪質なユーザーなのか、それともこの世界の神なのか。

　分からないが、方角が分かれば調べるべきダンジョンを絞しぼり込む事が出来る。

「それで、ハルトは何か分かったのか？」

「ああ。ミカのシステムが汚染された日時と、アクセスしてきた方角が分かった」

「本当か!?」

　口に手を当てて可愛かわいく驚くチョビに、ハルトは頷く。

「感染した日時は、ちょうどミカが倒れた時間だった」

　倒れた時間――つまり、イダム山から帰って来た早朝だ。

「ふむ。つまり、潜せん伏ぷく期間は無くシステムが書き換えられたと同時に発症するタイプの病という事じゃな。それで、どの方角からのアクセスだったのじゃ？」

「ああ、ログに出た数値と地図を照らし合わせると、この座標が出た」

　さっきのログで出た数字と、地図を重ね合わせた図を目の前で作ってチョビに見せると、彼かれは難しそうな表情でぽつりと呟つぶやいた。

「……西方、か」

　チョビの言葉に、ハルトはざわりと嫌いやな物で心臓を撫でられたような感覚を覚えた。

　――西方の使者と、自分たちは呼ばれている。

　伝承にある《闇やみを打ち破り、世界を平和に導く》存在だ、と。

　だが西方の使者の正体は、ただのヘヴンユーザーだ。

　ＶＲ機材を被かぶったが故にこの世界に転移させられたただの人間。だが、ＶＲの機能を保有したままだから、かつて仮想空間で構築していたギミックがこの世界でも発動出来る。まるで、魔ま法ほうのように。

　その魔法使いが、もしまた来たとしたら？

　自分たちと同じ世界から。

　いや、別の世界から。

　――西方には、何がある？

「ここの座標は、まだ未調査だったよな」

「うむ。念の為、誰か行った事のある者がいないか、早さつ速そく聞いてみるとしよう」

　地図をオブジェクト化して、階下へと向かう。

　そこには、ペスト・エラーを治す方法を探す為に集まった《捜索隊》がいた。

　彼らの殆ほとんどは、帰る方法を探して旅をしている攻こう略りやく組だった。

　だが何人かは、すでにこの世界に定住していたはずのユーザーだった。

　身内をペスト・エラーで亡なくした者。

　今まさに近しい人がペスト・エラーに罹かかった者。

　ハルトと同じ思いで、友人を、家族を治したいと願う人たちが一堂に会している。

　個人主義だったヘヴンユーザーが初めて集う大規模な捜そう索さくが、始まろうとしていた。




　準備には、丸一日かかった。

　情報を共有した結果、入り口まで行ったという人によると幸いな事にスクリプトは使えるらしい。

　しかし万が一を想定し、皆武器を携たずさえて出発する事になった。

　ハルトの腰こしには、ミカが作った剣がある。

　素材が手に入らなかったと泣いていたミカが、それでも懸けん命めいに作った剣だ。きっと敵をも打ち砕くだける。

　全員での行軍は、少人数での攻略よりもずっと時間がかかる。

　だが二日ほど歩いた頃には、目的とするダンジョンへと辿たどり着いていた。

　湖のほとりにある岩山の麓ふもと。そこに洞どう窟くつがあった。

「ここが、ヴァルマーレの洞窟か……」

　一体誰がつけたのか、昔来た西方の使者かそれともティルタルンの人々か、遺い跡せきには必ず名前がついていた。

　洞窟の入り口には、大きな扉があった。

　その扉には、洞窟の名前と《一度入ったら二度と出られない》と、脅おどかすような文言が書かれていた。

　間ま違ちがいない、ここが目指していたダンジョンだ。念の為タップして座標を調べると、確かにミカのアクセスログにあった数値の近きん似じ値ちが表示されていた。

　ログにあった座標へ向かう為には、やはりこの洞窟に入る必要がありそうだ。

「扉の開き方は単純だよ。普通に指で触さわれば《Use》って出るんだ」

　一度入り口まで行った事があるという若者が言った。

　文字の出るオブジェクトに出くわしたのは久しぶりだった。それはヘヴンの機能であり、イケットの街の扉でしか見ない挙動だったのだ。

　ここもまた、かつてヘヴンにあったエリアなのだろうか。チョビの顔を盗ぬすみ見るけれど、彼は首を横に振ふった。

　歴戦のＶＲ戦士であっても、初めて見る場所らしい。

　緊きん張ちようしながら、ハルトらは扉を開いた。

　大きな音を立てながら、扉は内側に開いて行った。

　松明たいまつに火を灯ともし、中を覗き見る。

　中は薄うす暗ぐらく、空気は淀よどんでいた。

　だが、妙だった。

　他のダンジョンと違い、入り口はともかく中は自然のままの形で残されている洞窟だった。

　今までハルトらが入って来たダンジョンはどれも、人の手が加わった形けい跡せきのあるものばかりだった。かつて何なに某がしかの文明があったと思わせる、装そう飾しよくや文様の数々。

　それらが、ここにはない。

　あまりに普通の洞窟らしい様相に誰もが拍ひよう子し抜ぬけし、そのうち「他人の身体からだにエラーを作れるスクリプトを手に入れたやつが、ただの洞窟に隠かくれ住すんでいるんじゃないか」と、言い出す者まで現れた。

　確かにそう考えれば、扉に《Use》が出たのも納なつ得とくだ。

　もし予想が合っていれば、座標の位置に隠れ住んでいる人をこの人数で脅せばすべてが片付く。

　思ったよりも、簡単にペスト・エラーの問題は解決するかもしれない。

　少し気が緩ゆるみつつ、全員で歩いていく。やがて、水の流れる音がしてきた。

「地底湖だ……」

　洞窟の中には、水が満たされていた。行き止まりかと思ったが、ランタンで照らしてみると壁沿いにまだ道が続いているのが見える。岩を削けずって作ったような、細い足場だ。

　その道の先には、岩の切れ目があった。おそらくあの先に道が続いているのだろう。

（なんだか、嫌な雰ふん囲い気きだな）

　洞ほら穴あなの近くの道は狭せばまっており、横にはいくつかの岩が水面から姿を覗かせていた。元々あった岩場が崩くずれた名な残ごりかもしれないし天てん井じよう近くから落ちたものかもしれない。

　洞どう窟くつ内ないで細い道を通る場合、一番気をつけなくてはならないのは足場の崩ほう落らくだ。さらにこの道の横には、水場がある。

　もし万が一水の中に魔ま物ものが潜ひそんでいたら、ひとたまりもない。この間のダンジョンで、細い階段で襲おそわれた時を思い出して、ハルトは身み震ぶるいした。

　しかし一本道で、他に進めそうな所はない。つまり、この道を通らなければ先へ行けそうになかった。

　もしここで襲われたらひとたまりもないと思いながら、慎しん重ちように歩いていく。

　――特に、水面下に妙な生物がいる気配はない。

　このまま順調に行けば道を渡わたりきり、あの洞穴に辿り着く。そのはずだったが――。

「ふぬぉあああああああああ!?!?!?」

　野太い悲鳴が上がったかと思うと、先頭を歩いていたチョビが逆さ吊づりになっていた。

　バタバタと短い手足をばたつかせたが、ただスカートの中の女児パンツが見えただけだった。

「チョビ!?」

　チョビの足を掴んでいるのは、長い触しよく手しゆのようなものだった。それが、水の中から出ている。

（いや、違う水じゃない！）

　見ると、洞穴近くに落ちていたかと思えた岩から、何本もの触手が生えていた。

「ローパーだ！」

（ローパー？）

　誰だれかがローパーと呼んだそれは、岩の形をしていた。

　上部には大きな目があり、ぬるぬるした触手がその岩の下部から生えている。

　そして、岩にしか見えないその魔物に一つだけついている目の下に、大きな切れ目が生まれた。
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　――口だ。チョビを、あれで食べるつもりだ。

「むぐぐぐ、こんなやつ、こうじゃ！　U-nity Project Onigiri Call ヘヴン TRIGGER　HUMMER is True!」

　チョビの呪文スクリプトと同時に、彼のアバターからはおにぎりの形をしたオブジェクトが飛び出した。武器には見えないそれが、彼を掴んでいる一本の触手を切り落とす。

（おにぎり型の手しゆ裏り剣けんか……）

　一瞬見とれそうになったが、手裏剣で触手を切り落としたチョビは真っ逆さまに落ちて行った。

　慌あわててハルトは、チョビの落下地点にクッションを出す呪文スクリプトを唱える。

「助かるぞ、ハルト！」

　ぽふん、と可愛い音がしてチョビがそのクッションに落ちる。しかしその背後にはまたさっきの化け物が迫せまっていた。

　――切った触手が、再生していく。

　今までにない魔物の挙動に、その場にいた全員が唖あ然ぜんとした。

「皆、走るぞ！　ここを渡り切るのじゃ！」

　チョビの叫さけび声と同時に、一いつ斉せいに全員が走り始める。

　もう誰がどこにいるのか、隊列もわからなくなった。

　ただがむしゃらに走り、攻こう撃げきを避さける為の障壁コライダーを呪文スクリプトで出現させながら一行は奥おくへと走り――。

　気がついた時には、地上の光など見えなくなっていた。

　ようやく静せい寂じやくを取り戻した頃、肩で息をしながらハルトは消えてしまった松明に火を灯す。

　周囲には、すっかり土で汚よごれてしまった捜索隊の面々がいた。

「皆、大丈夫か？」

「ああ、平気だが……」

「これ、散り散りになったんじゃないか？」

　誰かの呟きに、沈ちん黙もくが落ちる。

　振り返り、その場にいる人数を数えると、確かに数名の姿がなかった。もしかしたらあの水場に落ちたのかもしれない。

　安心させるように口を開いたのは、チョビだった。

「まあ、引き返したりして無事でいるであろう。わらわたちは精せい鋭えいのヘヴンユーザーじゃ。とにかくここにおる人数で先に進むしかあるまい」

「そうね」

　それから一行は、状じよう況きよう確かく認にんをしていった。

　人数はこの騒さわぎで数名減っていたが、幸いな事に酷ひどい怪け我が人にんはいないようだった。

　血の匂においはしないし大丈夫だと励はげまし合って、僅わずかに減った捜索隊は隊列を組み直すと改めて洞窟の奥へ進む事にした。

　アイリとハルトは、隊列の中なか程ほどにいた。

　捜索隊には男が多い。そのせいか、アイリは他のメンバーからやたらと丁てい重ちように扱あつかわれていた。




「アイリちゃん、喉のど渇かわいてない？」

「アイリさん、足疲つかれてないか？」

「平気だから、早く行きましょ」

　言い寄る男たちに、アイリは極きわめて冷ややかに接していた。

　慣れたその対応に、ハルトは密ひそかに驚おどろく。西方の使者としてティルタルンの人々から女め神がみと言われている事は知っていたが、攻略組からもある種羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見られていると、この時まで知らなかったのだ。

　でも言われてみれば当然だ。彼かの女じよは新しん進しん気き鋭えいの歌うた姫ひめとして、話題になっていた。情報に疎うといハルトはともかく、大たい抵ていの人はアイリを見て彼女があの AILI だと気づいたのだろう。

「何よその目」

「いや、知らなかったなって思ってさ」

　ハルトの言葉に、アイリは怪け訝げんそうな顔をした。どういう意味だと視線で促うながされて、ハルトは言う。

「ヘヴンユーザーもなんだかんだでミーハーだって事だよ」

「ああ……」

　アイリは納得したように頷いた。それから、俯いた。

「仕方ないわ。ＰＡＳＴＡ言語も分からないような小こ娘むすめが、攻撃手段を持っているんだもの」

　まだこの世界の理ことわりが謎なぞに包まれている今、確かにアイリは最大の謎を秘ひめていた。

　なぜ、コードを書かずに魔法を紡つむげるのか。言われてみたら、ヘヴンユーザーが興味を持つだけの理由があった。

「そういや、そうだったな……」

「そういや、って。ハルトは気にしなかったの？」

「いや、まあそりゃ初めて聞いた時はびっくりしたけど、なんだか説得力もあったし」

　アイリの歌には、それだけ強い力があった。

　この世離ばなれして美しい、天上の歌声。

　それはよく出来た３Ｄオブジェクトに性能が追加されるのと似たようなものだと、すぐに納得してしまったのだ。

「なにそれ」

　ハルトの説明にアイリは吹ふき出し、それから柔やわらかい眼差しで微笑ほほえんだ。

「だから、なのかな」

「何が？」

「ううん、なんでもない」

　絹のような髪かみを揺ゆらして、アイリが一歩前に出る。腕を後ろに組んで歩くのは、アイリの機き嫌げんが良い時の癖くせだ。

　それから一行は、座標を目指して道を歩いて行った。

　洞窟は、奥に行くにつれ広くなっていくようだった。冷えた空気が足を撫なで、底知れなさに誰もが次し第だいに無口になっていく。

　獣けものの唸うなり声か、それとも風か。

　不気味な音が響く中、前方からうっすらとした灯あかりが見えて来た。

「外か」「いや違う」などとざわめきが広がり、戸と惑まどい、警けい戒かいしながら一行は洞窟の先へと向かう。

　――出た場所にあったのは、見上げるほど大きな空間。

　都市の姿だった。

「なんだ、これ……」

　誰もが、ただ呆ぼう然ぜんとその光景を見上げていた。

　青白い灯りが、白と黒を基調とした石作りの建物群を幻げん想そう的てきに照らしている。

　床ゆかには幾き何か学がく的てきな文様が彫ほられており、傷一つ付いていない。

　つい昨日出来たかのように美しく荘そう厳ごんなその都市にはしかし、誰の気配もなかった。

「地下都市……」

　誰かの呟き声が、小さく落ちた。

　見上げると、空はなかった。青白い人工灯が薄うすぼんやりと張り付いている。

　一歩前へ出て、近くにある建物の壁かべにそっと触ふれると、冷たくも温かくもない、滑なめらかな素材で出来ているのが分かった。

　この建物が、何で出来ているのかは分からない。だが、現実世界にないもので作られているのだけは確かだった。

　奥から、轟とどろくような風が吹いてくる。何か、恐おそろしいものが現れるような予感を誰もが覚えた。

「座標は、あっちだよな」

「ああ。……行くか」

　誰が言うでもなく、自然と隊列が密集する。身を寄せ合い、ウインドウを開いてスクリプトが使える場所だと確認しながら、一行は進んで行った。

　コツコツと、地面を叩たたく足音が疎まばらに反はん響きようする。ハルトは、歩きながらその都市の様子を観察していた。

　高い塀へいに囲まれた細い道を通り、座標を目指して歩いていくと、大通りらしき所に出た。

　ガラス窓がはめ込まれた低い建物が、両側に並んでいる。見ると、中はガランとしているもののかつての趣おもむきを伝えるような装飾が見えた。

　読めない文字で描えがかれた看板、埃ほこりの積もった窓まど枠わく。――中にあるのは、テーブルと椅い子すだ。

「……店、だったのか……？」

　ハルトは小さく呟いて、そのガラス戸を指先で触れた。

　窓の奥には備え付けのカウンターがあり、椅子が地面に転がっている。時間とともに朽くちた物もあるのだろうか、見知らぬ素材で作られているその家は、埃が積もってはいるものの不気味なほどかつての姿を残していた。

　そこには誰かが、何かが暮らしていた形跡が残っている。明らかに、今まで探たん索さくしてきた遺跡とは違い、異質な様相だった。

　部屋の奥には、壊こわれた液えき晶しようさえある。

「でも、誰が住んでたんだ……？」

　ハルトが呟くのと同時に、ヒッと隣となりから息を呑む声が聞こえた。悲鳴を押おし殺して、アイリがハルトの肩にしがみつく。

「ハ、ハルト！　あそこ、誰かいる――」

　アイリの声に見れば、暗いガラスの向こうに亡ぼう霊れいのように浮かぶ白い影かげがあった。だが、よく見ればそれがただの作り物だと分かる。

「アイリ、あれマネキンだ」

「……マネキン？」

　服は朽ちたのか、そこにあったのは何も着ていないマネキンだった。

「な、なんだ。脅かさないでよ」

　ほっとしたように、アイリがハルトから慌てて距きよ離りを取る。でも、ハルトの方はかえってぞっとする気持ちだった。

　――マネキンは、現実世界で見ていた物と大差なかった。つまり恐らく人間とそう遠くない体形の何かが、ここで暮らしていたのだ。マネキンに服を着せ、デザインの良よし悪あしを見た目で判断し、着き飾かざる事を楽しむような生き物が――。

　ティルタルンの人たちだろうか。

　それとも、いつかの時代の西方の使者たちだろうか。

　かつての文明の名残が透すけて見え、その生々しさにぞっとした。

　何故、ここには誰もいないのだろう。

　どうしてこれほどの文明を有していた何者かが、この住すみ処かを捨てたのだろう。

　――何かに、滅ほろぼされた？

　ハルトがそう思い至ったその時、誰かがふと足を止めた。

「……あれ、一体なんだ？」

「何だ、どうした？」

　ざわめきが広がり、一行が足を止める。

　彼の指差す先、とある家の中で何か光る物があった。

　液晶か、電源が生きているのか――。近寄って窓の中を覗き込むと、それは人一人が入れるほどの大きな楕だ円えん形けいの鏡のようなものだった。

　表面が、水面のようにゆらゆらと揺らいでいる。青白く発光しているそれに、ハルトは見覚えがあった。

「ポータルだ……」

　あれは確かにヘヴンにあったポータルだった。エリアとエリアを繋つなぐもの。ヘヴンの機能だ。

「ポータル!?」

「まさか、別のエリアに行けるのか!?」

「――帰れるってことか!?」

　予想もしていなかった物の発見に、俄にわかに騒がしくなる。

　この反応は当然だった。このティルタルンに転生してから一度も、ポータルを見た者はいなかったからだ。

　かつてのヘヴンの名残を感じさせるオブジェクトに、帰き還かんの甘い幻げん想そうが否いや応おうなしに立ち上る。

　ハルトらは、逸はやる気持ちを抑おさえながらその家の扉を開いた。軋きしむ音がして、家の扉が横へとスライドしていく。埃が舞まい、古びた匂いが鼻をついた。

　近寄って見ても、それは紛まごうことなきポータルだった。

「どうする？　入るか？」

「でも罠わなかもしれないじゃないか」

「むしろペスト・エラーを流は行やらせたやつらが、ここにいるんじゃないか？」

「どうする、無視する？」

　ざわめきが広がり、戸惑いに歩みが止まる。

　そんな中、一人声を上げた者がいた。

「私、行ってみる」

　アイリだった。彼女の発言に、一気に場が騒そう然ぜんとする。

「それは危ないよ！」

「変な場所に飛ばされたら、帰って来られなくなるじゃないか」

「でも――」

　アイリの目が、縋すがるようにポータルを見る。もしここが、現実世界に繋がっているとしたら。そう目は告げていた。

　ハルトはウインドウを開いて、座標を確認した。目的地の座標はまだ遠い。ここではなかった。

「とにかく調査は後だ。今はひとまず、目的の座標へ向かおう。……入るとしても、帰り道でだ」

　ハルトがこの座標をメモすると、アイリは名な残ごり惜おしそうにポータルを見つめながら頷いた。

「うん、そうだよね。今はミカ君を助けなきゃ」

　もし帰れるとしても、ペスト・エラーに罹かかった人たちを置いては行けない。

　誰もが、家で臥ふせっている友を、恋こい人びとを思おもい浮かべる。彼らを救う為ために、自分たちはここへ来たはずだった。投げ出して帰れるほどの薄はく情じよう者ものは、ここにはいない。

　改めて進もうと、家の扉を再びくぐる。その時ハルトは、入り口近くに黒ずんだ跡あとが残っているのに気がついた。

　この都市に人がいた頃の名残だろうか。点々と落ちたその黒い物は、血を思わせる。それは、床の所々に落ちていた。扉から、ポータルへと向かって。

　この都市にいた人たちは、ポータルを使って去ったのだろうか。だとしたら、何故ここまで発展した街を捨てなければならなかったのだろう。

「ハルト、行くよ」

　アイリに声をかけられ、ハルトは気にかかりながらもその家を後にした。

　今は都市を捜索している時ではない。

　一行は再び歩き始めた。誰もいない大通りを歩き、またポータルがないだろうかと視界の端はしで探さがしていく。

　そして、都市の中ほどまでやってきた時だった。

　風を切る音がしたかと思うと、一行の進む先に矢が刺ささった。

「敵だ！」

　誰かの声に矢の放たれた元を見上げると、小さな鬼おにのような魔物が屋根の上にへばりついていた。

　近未来的な都市に、そのファンタジーじみた見た目は似合っていない。けれど彼らは、この地にすっかり住み着いているのか、地の利を生かしてハルトら一行を攻撃し始めた。

　緑がかった肌はだに、尖とがった耳に醜しゆう悪あくな鉤かぎ鼻ばな。

　襲って来たのは、現実世界にあったゲームや映画などで見たゴブリンそのものだ。

　思えば、この世界にいるのは物語で見た事のある魔物ばかりだった。それはこの世界が作り物だからだろうか。それとも――。

（むしろこの世界から、輸入したのか……？）

　この世界と、現実世界は何かが似ている。

　ＰＡＳＴＡ言語に似た言語で成り立っているのも。既き存そんのファンタジー作品で見かける魔物が多いのも。

　かつて、この世界に来てそれを見た人が、いたからじゃないだろうか。

　空中に障壁コライダーを展開して矢を避よけながら、ハルトは攻せめ来る敵の姿を視界の端に捉とらえる。彼らはやけに、この街並みに慣れているようだった。

　――この都市を滅ぼしたのは、彼らか？

　ここに誰一人いないのは、魔物の群れに殺されたからだろうか。もしこの都市を滅ぼしたほどの軍勢がいたとしたら、戦って勝てるだろうか？

　肝きもが冷え、ハルトは降り注ぐ矢を避けながら走る。しかし遮さえぎるもののない大通りで、彼らは格好の的だった。

「数が多すぎる！　二手に分かれるぞ！」

「分かった！　俺おれたちは、右手へ行く！」

「後で合流しよう！」

　声を掛け合って、一行は二手に分かれる。屋根を伝って走るゴブリンたちの放つ矢が、先々の道に突つき刺さった。

　アイリが、ハルトの隣に並んだ。息を切らしながら、彼女が必死にハルトを見る。

「ハルト！　これどうするの!?」

「あそこまで走る！　そうすれば障壁コライダーで道を塞ふさげるはずだ！」

　道の先には、都市の切れ目があった。つまりは、地下の洞窟へ繋がる道だ。

　目的とする座標は、あちらを指していた。都市を抜ぬけて、洞窟に戻るのだ。

　後ろからは、交戦する音が聞こえていた。走りながら振り返ると、屋根から下りてきたゴブリンたちと、戦っている姿が見えた。呪文スクリプトを使い、世界を書き換かえゴブリンたちを倒たおしていく。

　大丈夫。呪文スクリプトが使える場所なら、平気だ。二手に分かれても全ぜん滅めつしたりはしない。でも――確かに、数が多すぎる。

　天井近くに通路でもあるのだろうか、どれほど倒しても、走っても、ゴブリンは無限に湧わいていた。

　ハルトとアイリ、チョビやその他数名で先へと走る。

　廃はい墟きよとなった都市を通り抜け、座標の位置を目指して走る。けれどその時、大きな影が一行の前に立ちふさがった。

　ゴブリンと言うには、大きすぎる。手にした斧おのが青白い灯りを反射して鈍にぶく光る。ふいごのような息の音が、低く響ひびいた。

「……トロールじゃ……」

　呟いたのは、チョビだった。チョビの何倍もあるその巨きよ体たいに、チョビがしっぽの毛を逆立てる。

「トロールなど、ＭＭＯＲＰＧで何なん匹びきも倒してきた。わらわに勝てると思うなよ！」

　トロールを前にしても、チョビは怯おびえもせず鮮あざやかな手付きで魔法を発動させた。

　ゆらりと手をふると、地面から円えん錐すい形けいのオブジェクトが幾いくつも現れる。そしてチョビは、それでトロールの身体を八やつ裂ざきにした。

　どう、と大きな音を立ててトロールの身体が横よこ倒だおしになる。――けれども、そこにいたのは一匹ぴきだけではなかった。

　二匹、三匹とトロールが前から歩いてくる。どこから出て来たのか、確かく認にんすら出来なかった。

　地下なのか、それともこの廃墟に住んでいるのか。

　もしそうだとしたら、逃にげる為に家に立てこもる事もできない。

　いや、それより目の前のトロールだ。

　おびただしい数のトロールが、立ちはだかっていた。

　――殺せ、とトロールが唸ったような気がした。

　ぞっとするような殺気に、総毛立った。

　トロールは、持っている棍こん棒ぼうを構えてハルトらに突っ込んで来た。チョビが呪文スクリプトを唱え、障壁コライダーを作り出す。

「ハルト！　そこを曲がって皆みなと先へ行け！」

「っ、でも――」

「わらわなら大丈夫じゃ！　ＶＲ歴十年をゆうに超こしておる！　心配ない！」

　ピシピシと音を立てて、障壁コライダーにヒビが入る。もはや、一刻の猶ゆう予よもなかった。身を翻ひるがえし、すぐ横の小こう路じに入る。

　けれどそこにも、ゴブリンたちがいた。奇き声せいを上げながら切りかかってきたゴブリンを、間かん一いつ髪ぱつ避さける。

「Uni-te Project CUBE Call ヘヴン TRIGGER　HUMMER is True!」

　素す早ばやく略式詠えい唱しよう《クイック・スペル》を唱えて、ハルトは地面から障壁コライダーを生やした。それが、何匹かのゴブリンたちの身体を跳はね飛ばし、ほんの一いつ瞬しゆんの猶予ができる。

「走れ！」

　ハルトの掛け声で、一斉に全員で都市の切れ目へ走る。

　しかし次から次へと現れるゴブリンたちに、一人、また一人と足止めに仲間が残って行った。

　一番奥に、都市の出口がある。

　暗くぽっかりと空いたその口に転がるように飛び込んだ時、そこにはもうハルトとアイリの二人しかいなかった。

　後ろには、何匹もゴブリンが追って来ていた。それらを断たち切るように、ハルトは入口にも障壁コライダーを発動させる。

　地面がせり上がり、入り口が埋うまる。光が遮られ、真っ暗になった。

　今作った壁の厚みは、何メートルもある。恐らくこれでもう、外からゴブリンが入ってくる事はないだろうと、ハルトはほっと一息ついた。

　次は、灯りを灯して座標を確認しよう。ハルトがウインドウを開こうとしたその時、横からヒッとアイリの息を呑のむ声が聞こえた。

「アイリ？」

「ハルト……ここ、何かいる」

　何が、と言いかけた瞬しゆん間かん、生ぬるい息が鼻先に触れた。ポタリ、と水すい滴てきが落ちる音がする。

　何か巨きよ大だいな生き物の、規則正しい息が聞こえていた。

　松明に火を点けて、確認しないといけない。分かっているのに、ハルトは動けなかった。

　動けば――火を点ければ、終わりだ。あちらにも、気づかれる。

　だから火を点けた時が、多分終わりだ。

　手のひらで、今作り出した障壁コライダーにそっと触れる。

　この障壁コライダーを再び書き換えて、外へ出るか。

（駄だ目めだ、外へ出たらまたゴブリンたちが襲ってくる）

　前を睨にらんだまま、何か手はないかと暗くら闇やみの中、指を横に這はわせたその時、指先が何か水のような物に触れた。

　音がした。――突とつ然ぜん、視界の端に青色の光が浮うかび上がる。

　その光が照らし出したのは、トロールよりも一回り大きい巨体を持つ牛の形をした魔物だった。

　――ミノタウロスだ。

　泥どろのような色をした涎よだれを垂らして、眠ねむっていたらしいミノタウロスが顔を上げる。口を開いた途と端たん、鼻をつく臭しゆう気きが充じゆう満まんした。

　グオオ……と寝ね息いきのような低い唸りが喉のど奥おくから漏もれる。そしてミノタウロスは、ゆっくりと身体を起こした。

　どろりと濁にごった目が、ハルトらを見ている。

　あまりの巨大さに息を呑む。その時、隣の青い光がひときわ強く輝かがやいた。

　この挙動には、覚えがある。――ポータルだ。

　都市の中にもあったポータルが、ここにもある。あの高度な文明を思わせる都市といい、ここだけがかつてのヘヴンのようだった。

（一体、なんなんだ？）

　分からなかったけれど、考えている猶予はなかった。

　目の前のミノタウロスが低く鼻を鳴らし、壁に立てかけていた彼かれの身長と同じぐらいのハンマーに手をかけ、持ち上げようとする。

　もう、ここしかない。どちらにせよ、逃げ場ばなどないのだ。

　ハルトは覚かく悟ごを決めた。繋いだままだった手を引き寄せてアイリと共にポータルに身体を潜くぐらせる。

　音がする。ポータルに入る時にする、電子音。ヘヴンの頃ころ、何度も聞いた音だ。

　どこへ行くかも分からないまま、ただはぐれないようにとハルトはアイリの手を強く握にぎった。




　移動は、一瞬だった。

　瞬まばたきをしただけのようなほんの僅かな時間の後、ハルトとアイリの二人はまるきり違ちがう見た目の場所にいた。

　彫ちよう刻こくの施ほどこされた古い壁に、蔦つたが伝っている。壁のところどころには青白いランプがあり、その薄暗い道を微かすかに照らしていた。

　すぐ傍そばの溝みぞから、水の流れる音がする。

「ここ……地下水道……？」

「……みたいだな」

　さっきの都市の地下なのだろうか、それとも全く異なるエリアなのか。やはり同じく見慣れない素材で作られている壁には、見知らぬ文字が書かれていた。

　せめて座標でも調べようとウインドウを開こうとして、ハルトは唖然とした。

「ここ、ヘヴンの機能が使えない場所だ」

「うそ」

　アイリも慌てて開き、そして何の機能も使えないと知って息を呑んだ。その顔が、不安げに歪ゆがむ。

「どうするのハルト」

　振り返っても、どこを見ても、潜ってきたポータルは見当たらない。

　見知らぬ地下水道の真ん中に、二人はいるようだった。

「とにかく、歩いてみよう。せめて開けている場所に出たい」

「うん……」

　アイリは、不安そうだった。当然だ。突然、戦力がなくなったに等しいのだから。

　だからハルトは、腰こしに帯びたミカが作った剣に触れて笑った。

「そんな顔するなって。ミカが作った強度の高い剣をちゃんと持って来てるからさ」

「ハルト、使えるの？」

「一応こう見えて剣けん道どう二段だ」

「それって強いの？」

「…………」

　黙だまったハルトに、アイリがはぁとため息をつく。

「まあいいわ。いざとなれば、どっかにうまく隠かくれて歌うから」

「何だよその顔は。安心しろ、ちゃんと守るから」

「言っとくけど、自分の身も守ってよね。また気絶したハルト運ぶのなんて嫌いやだから」

「善処する」

　言い合いながら、二人は薄うす暗ぐらい道を歩いて行った。未知の場所で、スクリプトが使えない。黙っていたら不安ばかりが膨ふくれ上がりそうで、軽口でもいいから何か言っていたかったのだ。

　自然と、二人は身を寄せ合うようにして歩いていた。

　早足で、ただ前へ進む。

　再び皆と合流したいと、ただ願っていた。




　けれど夜を迎むかえても、二人は元の場所に戻もどれないままだった。

　天てん井じようの開けた場所を本日の寝ね床どこに決め、野営を始める。

　そこは、天井の一部が崩ほう落らくしているおかげで夜空が僅かながらも見える場所だった。空が見えるというのは、安心するものだ。今までずっと暗く閉へい鎖さ的てきな場所を歩いていたから尚なお更さらだった。

　燃える炎ほのおが、手元を柔らかく照らしている。上がる煙けむりに誰かが気づいてくれればと祈いのりながらも、魔ま物ものには見つかりたくないと二人は身を寄せ合って炎を見つめていた。

「……今いま頃ごろ、みんなはもう目標の座標に辿たどり着いてるかな」

「かもな。俺たちも、早く合流しないとな」

　次々と湧いてくるゴブリンに全滅したとは思いたくなくて、二人は笑って顔を見合わせる。

　けれど互いに、笑えみとは言えない情けない表情が浮かんでいた。

　自分らを逃がす為にトロールに対たい峙じしたチョビ、矢を射るゴブリンと戦っていた皆を思い出す。

　うまくあそこから離り脱だつ出来ていればいいが。放っておくとまた悪い予想ばかりしそうで、ハルトは背負っていたカバンから持って来た食料を取り出した。

「ほら、それより夕飯食うぞ」

「……うん」

　持って来ていたのは、保存に適したパンとチーズだった。

　携けい帯たいしていたナイフでチーズを切って、軽く炎で炙あぶった後パンに載のせる。

　簡素な食事ではあったけれど、空腹の身体からだには染しみ渡わたるようだった。それからさっき汲くんで来た水を鍋なべで煮しや沸ふつして冷ましたものを二人で分け合って飲む。

　もし、うまくアバターのストレージ容量を圧あつ迫ぱくせずに物を運べるようになったら、水や食料もいちいち運ぶ必要もなくなるのにとハルトは思った。

　だが実際は、ストレージの都合上できない。

　腹をくださないかと不安に思いながら、沸ふつ騰とうさせた水を飲んでいるのだ。

　言語が分かれば、それも出来るようになるだろうか。

　そうなれば、もっと無敵になれるのに。

　ヘヴンの機能が制限されている今は、ティルタルンに住む人たちとハルトは何ら変わらなかった。

　何が西方の使者だと思いながら、ハルトは何な故ぜかＡＲグラスを外した時の事を思い出した。

　受験のあの日。すべての加護を失い、ハルトは思ったのだ。こんなにも今まで見て来た世界は脆もろかったのだと。

　――もし、この世界に《アップデート》が入ってＰＡＳＴＡ言語が使えなくなったら？

　初めて、その不安が浮かんだ。

　こうした制限エリアだけでなく、どこの場所でも使えなくなったら。

　人々に《西方の使者》の加護を与あたえ対価を貰もらうような生き方が出来なくなる。生活の糧かてすら、失われる。

　西方の使者の持つ脆さに思い至り、ハルトは喉のど元もとに手を当てた。

　早く、この世界特有の言語を――神の言語を解き明かさなければ。

　今は、ＰＡＳＴＡ言語とこの世界の言語の合わせ技で呪文スクリプトを発動させている。でももし、ＰＡＳＴＡ言語由来の命令文を取り除きすべてを神の言語で構成すれば、ここでも魔ま法ほうが使えるかもしれない。

（取り出すを指し示す文字列は分かってるんだ。あとは、オブジェクト名の表記さえ間ま違ちがわなければ……）

　もし、空気中の水分の文字列さえ分かれば飲料水を作り出せるとハルトは思った。試ためしに、空中に指先でコードを書いて行く。

　水――水を、この世界の言葉ではなんと表現するのだろう。

　分からないなりに想像をつけてコードを書き終えると、妙みような感覚に襲おそわれた。何かの命令文が走る気配がする。だが結局、何も起きなかった。

（やっぱり駄目か……）

　近いところまで行ったような気がしたけれど、完全に実行するところまで行けない。でも多分、あと少しのような気がした。

「ハルト、何やってるの？」

　指先で文字を書いてるハルトに、アイリは怪訝そうな顔をした。ハルトは首を振ふって、残っていたパンをかじる。

「いや、何とか呪文スクリプトが唱えられないか試してたんだよ。アイリの歌みたいにさ」

　どこでも奇き跡せきを発揮する、アイリの歌声。おそらく、歌そのものが《神の言語》で構成されているのだろう。音律が、声が、ＰＡＳＴＡ言語に由来しない。だから、スクリプトを制限されたエリアでも彼女は歌える。

「ダンジョン攻こう略りやくで結構分かる言葉が増えて来たから、いけると思ったんだけどやっぱ厳しいな」

　物事はそう単純ではない。分かってはいたが、まだ自分には扱えないと分かるのは悔くやしかった。

　それに、どうにも心もとない。魔法が使えないのは、見知らぬ土地で丸まる裸はだかにされたような感覚だ。

　無事に、帰れるだろうか。

　それよりも、無事に見つけられるのだろうか。ペスト・エラーの治し方が。

（ミカ……）

　ペスト・エラーで命を落とすのは平均して罹り患かん後十日前後だった。まだ無事のはずだが、何事にも絶対という事はない。

　こうして、道を見失っている間に容態が急変していないだろうか。

　気は急せくけれど、休息は重要だ。魔物に遭そう遇ぐうした時に疲ひ労ろうが溜たまっていたら、そこでデッドエンドとなりかねない。

　このままソフィアに続いてミカが死ぬ事だけは、絶対に嫌だ。

　だから、元いた場所に戻り目的の座標を目指したかった。

　パチパチと爆はぜる焚たき火びの音だけが、響いている。

　その音を聞きながら、二人は黙って食事を進めた。

　食事を終えても、何となくどちらも動けないままだった。

　普ふ段だん一いつ緒しよにダンジョン攻略する時は日帰りだった。よく考えれば、準備はしてきたとはいえ野営は初めてだ。どう休めばいいのか、お互いに分かっていなかったのだ。

　横に座すわるアイリの表情を盗ぬすみ見る。彼かの女じよは、ただぼんやりと焚き火を眺ながめていた。遠くを見るような眼まな差ざしの中に、心細さが揺れている。

　迷子になった幼い子のようなその横顔に、ハルトは気がつけば唇くちびるを開いていた。

「なあ、アイリ。ずっと気になってたんだけど、どうして元の世界に帰りたいんだ？」

　何気ない質問だった。アイリが、怪け訝げんそうに顔を上げる。

「ハルトは、帰りたくないって事？」

「いや、そういうわけじゃないけど――」

　そこまで言って、ハルトは自分の迷いを思い出した。

「いや、正直さ、帰りたいか帰りたくないかよく分からないんだ」

　自分の手のひらを見て、ゆっくりと話し始める。

「俺は、帰るのが当たり前だと思ってた。でも、チョビとかはそうじゃないだろ？」

　農園を始めたチョビを始めとした、バ美おじ村の人たち。彼らは、西方の使者として呪文スクリプトを使いながらも、それでも全てそこに頼たよったわけではない生き方をしている。もしかしたら彼らはとっくに、魔法を使えなくなった場合を考えていたのかもしれない。

「あの人たちはみんなこの世界で生きて行こうとしてる。……ミカもさ。だから、よく分からなくなったんだよ」

「私は……」

　アイリは、膝ひざを抱かかえながら口を開いた。燃える焚き火を眺める眼差しが揺れる。囁ささやくような声が、唇から漏れた。

「それでも私は、絶対に帰りたい。帰らなきゃいけないの。パパが、死ぬ前に」

　息を呑んで固まるハルトに、アイリは困った顔で微笑ほほえみ返す。何かを諦あきらめたような、寂さびしい笑顔だった。

「私ね、実は父子家庭で育ったんだけど、私が中学生の頃、パパとは血が繋がってないって分かったんだ」

「え――」

「戸こ籍せきには、養子って書かれてた。ずっと、実の父親だと思って生きて来たのに違ったんだ」

　パチパチと、薪まきの爆ぜる音がする。アイリの遠くを見ているような横顔を、炎が赤く照らしていた。

「初めて知った時すごくショックで……でも、パパに聞いて肯こう定ていされるのが怖こわくて、本当なのかって聞けなかった。そのせいで何となくよそよそしくなっちゃってさ、パパのお願いも、全然断れなくなっちゃった。断ったら捨てられるんじゃないか、って怖くなって」

　だから、歌い始めたのだとアイリは言った。

　そもそも子供の頃から、ＡＩ開発に携たずさわる父親の研究を手伝う為に歌っていたという。

「詳くわしい研究内容は知らないけど、多分歌声による人工知能作成とか、そういうのだったと思う。……だから、パパはいつも言っていたんだ。歌声に感情を込めろ、って。歌声で感情を偽いつわる事は不可能だから、って」

　縮こまるように、アイリは膝を抱え込む。

「でもパパが実の父親じゃないって分かってからは苦しくて、全然歌えなかった。何を歌っても悲しくて、苦しくて……パパには、感情をもっと込めろって怒おこられてばっかりだった。だから、あの日逃げ出したんだ」

　アイリは、ゆっくりと静かに語った。

　夜、研究室を飛び出して走った時のこと。

　歌えという父を呪のろいながらも、父に嫌きらわれたくなかった事。

　本当はまた前のように父の役に立ちたかった事。

　でももうどう歌えばいいか分からなかった事――。

「だから、歌手になってみたの。誰だれかの為に歌うって気持ちを、思い出したかったから」

　それに父に反発する気持ちもあったと、アイリは苦く笑しようを浮かべた。

「だってパパったら厳しくて、『お前の歌には感情がない』なんて言うんだもの。なら、たくさんの人の心を動かせるって証明してみせたかった。だから家出して歌手になったの」

　歌手になった頃は楽しかったとアイリは言った。

　歌を聞いて喜んで貰えたのは久しぶりで、純じゆん粋すいに心の赴おもむくまま歌って。

　そうして、歌うた姫ひめ AILI は世界的に知られる歌手となった。

　けれどそこまで語ったところで、アイリは俯うつむいた。
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「でもＭＶ撮さつ影えいに入ったあの日、パパが倒れたって連れん絡らくを貰ったの」

　連絡をくれたのは、父の研究を手伝う知人だった。その人から聞いて、アイリは自分の父が闘とう病びよう中で、余命が幾ばくもない事を知ったのだ。

「もう何年も前から病気の治ち療りようをしてたんだって。でも絶対私に言うなって言ってたんだって。歌声に影えい響きようするから、って。本当は今回も、言うなって言ったんだって。私の歌声が、良くなってるから。邪じや魔まするな……って」

　ぽたりと、目から涙なみだが零こぼれ落ちる。膝を抱えるアイリは、嗚お咽えつを堪こらえて肩かたを震ふるわせた。

「どうして、言ってくれなかったんだろうね。言ってくれたら、私は家出なんてしなかったのに」

「……アイリ」

　ハルトはただ、名前を呼ぶ事しか出来なかった。

　他人の、事情もろくに知らない人間の慰なぐさめなど、役に立たないと分かっていたのだ。

　だから、黙って待つ。アイリは顔を上げて、濡ぬれた目で炎を見つめた。

「だから私、早く帰りたいの。パパに、変わった歌声を聞かせたい。こんな風に歌えるようになったよって、テレビ越しなんかじゃなくて、本物の歌を聞かせたいの。……それで、今までのお礼を言いたい」

　その横顔は、養父の死を覚悟する顔だった。

　きっと、ハルトらが現れるまでの一年間ずっと、耐たえて、耐えて、そして諦めて来たのだ。

　だがハルトたちが来て、現実での時間とここでの時間がズレていると知った。

　突とつ然ぜん湧わいた希望に喜べど、それでも養父の死を覚悟した気持ちは消えていない。

　不安定なまま止まってしまった今が嫌だから、アイリは帰りたいと焦あせるのだ。

「そうか。なら早く帰ろう。といってもこっちとあっちじゃ時間の流れが違うみたいだけどな。古代ローマ人とルネサンス時代の人間が一いつ緒しよにいたみたいだし」

　――だから、きっとまだ間に合う。安心させるように言ってみせれば、アイリは涙を拭ぬぐって笑った。

「そうだよね、ナルニア国物語みたいに、全部元通りになれるよね。ハルトも受験勉強に戻らなきゃいけないし」

「……思い出させるなよ」

　おどけてみせたハルトに、アイリがくすくすと笑う。平気だと自分に言い聞かせて。きっと帰れると信じて。

　だからハルトは、約束を告げた。

「……必ず、一緒に帰ろう」

「うん」

　約束があれば、人は強くなれるから。一人で頑がん張ばるよりも、二人で頑張るほうが心強いから。

　たとえ今の望みがソフィアの蘇そ生せいのみだとしても。

　自分が帰りたいのかは、まだ分からない。でもアイリを帰したいと思うのは、確かだったから。

　アイリは、どこか晴れやかな顔で空を見上げた。

「ありがと、ハルト」

「……ん」

　素す直なおにお礼を言われて、ハルトは照れながらも頷うなずいた。アイリに倣ならって空を見上げる。

　視線の先、天井の向こうはるか遠くには満天の星が覗のぞいていた。

　自分たちの育った空は、どこにあるのだろう。

　手を伸のばしても届かない距きよ離りにある星空を思って、ハルトは目をつむった。




　――それから二日後。

　アイリとハルトは、今もなお出口を探して彷徨さまよい歩いていた。

　木の根や蔦が張り付いている迷めい宮きゆうの中は暗く、窓すらない。

　天井に隙すき間まがないせいで、今が昼なのか夜なのかすら分からなかった。

　通った道を間違えないよう、カバンに入れてあったチョークで印を付けながら進んで行く。

　けれど二人は似たような景色の中から、抜け出せないでいた。

　さっき通ったじゃないかと思えるような岩がん壁ぺきにはチョークの印もなく、そこが初めて通る道だと伝えてくる。

　もう二度と、この迷宮から出られないのかもしれない。

　あの時、ポータルをくぐるべきじゃなかったと、ハルトが何度も後こう悔かいしていた時だった。

「ハルト、見て！　あそこにあるの、ポータルじゃない？」

　アイリの指し示す先、道の奥おくには青い色がチラついていた。

　揺ゆれる水面のような、青白い光。間違いない。あれは、前に見たポータルそのものだった。

　自然と、互いに笑顔になる。二人は顔を見合わせて頷くと、一緒に走り始めた。

　ポータルの先に何があるかは分からない。それでも、ここをぐるぐると回り続けるよりはマシに思えたのだ。

　青い光目め掛がけて、長い道を駆かけ抜けていく。

　やがて道が終わり、二人は足音が反はん響きようするような大きな広間に出た。

　松明たいまつの灯あかりが、広間の壁かべを照らす。

　岩壁には、人の形をした大きな石像が埋め込まれていた。

　石像の隣となりには、赤や青を使って描えがかれた何か宗教画のようなものがうっすら見える。

　しかし松明の光が届かず、何が描かれているのかまでは分からなかった。

（それより今は、ポータルだ）

　ハルトは、意識を前に集中させる。

　広間の一番奥に、ポータルはあった。

　広い空間の中、二人は駆けて行く。後少しだと思った矢先の事だった。

　チリチリと焼け付くような殺気を感じて、ハルトはハッと足を止めてアイリを手で押おし留とどめた。

　本当にそれは、ただの予感だった。

　だが、すぐにその判断は正しいと分かる。

　――ポータルの奥に、何かがいたのだ。

　ポータルの光に隠れてよく分からないが、大きな山のようなシルエットだけが見える。

　しかし山でも岩でもない。低く息を吐はき出す音が聞こえてきた。

　――暗闇の先に、爛らん々らんと光る金の目がある。一いつ対ついの瞳ひとみが、ハルトを見ている。

　ソレが身体を起こす気配がした。それだけで、ゆらりと空気が揺れる。松明の火が風で、掻かき消えた。

　ポータルの光だけが視界に残る。その青い光の前に、鱗うろこで覆おおわれた巨大な足が現れた。

　地じ響ひびきがして、その足が地面を踏ふむ。

　巨大な生物が、ポータルを跨またいでいるのだけが分かった。

　火の消えた松明を捨てて、ハルトは剣けんに手をかける。冷ひや汗あせが、頬ほおを伝って地面に落ちていった。

　初めに見えたのは、黒々とした巨大な爪つめだった。鱗に覆われた前足が、腹が、顎あごが、ポータルの光に照らされていく。

　黄金の目が、ハルトらを睨んでいる。薄うすく開いた口からは、苛いら立だたしげな息が吐き出される。

　そこにいたのは、物語で見るそれと変わらない、幻まぼろしの生き物。

　――竜りゆうだった。

「アイリ、逃げるぞ」

　ヘヴンの機能が制限されている今、戦える見込みはない。

　たとえ目の前にポータルがあったとしても、引き返して別の道を探すべきだ。

　しかし振り返ったハルトは、愕がく然ぜんとした。

（そんな、馬鹿な……）

　入ってきたはずの入り口が、どこにもなかった。

（ありえない、そんなはずは――）

　必死に探すけれど、どこにも逃げ場はなかった。

　ふと、ヘヴンの頃を思い出した。

　ヘヴンには、入り口はあるけれど出口はない雑なエリアがいくつもあった。まるでそれのようだ。

　その時、竜が声を上げた。

　耳を塞ぎたくなるような、巨大な咆ほう哮こう。

　ビリビリと空気が揺れ、竜が地面に爪を立て前傾姿勢になる。

　一刻の猶予もなくなったと分かった。

　――だが、勝てるわけがない。
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　呪文スクリプトが使えないハルトに、怯えきったアイリ。

　ならイチかバチかでポータルに飛び込むしかないと考えたが、その上には竜がいる。

　その時、竜が長い尾おで壁にある石像を打った。ぱらぱらと石の崩くずれる音がして、石像が欠ける。

　死ぬかもしれない。

　絶望に押しつぶされそうになった時、アイリの震える息いき遣づかいが聞こえた。

　――ここで、諦めるわけにはいかない。アイリがいるのだから。

　彼女を、現実に帰すと決めた。自分は帰れなくても、彼女だけは。

　覚悟を決めると、ハルトは鞘さやから剣を抜いて構えた。

「アイリ、歌ってくれ」

　背にアイリを庇かばい、低く構える。戦おうという視線を見せたハルトに、アイリは泣きそうな声を上げた。

「ハルト、でも」

「これしかない。――帰るんだろ」

　アイリを振り返ってハルトは笑った。怖くないよと、父を想おもえと。

　そしてハルトは、アイリの返事を待たずに竜を目掛けて走った。

　剣を振りかざし、その足に斬きりつける。

　戦い方なんて、分かるはずがない。それでも時間を稼かせげればいいのだ。

「アイリ！」

　歌えと叫さけんだハルトに、アイリはワンフレーズ目を歌い始めた。




　　　　"Vieni", mi disse

　　　　Un giorno il Redentore,




　パーティクルが広がり、アイリの髪かみがふわりと風に乗る。けれどその時竜が前足を上げ、斬りつけていたハルトの身体を軽々と吹ふき飛ばした。

「ハルト！」

　アイリが、歌うのを止やめてしまう。途と端たん粒りゆう子しは消え失うせ、暗闇が忍しのび寄る。

　地面に這いつくばりながらも、ハルトは叫んだ。

「アイリ！　歌え！」

　顔を上げ、ハルトは睨む。アイリが、泣きそうな表情を浮かべた。

　ハルトの手首が、あらぬ方向に曲がっているのに気づいたのかもしれない。

　だがアイリはもう、泣かなかった。歌わなければ目の前のハルトが死ぬと、本気で彼女の目が怯おびえを宿す。

　そして彼女は心を鎮しずめて、再び歌い始めた。




　　　　"Segui il sentiero che t'additerò";

　　　　Ed io, col cuore,

　　　　Fervido d'amore,

　　　　Te, mio Signor, ovunque seguirò!




　歌うのは、アイリが現実世界で何度も歌った曲だった。

　彼女がＣＤでリリースしていた曲。初めてこの世界へ来てしまった時に歌っていた曲。

　ハルトは、酷ひどく痛む手首に喘あえぎながら、剣をもう一度構えた。腕うでが使えなくても、時間稼ぎぐらいは出来るはずだ。

　握る力を確保する為ために、カバンから包帯を取り出して手のひらに剣を巻きつける。そしてまた、地面を蹴けった。




　　　　Ti seguirò,

　　　　Signor, fra quei che pace

　　　　In cor non hanno, e parlerò di Te;

　　　　E a lor dinanzi

　　　　Splenderà la face

　　　　Della Tua grazia, della Tua mercè.







　アイリの歌声が響ひびく中、ハルトは剣で攻こう撃げきをしのぐ。

　痛みに体中が悲鳴を上げ、それでも声を耐えて地面を踏みしめた。痛いと叫べば、歌は止まる。

　歯を食いしばって、少しでも体力を削けずれればと竜の足に剣を突つき立てる。けれど、剣の強度が足りなかった。

　あっさりと弾はじかれ、ハルトはたたらを踏む。

　肉を断たつ事すら出来ず、ハルトの攻撃はあまりに無力だった。

　これが、呪文スクリプトを取られた、西方の使者プログラマーの実力か。

　現実じゃないのに。

　剣に、素材マテリアルを付ふ与よ出来れば、奇跡の剣が作れたはずなのに。

　スクァーマ。

　ミカが探していたあの素材があれば、もしかしたら勝てたかもしれないのに――。

（いや、待てよ）

　ハルトは、閃ひらめいて固まった。

　スクァーマ。――ラテン語で、鱗という意味だとミカが言っていた。

　ミカが採りに行った場所は、ドラゴンの棲すまう岩山。つまり必要な素材は特別な鉱物ではなくドラゴン――竜の鱗ではないのか？

　暗闇に光るものが、幾いくつも落ちていた。

　おそらく目の前の竜の鱗だ。

　けして、ハルトが傷つけたから取れた鱗じゃない。ここが竜の棲家すみかだから落ちているだけだ。

　もし、あれがスクァーマだったら。

　ハルトは走り、地面に落ちた鱗を手にとった。

　この剣にマテリアルを付与出来れば。――ウインドウを開こうとして、ハルトは歯は噛がみした。ここでは、スクリプトが使えない。ＰＡＳＴＡ言語が使えなければ、マテリアルを適応出来ない。

　だが、野営の時に水を取り出そうと試した記き憶おくが頭をかすめる。あの時、もう少しで使えそうな感覚はあったのだ。

　空中に指先でコードを書いてみれば。神の言語を、使う事が出来れば。

　ハルトが一いち抹まつの希望をもとにコードを書いてみようと空中に指をかざす。

　その瞬しゆん間かんだった。

「ハルト！」

　悲鳴が遠くで聞こえた直後、ドンッと突き飛ばすような衝しよう撃げきが背中に走った。

　いや、悲鳴の方が後だったかもしれない。

　分かったのはただ、焼けた鉄で肉を抉えぐられるような痛みが、ハルトを襲ったという事だけだった。

「――ッ、ぁ……」

　声も、出なかった。息を吸おうとしても、ヒュッと喉のどが鳴っただけだった。どうして、と息を吐こうとすると、代わりにねっとりとした熱い物が喉にこみ上げる。

　血だった。

　ゴボゴボと耳みみ障ざわりな音がして、血が口から吐き出される。気がつけば、ハルトは地面に手をついていた。倒たおれた瞬間すら、気づかなかった。

　どこが痛いのかすら分からず、呆ぼう然ぜんと地面を濡らす赤色を見ている。

　血に映った自分の顔が、酷い表情を浮うかべているのだけが分かった。

　――背後に、竜がいる。

　直後、ドッという衝撃がして背中から何かが引き抜ぬかれた。

　支えを失って、ハルトはその血ち溜だまりの中に倒れる。腹ふつ腔こうが千切れそうな痛みが、頭を焼き切った。

　全く、何が起こったのか分からなかった。

　冷静に状じよう況きようを分ぶん析せきする事すら出来なかった。

　ただ熱かった身体が急激に冷えていくのだけが分かる。手の先が震え、感覚が遠のく。

　膜まくを隔へだてた向こうで、意味にならない言葉が聞こえていた。アイリの声のような気もするし、母親の声のような気もした。

　――もしかして、死ぬのか。

　そうとだけ、ハルトは思った。辛かろうじて浮かんだのは、その言葉だけだった。

　瞬まばたきをした瞬間、電気を消すようにあっさりと世界は暗転した。

　感覚が手のひらから消え失せる。




　もう一度目を開くと、ハルトは自分を見下ろしていた。

「……え……？」

　幽ゆう体たい離り脱だつだ。

　ハルトは、血溜まりに倒れる自分を離はなれた所から見ていた。

　――時が、止まっている。

　倒れているハルトも、駆け寄ろうとしているアイリも、赤く染まった爪で地面を踏む竜も、その世界では全てが止まっていた。

　動いているのは、ハルトの身体に表示された文字列だけ。

　凄すさまじい勢いで、ハルトの身体から文字が消えていっていた。

　――あれは、コードだ。

　ハルトは、すぐに分かった。

　パソコンのログを消去する時のように、ハルトの身体から文字が消えていく。

　頭から、喉へ。喉から胸へ。

　黄金の色をした文字が消えていく様はあまりに冷ややかで、ハルトは消えていく文字列を咄とつ嗟さに指先で複製し始めた。消えるのと同じスピードで、ハルトは文字列を書いていく。

　消えるのは、いやだ。

　理り屈くつでは説明出来なかったが、この文字全てが消えたら自分も消えるという確信があった。指先が、的確に文字を写し取り、消えるよりも速いスピードでコードを再現していく。やがて全てを書き終えたハルトは、今度は初めに消えてしまった部分を補う為にコードを書き始めた。

　ＰＡＳＴＡ言語じゃ駄だ目めなのだけが、分かっている。

　解読なんて、できてるはずない。

　でも、たとえ間違えたとしても。ないよりはマシだ。

　素材や形状が間違っていたとしても、プログラムが動けばいい。

　暗くら闇やみの中を手て探さぐりで歩くように、ハルトは文字列を書き加えて行った。

　胸から喉へ、喉から頭へ。

　全てを書き終え文字列を身体に結びつけた瞬間、世界が急激に白くなっていった。

　まるで、千の太陽が照りつけているような眩まぶしさに目を瞑つぶる。けれど瞼まぶたを通してもその光は、ハルトの視界を白く染め上げていった。

　焼け尽つくすような光に、ハルトは腕で目を覆う。

　――何かが、身体の中で蠢うごめいている。

　――何かが、自分を暴あばこうとしている。

　悲鳴すらあげられない白い世界の中で咄嗟に手を振ると、ザラリとした物が手のひらに触ふれた。

　目をつむったまま、ハルトはそれをなぞる。

　足の裏に、何かの痕こん跡せきがある。

　不意に、それの名前が分かるような気がした。




　元始からのすべての事象、想念、感情。

　それが、ここにある。










　《待っていた。言葉を理解する者を》




　それは言葉ではなく、音でもなかった。重なり、絡からまり、響き合う。

　相手は一人だけのような気もしたし、百人近くいるような気もした。

　気配だけが空間を満たす中、ハルトは目をつむったまま問いかけた。

「あんたたちは……誰なんだ？」




《我らは、滅ほろびしもの》

《アルコーンを亡ほろぼす者》




「あんたたちが、俺おれたちを現実から連れ去ったのか？」

　ハルトの声は、果たして喉から出たのではなかった。しかし問いを受け、空気が揺れる。




《否》

《アーカーシャーの記録にアクセスし》

《到とう達たつした。故に開かれた》

《人類の叡えい智ちの》

《記憶の保管庫》

《Steven Paul Jobs もここへ来た》




「なんだって……？」

　耳に覚えのある名前に、ハルトは息を呑のむ。

　今彼かれらが告げたのは、ハルトが知る有名なメーカーの起業家だった。ハルトが使うパソコンも、彼の会社から発売されたものだ。その人が、ここへ来た――？

「じゃあ、ここから帰れるのか？　ここへ来て、帰った人がいるんだな!?」

　ハルトの叫びに、答えはなかった。







《

Paracelsus は追放され

《Albert Einstein は知ち恵えを得た》

　《ヴォイニッチ手しゆ稿こうを持ち去る者》

《あれは我らの裏切り者》

《アルコーン》

《奴やつを罰ばつせよ》

《魔ま物ものを使し役えきする者》

《人類の敵》

　　　　　《人間を救え》

《滅びを回かい避ひせよ》　　　　　　　　　　　

《人類の発展》

《その先に滅びはある》

《解を得よ》

《解げ脱だつせよ》

《預言せよ》




（滅び……？）

　捉とらえがたい言葉だったが、その単語に込められた憎ぞう悪お、悲ひ嘆たん、哀あい哭こく、苦く悶もんの感情だけは伝わって来た。

　滅びが待っている――救え、成なし遂とげろと彼らがハルトの脳を揺さぶる。

　救う為に戻もどれ、生きよ、言語を解き明かせと。







《アカーシャの言語を理解せよ》

《死の瞬間の中ちゆう有う――チカエ・バルドゥを解き明かし》

《完成のプロセス――ニシユパンナ・クラマを起動》

》

　《生起のプロセス――ウトパツテイ・クラマを完かん了りよう》

《Code：RESTART》

《Akashic Records を手に入れよ》




「ハルトッ！」

　水が落ちて弾けるように、音の洪こう水ずいがハルトを襲おそった。

　手には、スクァーマがあった。

　ハルトの身体からだは、修復していた。

　ついさっき外側から見たままの光景が、そこにはあった。

　竜が、再び腕を上げる。血に濡れた爪が、今度はアイリを狙ねらっている。

　あの血は誰のだ？

　――この身体を流れる血は、なんだ？

　疑問は一いつ瞬しゆんのうちに彼方かなたへ飛び去り、ハルトは地面を蹴った。

　血溜まりから生まれたような姿で、ハルトは竜を睨にらんで虚こ空くうに文字を書く。

　アカーシャの言葉。――ＰＡＳＴＡ言語ではない、神の言葉。

　今ハルトは、その片へん鱗りんを理解した。

　身体を修復したその言語。

　理解したばかりの言葉で剣に素材マテリアルを与あたえる。

　ミカが作った、二つとないこの剣に。

「あ、あ、あああああああ……！」

　血を吐きながら、ハルトは叫んだ。

　この世界で初めて上げる産うぶ声ごえ。

　二度目の肉体アバター。

　代だい償しようは、「　　　」。

　スクァーマが燐りん光こうを放ち、適合する。

　――その剣で、ハルトは空間を断った。







[image: ]







　雷かみなりが直ちよく撃げきしたかのような鋭するどい声が、こだました。

　どう、と土つち埃ぼこりを上げて竜の身体が横よこ倒だおしになる。

　その首は、ぱっくりと裂さけていた。滝たきのような勢いで血液が噴ふき出し、地面に染しみを作っていく。

　ハルトの一いつ閃せんで、竜は死んでいた。

「……うそ」

　座すわり込んだアイリは、呆然と竜の死体を見ていた。

　今まで苦戦していたのが何だったのかと思えるほど一瞬の出来事だった。

　竜はもう、動かない。

　当然だ。もはや首と胴どうを繋つないでいるのは、ほんの５ミリほどの皮だけなのだから。

　重みに耐えきれず、最後の皮がぶつりと音を立てて落ちる。

　ぱしゃぱしゃと血の落ちる音が、雨のように響いていた。










　――Error DELETE




「ミカ」

　静かに呼んだハルトの声に、ミカの睫まつ毛げがかすかに震える。

　ほっと息を小さく吐いて、ミカは目を開いた。

「ハルト君……？」

　ミカの声はか細く、掠かすれていた。

　だがその頬には少しずつ赤みが戻って来て、ハルトたちはほっとする。もう一度アバターデータを参照すると、ペスト・エラーは消えていた。




　ここは、イケットの街のミカの部屋だった。

　竜を倒した後、ハルトとアイリは一いちか八ばちかでポータルを潜くぐった。するとそこは、ヴァルマーレの洞窟の出口――つまり入って来たのとは逆側の山の麓ふもとに繋がっていた。

　そこで、ハルトたちは一人孤こ独どくに死んでいる男を見つけた。

　それが、ペスト・エラーの発生源の座標だった。

　死んでいたのは、同じヘヴンユーザーの男だった。破損は酷く人相は分からなかったが、ユーザーＩＤを調べる事が出来たのだ。

　そこでハルトは、男の身体に妙みようなバグが発生しているのが分かった。男も同様にペスト・エラーを患わずらって死んだらしかったが、死の間ま際ぎわに彼のデータは書き換かえられてしまっていたのだ。

　その書き換えにより、死体を媒ばい介かいしてペスト・エラーが蔓まん延えんするようになってしまった。

　それは、彼の生への執しゆう念ねん・不ふ遇ぐうな境きよう遇ぐうに対する怨えん嗟さによるものなのか、それとも誰だれかの手によるものか――。

　何にせよ発生源が特定出来れば、これ以上の広がりを阻そ止し出来る。

　ハルトはまず、自分にやったように死体のコードを書き換えてペスト・エラーの感かん染せん拡大を停止した。

　それから、そのコードを全てコピーして帰って来た。街に戻り解かい析せきすれば、ペスト・エラーを消去するスクリプトが何なのか分かるからだ。

　だからハルトらは、その死体を丁てい重ちように葬ほうむるとイケットの街へ帰って来たのだ。

「そっか……それで、僕ぼくの病気を、消してくれたんだね。ありがとう、ハルト君」

「いや、俺だけじゃあれは解析出来なかった。チョビたちがいてくれたからだよ」

　ハルトが振ふり返った先には、チョビの姿があった。耳と尻しつ尾ぽを揺らしながら、チョビが照れくさそうに首を振る。

「わらわだけではない。《西方の使者》全員で取り組んだ、大作業じゃった」

　チョビと再会出来たのは、イケットの街に戻って来た時だった。

　チョビたちの被ひ害がいは甚じん大だいで、あの後結局ハルトらを追う事は出来なかったという。先に進んだハルトらは無事だと楽観視出来ず、イケットの街へ戻り態勢を整えてまた向かおうとした時に、ハルトらは帰き還かんしたのだ。

　そしてハルトとチョビらは協力してそのコードを解析し、ペスト・エラーになった順番に患かん者じやを治ち療りようして回った。その最後がミカだったのだ。

「バグも直したし、多分これからはペスト・エラーにかかる人もいなくなると思う。……あれが、誰かの手によるものじゃなければ」

　ハルトの言葉に、チョビが耳をピクッと動かした。

「ああ、それだが……あのバグはやはり、何者かの手で書き加えられたもののようだった」

「うそ」

　チョビの言葉に、アイリがはっと息を呑む。

「何者かって……どうして分かったんだ？」

　ハルトの質問に、チョビはウインドウを開いた。

「製作者が分かった。アルコーンと言うらしい。……知っておるか？」

「――アルコーン？」

　ハルトは、ギクリとした。自分が死んだ時に、聞いた名めい称しようだったからだ。

　――アルコーン。

　あの声は、自らをアルコーンを亡ぼす者だと言っていた。

　そして、こうも言っていた。アルコーンは人類の敵であり、魔物を使役している者だと。

「ハルト、何か知ってるの？」

　不安げなアイリが、ハルトを見る。

　ハルトが生き返ってから、アイリはずっとそんな目でハルトを見ていた。血を流し死んだと思えたハルトが、すぐに身体を起こして竜と戦う姿を、彼かの女じよは目の前で見たからだ。

　何事もないと言うハルトの身体には、傷きず跡あとはなかった。だが、床を濡ぬらした血溜まりは本物だった。

　だからアイリは今もハルトを疑っているのだ。目を離したら死ぬんじゃないかと。ふとした瞬間に、ハルトはいなくなるんじゃないかと彼女が視線で訴うつたえる。

「……ねえ、ハルト。そろそろ、教えてくれていいんじゃないの？　どうして、生き返ったのか」

「え……？　生き返ったって、どういう事ハルト君!?」

　アイリの言葉に、ミカがさっと顔色を変える。

　飛び起きたミカは、しかしすぐにめまいを起こしてよろめいた。

「バカ、まだ寝ねてろ」

　ペスト・エラーでずっと寝込んでいたのだ、随ずい分ぶんと身体も衰すい弱じやくしていたのだろう。

　抱だきとめたハルトに、ミカが「ごめん」と小さく呟つぶやく。けれど即そく座ざに顔を上げ、信じられないとハルトを見た。

　彼の小さな唇くちびるが戦慄おののき、ミカがハルトの胸に手を当てる。その目が、大きく見開かれた。

「ハルト君。……心臓、動いてないよ」

「――……」

　ミカの触れた指の下。胸に、脈動はなかった。

　ハルトはとうに、気がついていた。ただ言い出せなかっただけだ。

「どういう事……ハルト」

　アイリの声が、震ふるえる。

「ハルト、私にも聞かせなさい！」

　アイリが叫ぶ。そして駆け寄ってハルトを強ごう引いんに振り向かせる。抱きつくようにハルトの胸に耳を当てた。

　数秒、じっと黙だまってアイリが鼓こ動どうを探す。

　けれども、耳を打つ音はなかった。

　細い肩かたが震え、アイリの指先がハルトの服を握にぎる。アイリは、喘ぐように息を吐きながら、ハルトを見上げた。

「これが……生き返った代償なの？」

　アイリの触れる指先の向こう。そこに、鼓動の音も脈動もない。空っぽの、何もない空くう洞どうが息の音を反響させるだけだ。

「アイリ、生き返ったとはどういう事じゃ。何があったのじゃ？」

　チョビの険しい眼まな差ざしが、アイリを、ハルトを見る。アイリの苦しげな目が見ている。ミカの怯えた瞳が見ている。

　ハルトは観念して、唇を開いた。

「……実は俺、一度死んだんだ」

　ハルトは、ぽつぽつと語り始めた。

　竜の攻撃を受けて、自分は一度死んだ事。

　その時に、魂たましいを構成するコードが消えていく様を見た事。

　消えるスピードを超こえて、自分を構成するデータを書き加えて完全に消え去るのを阻止した事。

　その先で何者かと、接せつ触しよくした事。

　彼らは、発展の先に人類の滅めつ亡ぼうがあると告げた事。

　だから言語を理解し、解き明かせと言われた事。

　その一端に触ふれ、アカーシャの言葉と呼ばれるＰＡＳＴＡ言語に酷こく似じした言語の一部を理解出来た事。

　それを使い、竜を倒した事――。

「といっても俺はただ消える文字列を書いていっただけだから、死者の蘇そ生せい方法もまだ分からないんだけどさ……」

　自分が蘇よみがえったとしてもソフィアの生き返らせかたは、まだ分からない。

　でも、言語の理解が進んだのは確かなのだ。

「……だからさ、悪い事ばかりじゃないんだ。ジョブズもパラケルススもここに来たって分かったし、きっと帰れる――」

「バカッ」

　罵ののしる声は、二人分あった。

　ミカは、両手で顔を覆おおってしゃくり上げていた。

「ばか、ばか……っ、ハルト君のばか……！」

　肩を震わせて、ミカが迷子になった幼子のように泣き声を上げる。

　アイリは、その目からぼろぼろと涙なみだをこぼしてハルトを睨みつけていた。崩れ落ちそうになりながら、アイリがハルトの胸に縋すがり付く。

「平気だなんて、そんなわけ、ないでしょ」

「いやでも、今も生きてるしさ。多分蘇生のコードを書いた時に、機能しか復元しないでオブジェクトを書き加え忘れたんだよ。でも心臓の機能だけは復元出来てるから、問題ない――」

「心臓無くなっちゃったら、帰れないじゃない」

　小さな手が、ハルトの胸を叩たたく。虚空が詰つまったその胸を。

　ハルトはただじっと黙って、彼女の罵りを受けていた。

　いや、何と言えばいいのか分からなかっただけなのかもしれない。

　それは何よりも、ハルト自身が考えないようにしていた事だった。

　心臓が無くなった身体で帰ったら、どうなるのか。

　この肉体は仮かり初そめで、元の肉体を取り戻せるのか。それともこのままなのか。

　帰った瞬間、ハルトは心臓を失い死ぬのか――。

「一いつ緒しよに帰るって……約束、したじゃない」

　涙に濡れた目が、自分を見上げている。あの星空の下でした約束を、覚えていると彼女は言っていた。

　心臓が無くなったまま帰って、どうなるのかなんて誰も分からない。

　大だい丈じよう夫ぶだと、無責任に告げる事は出来なかった。

　でも、ハルトは静かに笑った。

　アイリの肩に手をおいて、平気だと手のひらで告げる。

「この世界の言語を完全に理解すれば、心臓オブジエクトの復元方法も分かるかもしれないだろ。……だから俺は、この街を出る。もっと広い範はん囲いを探たん索さくして、アカーシャの言葉を解き明かしに行くよ」

　だって、失いかけた命を繋ぐ事さえ出来たのだから。

「あの声は言っていたんだ。アカシック・レコードを手に入れろって」

「アカシック・レコード？　それって、月刊ヌーでたまに扱あつかうあれのことか!?」

　チョビが、身を乗り出して聞いてくる。ハルトの死の話に沈ちん痛つうな表情をさっきまで浮かべていたが、今では興味を隠かくせない様子だった。

　――アカシック・レコード。それは、現実世界でも幾いく度どか話題にされてきた。

　宇宙や真理を扱う本を読んだ人間なら、一度は耳にした事があるもの。

　元始からのすべての事象、想念、感情が記録されているという世界記憶の概がい念ねんだ。

「まさか……かつての偉い人じんたちは皆みな、ここを訪おとずれアカシック・レコードから記憶を引き出したというのか？」

　チョビが大発見だと言わんばかりに、わなわなと震える。それに、ハルトは頷うなずいた。

「多分そうだ。かつての発明に、この世界が関かん与よしている。もしかしたらアストラルＨＭＤの開発さえ――」

　言いかけて、ハルトはきっとそうだと確信した。

　――アカーシャの記録にアクセスし到達した。故に開かれた。

　あの声は、そう言っていた。あれは、アストラルＨＭＤの技術力がアカシック・レコードの真理に到達したという意味ではないだろうか。

　だから扉とびらが開かれ、自分たちはこちらへ来てしまった。

　ＰＡＳＴＡ言語と、アカーシャの言葉はあまりに似ているから。

　自分たちがこちらへ来たのは、偶ぐう然ぜんでも、呼ばれたからでもない。

　自分たちで、扉を開いてしまったのだ。

　ならきっと、もう一度戻る方法は見つかるはずだ。アカーシャの言葉を解き明かし、アカシック・レコードに到達出来れば。

「心臓が復元出来る頃ころには、きっと帰る方法だって分かるはずだ」

　確証はどこにもない。でも、奇き跡せきに触れたこの身体が証しよう拠こだ。

「そうしたら、必ずアイリを元の世界に戻すから。だから、大丈夫だ」

　ハルトの言葉に、アイリが縋る眼差しをする。

「ハルトも、一緒に帰るのよね？」

「――ああ」

　約束だ、とハルトは頷く。

　不思議と、ハルトは一度も怖こわいと思わなかった。

　死んだはずなのに、心臓を失ったと気づいた時も、ただ驚おどろきと感心があるだけだった。

　むしろ、未知の言語に挑いどむ喜びのほうが強い。

　ただ、知りたかった。

　知りたくてずっと、生きてきたのだ。

　ＶＲにハマった時も、ハルトを突き動かしているのは知的好こう奇き心しんばかりだった。

　そして浪ろう人にんした彼が絶えず胸にいだき続けていたのは『何な故ぜ』という感情だった。

　何故旧式なシステムが、受験を支配しているのか。未来を作る人たちが、何故、と。

　ここにはそれがない。知りたい――世界を変えたい。それだけがある。

　かつて、ジョブズもアインシュタインもここへ来たと、アレは言っていた。世界を変えた人たちが来た場所に、自分はいる。

　アカーシャの言葉――神の言語。その一端に触れた事が、ハルトを沸わき立たせていた。心臓の代償など、安いと思えるほどに。

　その期待に満ちた横顔を、ミカがただじっと見つめている。

　幼おさな馴な染じみの危あやうさを知っているのは、ミカだけだった。
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　遠くまで澄すんだ青空に、刷は毛けではいたような雲が流れている。

　日差しが強く良く晴れた日の朝、ハルトらは旅立つ事にした。

　空に手をかざし、手のひらを透すかして太陽を見る。この様子なら、雨の心配もないだろう。

「……よし、行くか」

　ハルトの傍そばには、アイリとチョビの姿があった。

　旅の目的は、情報収集。この世界の謎なぞを、解き明かす事だ。

　アルコーン――それは魔物を使役する者だと言っていた。

　それが、どのような形をしているのか、そもそも人なのかは分からない。だが自分たちを、ティルトタルンの民を傷つけようとする魔物に何かの意思があるならば、それはここに住む人チヨビにとっても他ひ人と事ごとではない。

　それにアルコーンとは、チョビが解析したコードによるとペスト・エラーを蔓延させた犯人のはずだった。

　また、同じ手で《西方の使者》を滅ぼしに来ないとも限らない。地下で見た都市が、もしかしたらかつてあったイケットの街かもしれないのだ。

　アカーシャの言葉を理解し、アカシック・レコードから情報を引き出す。それが旅の仲間である彼らの使命だった。

「ハルト君！」

　その時、駆かけて来る足音が聞こえてきた。風にスカートが揺ゆれ、朝日に薄うすい水色の髪かみが透ける。

　走って来たのは、ミカだった。大きなリュックを背負った姿にハルトは驚く。

「ミカ？」

「僕も、一緒に行きたいんだ。……いいでしょ？」

　肩で息をしながら、ミカが懸けん命めいにハルトを見上げる。走ってきたせいで頬ほおが上気していた。その容易たやすく手た折おれる花のような可か憐れんな姿に、旅路への不安が浮かぶ。

　何より、ミカは魔物に怯おびえていたはずだ。何度攻こう略りやくに誘さそっても、断っていたはずなのに。

「俺たちはいいけど……ミカは、いいのか？」

「僕も、この世界の事を知りたいんだ。ここに住むとしても、またあんなよくわからない理屈で倒れたくない」

　ここに暮らすから。チョビと同じだと言って、ミカが指先でふわりと円を描えがく。

「それに、僕のモデリング技術は、役に立つはずでしょう？」

　ミカが描いただけで、本物の白い花びらが風に舞まった。今の一瞬で、踊おどるように絵を描いたのだ。

「僕だって、アカシック・レコードにアクセスしたい。知りたい事があるんだ」

　――例えば、ハルト君の心臓の創り方とか。

　そう耳元で囁ささやいて、ミカは微笑ほほえんだ。

　ハルトは、ただコードの書き忘れ、ミスだと言っていたがミカの考えは違ちがった。

　死を否定する生起のプロセス。起動の代償に、ハルトの心臓は捧ささげられたと思っていた。

　このまま、元の世界に戻れば、代償をその身に受けて彼は死ぬかもしれない。

　だからミカは、旅に出る事を決意したのだ。

　彼らは、各おの々おのの思いを胸に秘ひめ、旅路を行く。

　ある者は愛する人を救う為ため。

　ある者はこの世界に留とどまり人を守る為。

　ある者は帰還の為。

　そしてある者は友人を蘇生する為。

　――そして、ただ探求する為に。

　朝の光が、石いし畳だたみを白く染めている。どこかの家からはパンを焼く匂においが漂ただよって来ていた。

　ハルトは僅わずかに振り返る。街外れにある墓地を見るように。――氷の墓で眠ねむるソフィアを、救えると信じて。

　遠くで馬を牽ひく音がする。いつもの目覚めの空気を愛いとおしく思いながらハルトは街の門をくぐっていった。
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　はじめまして電でん波ぱちゃん∞と申します。ふざけた名前だと思ったそこの方、正解です。

　実は私、『電波ちゃん』という名前でバーチャル YouTuber として活動させて頂いております。更にさかのぼりますと、２０１０年にキャラクターとして生まれた存在です。

　かつてゲームの企画書で『電波属性のキャラ』として生み出された後に、そのゲーム企画は頓とん挫ざしました。企画が無くなった後、電波ちゃんは『看板娘』として生きておりましたが、なにぶんストーリーがないもので名前は仮称として『電波ちゃん』のまま据すえ置きで長年生きる羽目になりました。そんな私がブームに乗って Vtuber デビュー。更に Vtuber ラノベ作家に!?　バーチャルな存在である私が、ラノベという形でリアルの世界の飛び出せました。本当に感無量です。ありがとうございます！

　改めて、刊行の経けい緯いについてお話させて頂きます。

　まず元々、新人賞などに応募させて頂いていたのですが、ご縁があって小説と企画書プロットを見て頂けることになりました。そう、Vtuber として！

　バーチャルな YouTuber ですから、YouTuber らしく刊行までの流れを撮影しました！

　企画を通す所から初稿を出した後に頂いた修正に向けた打ち合わせ、キャラデザ作業配信など、刊行に至るまでの紆余曲折を動画にして公開させて頂いております。

　ラノベが出来る過程が気になる皆さん、ぜひ「電波ちゃんねる」を御覧ください！

「電波ちゃんねる」では他に、本作のテーマともなっているＶＲ関連の動画などもアップしております。VRChat や cluster など様々なＶＲプラットフォームで活動しておりますので、ぜひご覧ください。そしてＶＲに興味を持って貰えると嬉しいです。

　ここで改めまして、刊行に至るまでお世話になった方々へ謝しや辞じを述べさせて頂きます。

　まず、未知のＰＡＳＴＡ言語を考えるにあたって沢山協力して下さったオノッチさん。右も左も分からない中ラノベ作家の先輩として相談に乗ってくださった折おり口ぐち良よし乃の先生。刊行に向けて個人的に相談に乗ってくれたラノベ好き Vtuber である本もと山やまらのちゃん。キナプロのみんな。イラストを細部までこだわり抜いて描いて下さった和かず遥はるキナ先生。無茶振りを快く受け止めて下さった担当編集のＯ様。刊行まで見守って下さったリスナーさんや Friend の皆さん。そしてこの本を手にとって下さった方々。本当にありがとうございます！

　この物語を楽しんで頂けますように。またお目にかかれることを祈っております。

二〇二一年　電波ちゃん∞







[image: ]




item/image/gaiji-FF66-m-h.png





item/image/p285.jpg





item/image/cover.jpg
R E A LW 0 R L D

Y, B

- .

G 0 O0fD

Author HEVEXAQ 4.8

st m% AN





item/image/gaiji-FF6B-m-h.png





item/image/gaiji-2032-m-v.png





item/image/gaiji-FF7A-m-h.png





item/image/gaiji-FF73-m-h.png





item/image/gaiji-2033-m-v.png
144





item/image/p267.jpg





item/image/p066.jpg





item/image/p143.jpg





item/image/p187.jpg





item/image/gaiji-FF7B-m-h.png





item/image/gaiji-FF7C-m-h.png





item/image/p107.jpg





item/image/HJ_logo.jpg





item/image/gaiji-2193-m-h.png





item/image/gaiji-00B0-m-v.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		Process 0/6



		Process 1/6



		Process 2/6



		／０



		Process 3/6



		／０



		Process 4/6



		Process 5/6



		Process 6/6



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/k002-003.jpg





item/image/gaiji-FF79-m-h.png





item/image/p211.jpg





item/image/p017.jpg





item/image/k001.jpg
B %ﬁthUﬂntA%Eﬁwﬂ\
2Rkt RERTHECSDEL.






item/image/k004.jpg
[l 4 B 55
NV S 16 16 < = L T6 [l 6 O 44 °

&
9






item/image/ok.jpg
HJXE http://www.hobbyjapan.co.jp/hjbunko/
941

V.7V g =k F

ZAPRAYE: S

Ny X ThBIEE DRI
20214E7TH1H  #IGEAT

FH—BID % Ao

v
R RE -V X8
T151-0053
BRI AR AL 2 A2-15-8
i 03(5304)7604 ()
03(5304)9112 (#3¥)
FIRIAT——K B AR &4
®T NMER (Gibbon) /HRA&HT A b —v

SRR - BN

©denpachanc
Printed in Japan

ISBN978-4-7986-2506-5 C0193

. Uy T151-0053 RR#IMEAXKLA2-15-8
EESEC ALl ()i — ) HISREES Sif
TES» oo S HHEFF S

https://questant.jp/q/hjbunko 57"
o= © —EHILL CLVELARNBDET . [
Web kT @ YA MADT I BRICHD DEERIFTRIBLIESL,

PITOTENGPRN @ i LITOR(E, REEDTHERTHSTEEZEL,
® SO HORD SHETEA | 0241
HIXEA U IF )Ly XEBEOVELET .






item/image/gaiji-FF6F-m-h.png
4





item/image/p251.jpg





item/image/gaiji-FF6C-m-h.png





item/image/gaiji-FF77-m-h.png





item/image/p002.jpg
O - DN~ S8R





item/image/p001.jpg
~

5w A BEER

NYFVIDSHRFEDIEHRUE

BEERB»®A®

HIX &

N

g






item/image/p243.jpg





